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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す 。塩 ビ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い 共重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピ サ ロ ン の 持 つ

エ ラ ス チ ッ ク で高 級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

三 星 ピサロ ンは、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。

責 任 施工 の 出 来 る 協 組員 が 入念 な 仕上 げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星ピサロンの新しい色調、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超高 層 世 界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピ サ ロ ン と

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッ チ に 似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す 。
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Nat i onal  

|  ボタンをポン/ ヒ〈ューンと回ってゴミを脱水します 1  

ゴムフタ

本体ナット

ヒ.ユーンと回って脱水する脱水カコ

ハイキ袋がなく って も

そのまま{吏えるゴミカゴ

フィルター

も う 、 ゴ ミ の し ず く は 落 ち ま せ ん / こ ん な 新

し い ゴ ミ 脱 水 装置 っ き の 流 し 台 が 誕生 。

ゴミから、ニオイもでにくく、腐敗しにくい /

パサノf サに脱水されたゴミだから腐敗しにくく

悪 臭 が出 に く い の は 当 然 で す。また、ゴミカゴ

の中で、脱水されたゴミはゴミ袋と 一緒 に そ の

ま ま ゴ ミ 箱 ヘ ポ イ / も ち ろ ん 、 焼 却 す る 時 も

大 へ ん 便 利 で、す 。( オ、ット状のゴミ袋は流し台

に10枚 同 梱 さ れ て い ま す が 、 ゴ ミ 袋 な しで、

直 接 ゴ ミ カ ゴ で も 脱 水 で きます。)

ー ガ ス 器 具を 安 心 山 使 い ー た め に ①ご

( ・・固) 使用前に、説明訟をよくお読み〈だきl ' o { g: 長時

¥旦ノ問ぉfl b、になるときは 、換気にご注意ください 。

、ィキ袋を止めるカゴフタ

ゴミをそのまま捨てるハイキ袋

ゴミ

排水管

奮が静かなモーター

Ｎｩ ｾ ｾ 、やすい 高さ ＸＵ｣ｭ の設計で、す 。 ・ 電 化器 具が使 ・流し台( ゴミ脱水装置っき・艇175cm) ・・ ・…・・￥ 8 7，0 0 0

・調理台 (紹7Ocm) ぃ・・…・・ ・…・…… …・・・￥ 31 ，5 0 0

えるコンセントっき ・ワンタッチで、O Kの計量米びつ付・隅調理台後部i偏75cm) ・… ・…・・…・…￥ 3 6，0 0 0

璽[実関zgf 島

・ガスキャビネット(幅7伽 n) ・・ … … … … ・￥4 8，0 0 0

ほかに、流し台( ゴミ脱水装置っき・幅120cm) ￥61，000 調

理台(計昆米びつ ・ピンカゴっき幅70cm) ￥41，000 など各種

率 世 界 に 伸 ぴ る 枝 術 のf あ #，1，.



東京の新建築見学会

4 新宿住友ビルと全国勤労青少年会館

くサンプラザ〉の見学

東京都のti¥rn蒋開発計画はめざましく進展しつつあります。とくに副

邸心郎にあたる新宿付近の以近の変ぼうは目をみはるものがあり，建築

にたづさわる会員諸氏 lζ はよい参考ーになるものと ，上記見学会を企画い

たしました。今回は日 m設計の乙斡艇とど厚Zまにより 2 日間にわたり，

見学いたします。東京{ E 住の会1 . . 1 はもとより ，多数ど参加を期待いたし

ます。

・ 第 1 日 〈新 宿 住 友 ビ ル の 見学 会〉

日 時 1O)J 11 LI ( 木) 1411与( 災介) → 1611与( 解散)

集会場所 1  !iI '，[l I I1央線「新出J JY(I 叫LI より地下道を凶方へ まっすぐ， Lii

歩約10分現l劫・Ji 務所 liij • LI ｴｾｩ 会ｨｊ ･

定 員 50名

. 第 2 日 く全 国 勤 労 青 少 年 会 館 ( サ ン プ ラ ザ) の 見 学 会〉

日 時 10凡12 LI (金) 911!j ( : m介) →1211寺( 解散)

集会場所 凶 Ｇ ｲｮ 中央線 ￭ｬｾｬ Ａｊｬ ｲｊ 駅北側すぐ ， サンプラザ正面玄関付近 ・

目標会旗

定 員 30名

申 込 );f5 1 日 ・第 2 日を明記のヒ，5J IJ 々の葉占でお申込願います。

1¥1込は往復はがきで l 枚に l 名|浪りとし ，氏名 ・勤務先名 ・

所在地 ・役職 ・えs絡LG話器号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入

の上 ，9 月29日( 土) までに本会事業課へ。ただし両日共定

員を超過したときは拙せんにて決定し ，参加証をお送りいた

します。

Q なお，今回に限り，宿泊は自由行動とします。

@ 新宿住友ピルについて

- 角ビノレの愛材、で. IJ i {E新築111の新制{ 主/: i . .ビノレは， ;f{r1討新郎1 I J 併1)1.J発，11

闘の Ｇｬｊ｜ｩｩＺ なす業主ｾｨｩＡｩ，没 で 主ｾ川 ｩ 傘はＺｈＺ 'J( 務室である 。併設して，貸庖

dlli . 大会砂浜当 ・アスレティッククラブおよびl乱市助などの施設がある。

ｩｬｬｾ 概要

所在地東京都¥% f r 冶・|五l也新治・ 2 J i J  6  ai 8 けj也

ill 築 主 住 友 不 動 産 株 式 会 社 ・住友生命保険相 .Ji 会社

設計 ・監 理 株 式 会 社 日 建 設 社

hi!i 工 鹿島建設附 ・( 附竹Ifl 工務) ，) 5 ・住友m設( 附共同企業体

敷 地 函 積 14，似6. 46rrl

i主築面1秘 8，268. 94 rrl 

延 保 直i ;悩 176，443.21 rrl 

規 模 地 下 4 F ，地上 52F

tl4 造 l肖 層 部 地 下 4 F ， 3  F  

、百 六

』 、 ー

地下 2 F ， 1  F  

地上 1 F - 5 2 F  

低 回 部 地 下 4 F - 1 F

l  断ｩＱ ＢｉＧ［ｾ S  G  L  +  1. 5∞m 

'Iq: ｉＺＧｾｓ＠ G  L  121∞.α)() 11I 

ｪ 此 ＱＧ［ｾｬｩｬ｜ｉＢ 可 ｓ G  L  1212 ∞0111 

lJi
X

，l¥1駒刈 3. 7∞m 

外 装

アJ レミニウムカーテンウォー J レ

R C造

S R C造

S 造

R C造

Ｕ ・・・・・官曹、Ｍｾ・官官 官ｨ

新宿住友ピル

工 j到 着 工 II{:;{ 和46年11)-J 8 1J →峻工予定1I l . 1羽149年 3 )j 31 LI 

見学H告 の 状 況 外 装 完 了 ，全館仕上げ工事中

主 要 施 設 貸 室 ， 貸 事 務 所 ， 大 会 議 場，ア スレティッククラフ ，レ

ストラン，喫茶室，庖告I i ，駐車湯( 屋外，地下 4 F - 2

F )  514台

- 全国勤労青少年会館 ( サンプラザ) について

勤労青少年の職業生活を Ifl 心として， 社会の共同生活の向上 lζ 寄与

し，心身の発育過程にある占少年期の成長をす乙やかに促進するために

総合的な福祉施設が中野駅前に 6 月 l 日オープンされた。

サンプラザは， ｾ ｉｉ 野駅前再開発地区で ｬ 街区 Ｙ ， Ｕ ∞ ､ の ｬ 廷画盤理され

た敷地にあり，中野区役所，緑の広島とともに乙の地区を美観地区とし

て中野区が鐙備に ) J を入れ，新しい lll llff 駅前が完成されました。

i l ! 築概裂

所 在 地 点 点 郎111野区111 !lff 4 - 2  - 28  

建築主ｊｩｬｬ川促進 ｾｍ 長凶

設立 l' ・監理 Ｈ附 ｵｭ 設 ｊｉＮＪ ｊｴｾ事務所

施 工 州 大 林 組 ・フジタ工業( 附 ・佐藤4 業( 附共同企業体

敷 地 面 桜 9，530nf  

建 築 面 積 4，632nf  

延 床 面 積 51 ，OO9nf

規 模 地 下 2 F ，地上 21F

構 造 S R C造，一部 R C造

i此高? 認さ 92， OOQm ( T  P  + 3，8∞より)

外 装 コンクリ ート化粧打放し，タイノレペイント吹付

工 期 昭 和45年 9 月23日→昭和48年 3 月31 日

主 要 施 設 サ ン プ ラ ザ ホ ーJ レ( 一般型と アリーナ型の 2 形式)

収 容 人 員 約 2，4∞人

ホテ J レ( 洋室 70室 140ベット ・和室12室) レストラン・

結婚式煽 ・主主会財 ・国際会議l易 ・学園教室 ・凶占室 ・職

業研究所 ・ボーリング場 ・室 内 プーノレなど 20 種類に及

ぶ . llllli 助 151台

第 6回若い会員の集い

とおの

4 当尾の秋をたずねる

一 一浄 瑠 璃 寺 … 山 里 の 石 仏 と の 無 言 の 対 話 ・ 岩 船 寺一 一

法い昔の記憶のような ，なつかしさにあふれた 山皇 ・・・ 当尾はそんな

ところです。日々総会の l監l燥の 11-1で、いそがしく生活しているわれわれ

が，いつのまにか忘れ去っていたものを当尾は数多く残しています。

浄耳型璃寺の街; 鼠と ，石仏を巡る野中のあぜみちにも長い歴史のなつか

しさをふと感じるととでしょう。

澄みきった空とみどとに色づいた木々の中で，ハイキングとスケッチ

に秋の l 白を楽しもうではありませんか。

今回はスケッチ ， ＲｩＱｦｾ ，＠ 持，俳句その他創作全般・・… Mでも結械で

す。ハイキングを兼ねてやってみる乙とにしました。; ( j い会員の方々も

ＱＱ Ｚ Ｎｾ ｣Ｎの会員の方も多数ど参加をおまちします。

日 時 10J:l 13u ( 土) 9，30 ( 集合) →16. 45 ( 品科技)

雨天のときは 10) J 20Ll ( 上) に順延

集 会 場 所 大 阪 ・ 北 区 ・1¥-1之品 ・中央公会掌凶誕

観光パス l 台 ・日脱会. I i It

定 員 40名

A .  

=  
費 Ｕ ∞円Ｈ貸切パス代の Ｍ ｾｉ｜Ｉ

処来と社会/ 1973年 9 月号 3



一一ー一一一 日 本 建 築 協 会 会 告

- 交通 'lJl は1) . [ 1負担のこと。

" っ。てい

見学場所 (1)金|品.J.，'j' のタ{ 伝子

金若返;ii 拘I Hみ ( IYl 治初 {!'. 11J i.ll) 0  3 111，liO) 糸去に 2111，Ij のじ l交

の民主皇室がつく。市天のは位及び放の捌で省名。

ＨＲＩ 等持院のおな泌，ｾ

足利義政好みと伝える。 ＳＱｾ ， Ａｩ 台目の茶室。内 Ｑ Ｑｾ ， ｬｪ 分か上段

となり ，一風変った席。

案内の講師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 工 学 的 上

定 員 30名

会 費 5∞ 11] ( J l 観料. f ; . ! e茶代) 、引 l いたた、きます。

申 込 往復はがきに 11 J : . ! ります。はがきは 1枚 IC 1名限りとし. ｬ ［Ｚｲｾ＠

1 回京市 IJ ! : j の茶室見学会」と l列心の上，氏名 ・勤務先名 ・所

在地 ・ 役ｊｦｦ覧 ・ Ｎ｣ｬＡ絡ＧＰｻ Ｑ 品 ｅＵＵＳ ・ 返信ｽｩｪ ｾｬｩ 名 ・ 郵便ＱｦｩＺ号を記入の

上 10J-J 511 ( 1 1 ' ; : ) までに本会ボ業r.!.!! へむ tjl 込 Fさし、。たたし

定員会1也iめしたときは拙せん ( Cて決定し参加証をお送りいた

します。参加首ご欠席されたみ1立会伎をと負担願いま言。

・なお、茶室見学会第 2 回は妙心寺の茶室の予定です。「建築と社会」民 10月号

で詳細お知らせいたします。

|尚 IU，.! f-男先生
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ヮ 4 昭和 48---9 年度支部選出評議員の選任

、
、

，-， 
， 

， 

， 
， 

‘、、ぃ

(京

(rl .l 

(見L

4 東海支部の役員選任

..>Z:f. ji 役員会において下記のとおり退任されました。

記

各支部選111の新しい評議員が下記のとおり決まりました。

( 兵 庫 ) 加 藤 太 郎 氏 ( 加l雌処築設けH務所)

坂 野 秀MR氏 O;{ 上11! 築)

坂本勝比古氏( 判'1' 市教育長H 会)

都) 高橋 政吉氏( 明和符工業)

中山 保氏

( 和歌山) 字那木 効氏( 両院スレート)

u志 ilYJ 二氏 (lateL、工 ; U

北 町 減iiE氏( ム府l組ぷ)

井自主 哲山氏 ()I 配) I 訪山〕

国) 清111 やj 之氏 (It't 11I 1 . 飾応)

11: 村 保随氏( 1' i H処事ムd J: 弱所)

I毎) 小坂 ，Ｇ ｴｾＧＱ 長氏い ｬＧ 問Ｇ［Ｚ，， ＱＩ

ｾ＠ i:IE ー氏 (見'I lI jf 唱j : 筋肉

小川利) t ; 氏( 小 )11往来 'J; 筋 I! ' )

一氏都t文氏 ・rlJ 品

武L¥;

J長路氏

邦彦氏 ・浜 HI

二郎氏 ・ ー ｉＡｾ

勉氏

義雄氏 Ｎ ｾｵ

純犬 i¥;

栄夫氏 ・/1' 念

忘'1:: 氏 ・手jぷ

JI.tVJ i¥. 

俊郎氏

ＮｾＮｦＮ 二氏 ・ 小野

定氏 ・木 村

小虎氏 . ].'J ;J lf 

Ｇｉｾｩ＠ -氏 ・JI!:.川

修 L氏 ・松J，Y.j

版J¥ ・城 r i  

凶

山

井

部

川

μ

似

一

相

朕

服

附

小

必

京都府相楽郡加茂町判尾付近

浄溺腐寺及岩船寺

9. 40 巾之島山発→ 11 . ∞浄PJi 間千J 前む[

11. ∞→ 12. 30 浄mi 鳩寺拝観，昼食

12. 30→ 15. ∞ ハ イキング ・白山行動

(λ ケ γJ - ，' IJ_).' ! よ L ，111 刈，11..¥むんじも 4 白山に

. コース 11 ｊ｣，，， ， 略凶ｬＺＮｾ : のこと (i ，l! h 約 3 j トυωl P挑)

15. ∞岩船寺前* : I '

15.15  11' ，允→奈良， 1似奈1益Ro; 壬IU->

16. 45 大|坂 ，ノ付制民 iEl ・解散

｀ 江お、重喜加者には当日、絵図入りの』しいコース資 ｉｾ 在孟［しありまず 。

浄閣塙 "Hド観，昼食は 11 i.lJ 1i ' 1 i J J ! こし、たします。付近にはふIf .i

が 4 . 5 中| ーありまよか，混雑か予処l されま d ので，弁、1'1 どれj

参もまた盟!f Jllli があり ，おすすめします。

往復はがきに限ります。はがきは 1 枚! C 1名 11艮りとし「河 J.(.

の秋をたずねる」と明記の上，氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・役

織 ・述絡' 也話器号 ・返信用宛名 ・郵便漆号を記入の上 9 J:l 29 

口( 上) までに事業忠臣へ。ただし定員を必過したときはJ l I Iせ

んにて決定し ，参加証をお送りします。

先

手呈

f寸

f寸

￤￲ 臥ｾ ¥ 

込申

文羽i j乏

副文部長

幹 ｾｊＧ［Ｚ
昭和48年度茶室見学会 (第 1回)

司京、洛西の茶室見学の会

'lh'・ふ n

m ，ｾｻｩ役

I.;{ ，出ｉＧ ｌｊ の ｉｊ ｬＮ ｕｬｬｬￎ 陵の北川 ＱＮ 次 ［ＧＱＺ｛ＱＱ の肱 ＧＭＱ よ ＱＱ ，Ｎｦ ｾｘ の ｡ 典型 ｪ とは、て

いるｾ問主 ｪＩ 、わるり似品 ｈＺ 小心に ＱＧＴ､ｬ Ｎ，Ｚｲ，Ｚ は人 ＱＮｾｾ 与Ｎ ' も' 広な，妙心、I ，

(  ＧＮｦｵ 与と名利乞手 ｉｊ が多く ｊｾｚ 郎の夫の ｾｾ￩ ，ｾ，のようにｾＧ＿ｾ知きれ仁いる。

み; 年度も問 HI 手男 j t' l ( 本会名作会員) の ζ: 案内亡命I:{I 右，等持i仏，

妙心JJ の茶室を 2 回にわたって見学いたします。多数ど参加ドさし、。
臨時休日のお知らせ

来る 9月22日( 土) は， 事務局職員の慰安旅行を行ないます

ので臨時休日と致します。

10JJ 20u  ( 上) 13. 30 ( 集合〕→ 17. ∞ ( 解散)

五UilidJ北 区衣笠町金| 刻伝大門付近 ・u般会政

Ｈたたし 、 ｈｦＮ 日出火銘似「金 ｉｾｉ ，' j 前」下車、凶ヘ約 100m)

日 時

集合場所

4  



新しいサンプル帳がもうすぐ出来ます

いましばらくお待ち下さい

ユ ニ シ リ ー ズ 壁 装 材 ユニテックス・ユニウオール・ユニロン

〈新 光 ク ロ ス 〉

• 
魁幽圃

新 光 ク ロ ス 株 式 会 社

〆5て.，.". -;世 品

J ‘  τ占ポ

/ グ

ｾ＠

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 御 池 通 り 3 - 18 T E L  06( 538) 732 1(it ) 〒 550

東 京I吉 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形 町 3 - 4  T Eし 03( 66 1) 027 1(代) 〒 103

広 島 庖 広 島 市 光 町 1 了 目 14 - 13  T E L  0822( 63)  3505 〒 730

5  
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Z22てりア李主義ピロヲ%111ド

P  A  T856649 

ω ズ市町コおむつc ( ) 白色- 0- -

え 出 品 足 当〉法当〉法当i法当〉社当; 心と士

/// /// III / / / 必

1. 露 出防水 の フ ク レ を 完 全 に 防止 します5

2.下地 挙 動を 緩 和 し、 優 れ た 耐 亀 裂 性 J を

発 揮 します 。

3.従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接着 力で 、胤に

よる 剥 離 を防止します 。

⑥Ef Z三三2zf 丘町J T2p 組 合

・大阪市東淀川区瑞光通り 4 丁目 30の 2 T E し大阪 ( 329 ) 7737(代表)

日 新 工 業 株 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21番28号 T E L 東京 (882)2424  (代表)

大阪支庖・ 大阪市東涯川区瑞光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740  

出張所・名古屋 (741 )4257- 8・広島 (21) 1010・1061. 福岡 (74) 3461- 3

. 札 幌 (51) 5659 ・6885・山形 (23) 0437- 9 工場. 東京 . 1奇玉・山形



日本建築協会法規委員会

ーナ

質疑などの投稿をお待ちしておリ ;ます.

72 

大 阪 市 の建 築 確認 申 請書 の 不適 合 通 知 処理 について

先般、 l荷下特定行政庁述絡協議会で、，悠築隊認

iドJl titl? の 不 適 合 処 理 に つ い て 、 統一 見解がまと

まリました。

これに| 則して、大阪市の取扱いをお安nらせしま

す。

大阪市の建築確認申請書受付高I] の下見恭住は、

その附近見取図から判断して、必要添付 ，'r-類( た

とえば、土地区間終理法第76粂の J午可申 ;li E!? が

添付されているか、病院であれば、府の医務球

の下見印があるかなど) の形式審 貨の み で 受 付

しております。

下見様脊を簡田島化したためか、数多い挫築 ｬ￭ｲｾ 認

rJ ｬ ， ￯ｬＧｩＱ Ｑ ｾＺ ー のなかには、 倣 ｦ 也の位置が、ｻ主肘地域で

あるにもかかわらず、商業地域として大規棋な

挫築物を設計されているために、日さ i加11浜、鐙

ベイ唱などが、 法 定の規準をオ ーバーするなど、

不 適 令 通 知 処 分 に 該 当 す る 建 築 館 総111 ｊｎＭＮＧｾＺ がえ

受けられます。また、これほどでもなく、前 i耐

道路の斜線制| 浪や、防火区耐など、 -811ーさ込み訂

正や、 l京閃訂正をしていただく，I}:lrib 多 〈、す

んなり餓認て・きる f斗数は、数えたわけでありま

せんが、 5 Ｇ， ｉｾｊ 以下でないかと思えます 。

これは、主ｊＡ築基準法が、ｾＡＡ解な法ｦｉｴのせいもあ

りますが、 ，lF類を審査する 1ft1J にと っては、予 11¥1

と時11日がかかり訂正事項の多い乃類は、 21 日11¥1

なりの法定期限をこえる場合があります。

また、不適合処分に該当する建築確認申請持は、

いままで、取下げ願いで処理してきましたが、

今後、建築機認審査事務の適正化と込速化を図

るため、不適合の理由が明白で、解釈または、

判断の余地がないものについてはどんどん、不

通令通知処理を行う方針ですので、よろしくご

協力を下さいますようお願いいたします。

( 大阪市建築局建築指導部審査課南方面係長松本 好 雄)

府下特定行政府庁連絡協議会の統一見解 ( S 48. 6 . ]  特定行政庁連絡会議)

建 築確 認 申請 書 の 不適 合 通知 処 理 に つ い て

大阪主ｬＡｾ ｉＺ Ｇｊｾ 務所同体協議会の自主運営による ⑤ 法30条の 2 (長屋又は共同住宅の各戸の界

法令建築 Ｇｊｾ 務所帯 Ａｊｊ ｊｴの発足にともない、今後の 吃)

建築縦認申 ｾｬＢ ，ＺＺＺの処理は従来の指導的な処理方 ⑥ 法35粂 ( 特殊建築物等の避難 l立ぴ消火に関

法から、立法主骨に立脚した審査処理体制を降 する技術的基単)

立して、法執行の‘ ｝ｾ務 の 筒紫化を図る目的 から、 イ) 令 128 粂 ( 激地内の道路)

次に掲げる建築J左準法の条文並びにこれに基づ ロ) 令 129 条 (大規模な木造等の建築物の敷地

〈命令及び条例に逓合しないものは不適合通知I 1勾に必ける道路)

処理と取扱うものとする 。 ハ) 令 118 粂( 答席からの出口の戸)

1  ) 法 6 条 (主l ! 築物の建築等に関する申が' l ) ニ) 令 119 条 (廊下の 1]1)

ィ、巾ぷi内答と JJ UJ . ¥が著 しく .ff 18 l しているも の ホ) 令 120 条 ( 直通階段の設置 )

口、市町i図i1?の不備 へ) 令 121 粂 ( ニ以上の直通| 格段を設ける場合)

2  ) 令 1 条 1m (敷地の定義) 敷地の可分 ト) 令 122 条 ( 避難階段の設誼)

3  ) 集団規定関係 チ) 令 123 条 ( 遊錐階段及び特別避熊階段の構

① 法43条 ( 倣I也と道路との関係 ) 造)

彼辺氏さ ( 条例による附1m) ') ) 令 124 条 (物品販売業を営む庖宮市における

② 法44粂 ( 道路内の建築制限) 避難階段の r]l )

rj1ol'f 部分の道路突出 ⑦ 法36条 ( この章の; 規定を実施し、文は有I i 足

③ 法47条 ( t:，f. 1回総 による 建築制限) するため必要な技術基単)

ぺl主闘の{立ili イ) 令 112 条 (1坊火区画)

④ 法48粂 ( 用途地域) ・.. ..1. 500m

2

・1.000m

2

・500m

2

区画、堅穴区

用途制| 浪 ( 旧49条、 50条) P町、共有l用途、災ぞn構造区 l国

⑤ 法49条 ( 特i J lJJ 刊i金地区) ③ 法40粂 ( 地方公共団体の条例による制限付

0 ・条例 による制限 加)

⑥ 法52粂 ( 延べ l倒的の般地而械に対する割合) イ) 府粂例第 5 粂 ( 角敷地における律築制限 )

容 fj'l 率 ( IR59条の 2 )  日間-t;IJ突出 ( 申諮部分)

⑦ 法53粂( i l l 築 1! I 1般の倣J也市村Iに対する; 則合) ロ) 府条例第 6 条 ( 長屋)

.... .ill ペイ 率 ( 旧55粂) ハ) 府条例第50粂- 53条第58条 ( 自動. ! j il]I 郎等

③ 法54条 ( 第 1 Nr.住Jii f '，17 - 用地域内における外 の制限付IJ日)

1: 主の後退距離 ) 5 ) 柵造基準

③ 法55条 ( 第 l f市住民 liF用地域内における処 法首120条 ( 榊造耐力 )

築物の日さの限度) イ) 令首136条 ( 構造設計のl初 II J )

⑬ 法56粂 (建築物の科書1¥分の高さ ) 精進計画不可、構造法準の不通、 一般

道路斜線 ( IR58条) 図と総造図寸法の相違

ー隣J也斜線 ロ) 令第42粂 ( 木造の土台 )

…北! 日IJ 斜線 ( 1日57条高さそ の限度)

⑪ 法61条 ( 防火地域内の建築物)

⑫ 法62条 ( 準防火地域内の建築物)

⑬ 法63粂 m火I也減、準防火地域内の屋総 )

4  ) 単体規定関係

① 法21条 ( 大規絞建築物の主要構造苦] ¥)

② 法22条 (屋-i H)

③ 法26条 ( 防火控 )

@  法27条( 耐火建築物又は簡易耐火建築物と

しなければならない特殊建築物)

・…・構造材不可 鉄骨造の被膜なし

- 木造の基礎

ハ) 令第43条 ( 木造の柱の小径)

6  ) 設備基準

① 令20条の 3 、令20条の 4 (集会場、火を 1!l!

期する室等に設けなければならない換気設

備等)

② 令 126 粂の 2 ( 排煙設備の設世)

③ 令 126 条の 4 Ｈ 非 Ｇｩ［ｾＧ 用の ｬ 照明装置 の設 笛 Ｉ

@  法 ＳＳ 粂 Ｈ 退 ￯Ｇ［ ｉ ｾ 設備 Ｉ

令 129 条の 15 ( i控l E針の締法 )

⑤ 法31粂 (便所)

l . l l築とトl 会/ 1973年 9 )] '.; 
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Somet hi ng differe吋

f romanγot her hotels 

is Zond8 

資料

請求券

白建築と社会 :

得) i 資料請求はハガキに諮求券を

宙 j 貼付して上記係へ

このヒラレは火災から

はじめてコンヒ与ータで、

人を守るホテノげ

“トラベル・ロッジ" この、成田新国際空港

に建設される、国際的なチェーン・ホテルに、

Z OND8 が設置されることになりました。

Z OND8 は、コンピュータによる“ 自動

避難誘導" システム/ コンヒミータの革命児

tいわれるトポロジー型フb セッサ仁よって

避難誘導など火災時の人命救助に画期的

な働きをします。

たtえばあなたカ〔このホテルにお客様と

してチェックインされる時は、きっt フロント

でひt こと、こういわれるでしょう… 。

『ここにはZ OND8 が設置されていまも

ですカ仏万一、火災が発生したtきには、

Z OND8 がすかさず的確にあなたを避難

誘導しまちと・・・・・・。

それは、“ 安{ 叩いう、何にもまして大切

な、そして、他のホテルでは提供できない、

価値あるサービスなのでも

トポロジー型コンビュータによる目

緊急避難誘導・総合防災システム目

ロ令官廿 1: j  

Z OND  8 は、あらゆる用途・スケールの

建物に設置すでることができます。

λ 三菱商事株式会社

汎用機器部開発チーム

防犯・防災システム開発担当(富田)

東京都千代田区丸の内2丁目6番3号( 〒110)
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『鉄 骨 構 造 の 設 計 実 例 と そ の 解 説』

拘附，

鉄 Ｇ Ｏｴｨ ｗｪ￻ Ｇ ｕＩ ［Ｇｾｊ ｜ｉ

著者 ｩｲｈ Ａｩｩ ｩｾ 夫

発 行 所 丸 事F株式会社
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第 一 線 の 鉄 骨 構 造 設 計 者 と し て 最 も 必 要 な こ と

は、現在自分がおこなっている作業のＺｦｪ ｾ 味をはっ

きりと把握して、設計技術上における自分の立場

を 確 立 し 、 こ れ に 基 づ い て 筋 の 巡 っ た 設 計 を し

て ゆ く こ と で あ る 。 こ の た め に は 設 計 計 算 の た

め に 仮 定 し た 条 件 が 、 笑1¥際 の も の と ど め 程 度 似

て い る か と い っ た こ と な ど を 、 十 分 に 理 解 し て

おかなければならない。

本 件 は こ れ ら の 点 に ill 点 を お い て 、 つ ぎ の 10実

例について、鉄骨桃造設計ーの解説を試みている。

① 平 屋 建 多 ス パ ン 工 場 ② ク レ ー ン の あ る 平 屋

建 3 速 練 の 工 場 ① 平 屋 建 大 ス パ ン 倉 庫 ④空

気調主主をする大スパン組立工場 ⑤ キ ー ル 締 造

の 体 育館 ⑤天 井 ク レ ー ン を も っ キ ー ル 構 造 の

工 場 ⑦ ト ラ ス 型 ク レ ー ン 走 行 ば り ③ フ ル ウ

ェ プ 大 ス パ ン ク レ ー ン 走 行 ば り ③ 2 階 建 事 務

所 建 築 ⑬高層ビノレ建築。

極圏圃層圏

結晶化ガラスの開発

日本電気 lii'j 子 株 式 会 社 は 、 建 築 材 料 と し て 画 期

的 な 結 晶 化 ガ ラ ス の IJ 日発に成功した。 同 社 1;1'昭

和 34年から結晶化ガラスについて研究を進め、

各種工業材料、食昔品、エレクトロニクス部品用

に 低 膨 張 性 の 結 j.Pr11ヒガラスを 1; 日発 、昭 和36年 か

ら工業化に成功し、i i 1 産化しているメーカーで

ある。

一 般に結晶化ガラスとは、 一 旦 通 常 の 方 法 に よ

り成型されたガラス休を熱処理Eすることにより、

ガラス中に 1μ 前 後の 結 晶 を 無 数 に ラ ン ダ ム に

析 出 さ れ た も の で あ る が、今回、開発に成功した

結 晶 化 ガ ラ ス は 、 結 品 が 大 き い こ と 、 結 品 の 成

長方向がコントローノレされているという点で、

従 来 よ り 知 ら れ て い る 結 晶 化 ガ ラ ス と は タ イ プ

読者の頁

口新 刊 紹 介

「設 計 者 の た め の 「 監 理 」 入 門』

lI議議

手干 者 蛭 川一 男

発 行 所 側日本ハウジノグセンター

往築知識事業部

サ イ ズ B 5 半1)

ページ数 2  5  5  P  

定 flHi ￥ 900

建 築 設 計 に l刻 す る 業 務 の ひ と つ に r監 理 』 が あ

り 、 ク リ エ イ テ ィ プ な 苦 労 こ そ 少 な い が 、 多till

多 様 な 環 境 と 条 件 の 中 て ¥ 課 題 を 適 確 に し か も

素 早 く 、 要 領 よ く 処 理 し て い く た め の 判 断 力 が

要 求 さ れ る 仕 事 で あ る 。 監 理 に 必 要 な 素 養 と し

ては、建築全般はもちろん、 1I付帯設備から関連技

術、一般教縫と浅くとも広し、知識が要求される。

舎では、経験の少ない設計者が監理の仔ーにあ

た る 場 合 を 念 頭 に 舎 か れ て あ り 、 い く つ か の 項

目を拾ってその婆領を述べている。

全体は序章と 3 f ; i からなっており、 ｲ ，子主主 ｲｾ

理 』 と は 」 で は 、 監 理 に 隙l す る 基 本 的 な 認 識 や

設 計 と 監 理 の 関 係 な ど 、 ご く 基 本 的 な こ と に つ

いて述べられている 。 次いで、 「第 1 章 治 工

に備えて J r ti'l 2 章 治 工 前 後 J r 第 3 章 竣

工 ま で 」 で は 、 そ れ ぞ れ l時間的経過を追って、

実際的なことがらの両耳石見がなされている。

が臭っている。

特 長 ・結 晶 の 大 き さ と 成 長 方 向 を コ ン ト ロ ー

J レされているため 、 表 面 が 非 常 に美し

〈 、 天 然 大 型 石 の よ う に ソ フ ト な 感 じ

がする

・耐水性、耐候性、耐薬品性にきわめて、

すぐれており 、大 理 石 の よ う に 風化し

ない.

. r. 町立、 rll1げ 強 度 は 天 然 石 の 2 - 3 11";' と

非常 に 大 き い の で 、 板 厚 を 薄 〈 軽 く で

きる 。

- 不 燃 性 で あ る た め 、 火 災 に よ り 有 毒 ガ

スを発生することがなし 、。

・干字通のガラスと問機に 向 げ1J 11工が簡 易。

・任 意 の 色 E測やパターンが可能。

・絵 ・文 字 ・家 紋 な ど も 焼 付 で き る 。

底 辺 に あ る 小 工 務 底 か ら

鈴木忠五郎

底 辺 に あ る 小 工 務底 と は

大工が総ＧＺｾするひとり税万 、 ひとり悼決の工務

Ｑ ， Ｑ ［ をさし、現場 ｾＪｩ 督も、設計者も、工 こ Ｉ ｱ 民連 Ｑ ＱＧ［

もおらないものである 。

この小さい工務腐は最近の主主ｕｩ ｩｬｬｾＱ の高騰、労

銀の向騰をまともに受け、生きていくことだけ、

彼 る こ と だ け に 生 命 を か け て 努 力 し て い る の で

ある 。

そ の た め に 懸 命 な 努 力 と あ ら ゆ る 技 能 、 知 恵 を

だしつくしているのである。

建 築 技 能 の あ り方

ｩｬｬｾｾ 椛簡の多能化そして省力化、さらに手配や

乎 待 ち 時HJ) の 省 力 化 に 新 機 軌 を だ し て い る か に

みえる 。

技能者の不足は手配に多くの労力がかかるし、

これがまた手待ち時間を多大化するので、結局、

労銀がよリ正月〈つくことになる 。

手 配 と 手 待 ち を 皆 無 に す る 策 と は

尖 際 に は f進出I大 工 に 手 元 、手 伝 人 夫 を つ け な け

れ ば 、 仕 事 に な ら な い と さ れ て い た が 、 珍L災に

は不可能になりつつある。

多 少 大 工 の 能 半 は 下 げ て も 、 労 務 1'( は 自 身 で や

った万が低廉になり 、 安 くつく 。 こ こ に 公 が つ

いたのであろう 。大 工 の 手 元 、 左 官 の 手 元 人 夫

の 使 用 は し な く な っ て し ま っ た 。 また、 JI止近の

住 宅 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 ( 主に占基礎 ) では

仮 枠 大 工 、 鉄 筋 工 、 コ ン ク リ ー ト エ と 区 別 し て

工 事 し な く な り 、 大 工 だ け で こ な し て し ま う こ

と が 将 通 に な り か け て き た 。 さらに主J J : 共工事も

ア ル ミ サ ッシ、アルミドアーを使用するので、

組 立 か ら ill 込 み ま で 大 工 自 身 が や ってしまうよ

うに立 ってきた 。 最 近 の ニ ュ ー ス に よ る と 、 水

道工事、台所官器具、 1史慌の取りつけ、さらにビニ

ー ｊ レの配信・工 ｬ ｊ ｾ まで大工がや っ ているとか ＮＮＮＮＮ 創

次第に今までの多 極化、 分自 Ｑ ＱＮ 化 された ｩｬｬｾ 技能

は 単 純 化 、 少 数 化 の 傾 向 に あ る 。

そ れ に 公 が つ か な い の は 設 計 家 で あ り 、 大 企 業

の地工者であり、教育者であり、必Ａｾ行政家で

あることも目 ｊ ｾ 突であろう 。

底 辺 に あ る 小 工 務l吉からの提言

ｩｬｬｾｾ では控築技能工の技能研究する機関や ｬ 必

設 が 、 全 国 に ー ヶ 所 も な い の で あ る 。 だから、

今 ま で 現 代 It. j きの現代に )1闘応したいわゆる主J J : 築

技 能 は 問 地 と さ れ た こ と が な か ったのである 。

だが、 小 工 務 胞 の 生 き 抜 〈 努 力 が 、 そ れ を な し

と げ ん と 鋒 カ し て い る こ と も 4 笑 で あ る 。

そ こ で 建 築 技 能 を 容 易 に 教 え る 純i a 5 t の創設を処

設 省 な い し 労 働 省 に お 願 い し た い 。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 が 、 一 戦 禍 で 鉄 筋 コ ン クリ

ート jit が で き る ぐ ら い 簡 易 化 で き る は ず で あ る 。

仮 作 大 工 も 税ι で は お か し く は な い だ ろ う か。

木造でなく鋼製枠、アノレミ似枠が使用される JJI.

布 で は 、 こ の 区 別 も 全 く の ナ ン セ ン ス で あ る 。

終 りに

サは口八丁手八丁といい、言 っ ただけ、 ｻ ｾｾ し、た

|以りは手でできなければならない、と; f ; L . は教' ( J

されてきた 。 '11，( 近、テレビの Jii 長卒中か LJ 先だけで、

手の! I1)1な い 人 が 次 第 に 多 く な り つ つ あ る の で は

な い か。 0 と × だ け で は 建 築 工 事 は で き な い a

ｘ でもそれを ｏ として成就させるのが、処ｾ技

能のJ ' ! : 飽i である 。 技能の知識でなく、彼自Eの知l

必. であることをつけ加えておく 。

( すずきちゅうごろう 鈴木忠五日11他築士，)吋か刑

生Ｎ￟ｾ居 と 社会ＯＱ ＹＷＳ 年 Ｙ J J  1; -



才色兼備

お台所は奥さまのお城一 一

「機能性』 と 『美しさ 』 を誇る

松山のキッチンインテリアが

楽しい空間をクリエイ卜します
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建 築 と 社

A

Q

一
品

ユ.

ニュース原稿をお送り〈ださい.

-

芦 屋 浜 高 層 住 宅 プロ ジ ェ ク ト 提 案 競 技

入 選 案 決 定

ス) をつくる。これは、 1，';'1主将の円滑なきど iJl[ の

上坊を f)'¥f J もするととらに、緊急、11寺の jlii 量lE ス ペ ー ス

として前 ｉｔｊ される 。雄物は ＱＴ Ｑ［ 告 Ｍ ＲＹ Ｑ［ 骨でふ ｾｽ ＶＰＰ

戸 か ら な る 6 つ の ブ ロ ッ ク に 分 け 、 紋i立や人と

<[ i をう〉断i した道路 y ステム主どを竹i っている。

- 第二位 G  R  0  U  P  - 031 住 棟 は 2 つめ 34

階往; f ，イントタワーとヒューマンスケー J レめ 15

| 情処{ 主将i ユ ニ ッ ト に よ り 桃 成 さ れ 、 セ ン タ ー コ

アプランと、 3 層 単 位 の 片 廊 下 メ ゾ ネ ッ ト タ イ

r T . 業化U，による芦h l . i兵....:j lMli:' 乞プロジェ 7 ト る 大 1.) 1 . l 也を，注" 止することにしているが、工 ιJ'; プを IIJ' 、 て い る 。 こ れ は 、 レ ン タ プ ル比 を 高 め

l)J 京 競 技j ( 時私、 戸 ｍｩｊｾ 山 Ｇｪ Ａｍ fj ・宅コンヘ ) ，Ｉｾ＠ v̂j'  T・は j' l¥なが完了する 49年 秋 以 降 に な る 弘 込 み。 るととらに、! よい JI<. i I U スペースを確保して、組

』地也委 iμ」会 ( ま委さ i μH民毛 大 Ｑ Ｎ沈 ←Ｑ草 ｩ柱土官悦＿＿， Ｇｵ 凶ｾ，Ｈ没 ｩ止 ｴ Ｇｴ行ル可 ￎＧ 引 ｬド ｨ イ務 ｪ主 ｦ 与ぷ次主大 ＺＧＱＺ Ｉ その 1:川lH川¥1 、 附 ｪ泣立，ゾ ＧｫλｾＡ 験殺、 ，ソ ＧＩｾλ よリ ｬ地 ｊ必血 ιｅｊＱ 役止丸引， Ｑリ ｼ、 ｼ問附見刈 ｬ 述機ｼ悦附弘則 ｬ との ， ￻ぷ訓 Ｓ那淵 ｨ司ｾ ，心正ρ“，.ο刈1百:j/M村11什印iι 宅七の jん，'-;-f -r:押川f刊lニ 安 全 性 の 向 上 を な 図 し た L  

ｻ立、このほど ｉ ， ［ ｊ コンペの ｬｬ Ｚｩ ｾＨｦ Ｚｗ ｦ 伐 をし、 ＲＵ 企た 慨 を 准 め る こ と に し て い る 。 の で あ る 。 また、 輸入 川 ｘＱＭ Ｎ ｩ ｦＨ にＩ ，ｾ づいた土地平 Ｑ Ｉ

泌介による ＲＵ 悦案内なかから、人冶 ｾ Ｓ 、取人 なお、人 Ｓ 忠実の企業 ｩ 主イ干名はつぎのとおリ 。 ＩＱＱ ， Ｑ Ｑ Ｍ ＢＢｩ Ｂ として、 身 ｉｪｾｾｾ ， ・ 乳ｊｬＩＺ， ｲ ｩ 向 転)11平1)川

選 後 4 、 縦 秀1)E楽 5 の 12尖 を 決 定 し た 。 このう A  S  T M.... 新 日 本 製 鉄 ・竹 '1' .1こイ'j5J，)f ・4会下1正 を巧ＡＦＮしたスロープ歩行 名将 ｭｾ 各 の設 泣や、 ｉｦｴ ｬ

ち入選: 袋のおイヂ立には、新 H 本 製 鉄 ・竹 '1' 工 務 て絵下! J ! t政 向 紗 熱'γ: 工! . t み 宅11¥) の fl'1 lil( ＨｉｾＩ 干 ｉｊｭ としての「ひろば ｊ の徒主終

的・松ド Ｑ 正 ＱＺ ・ 松下ｊＮＮｬｬ ｴｩｬｾ .  / . : ; 砂伶7・J: 業 の 5 H G R O U P - 031. . ...; ，'1水処，s[ .  ｦｊｾ 総忠尚‘ ｊ Ｇ［ な ど の ，1I ii !ii と、 周 辺 住 宅 地 区 を 々 厳 し て 一 文 字

か ら 主 る A S  T M.  ｾ￬ＧＺＧｬ 立が ｴｦｦ 水などＷｴ Ｑ によ 川崎 ｩｦｕｾ ＡＮｴ . 川 崎 製 鉄 ・第十占勧業 引 の 地 区 セ ン タ ー に よ る 自11 r! i 幅hの 設 定 が と り 人

る G R  0  U  P  - 031、 ま た お '.1止は人: H : グルー 銀 行 ，B  iL 製 作 所 J' ，Jo! i ｾ収集イト ｦ ， ｩＺ れ 句 れ て い る 。 ま た 、 工 法 的 に は H 恕鋼と大町!

プ がi揺ぱi L た '1:;処Eiit 企 業 I.fj ｐｃ 板の組み合わせによる ｋｓ ｊ ｜ ｾ ｈｐ ｃ 工法が

今 1"1の γ ' L-'r{ ip<，:':j }M住宅コンベ" は、 !こ! . t化U， } . : H: グループ・ 大 林 組 ー日1m行) j : ， f l I ' 戸製鋼 n l f J され、価格 的 に安定したものになっている。

による 良質 かつ適正な Ｑｉ ｉｉｩＱ￱ の ， ＺＧｾｬｍ ＱＺ ｩＺＧＱ 三のＱｊｦＮｊＩｾと、 ，;}[ ・5官人 町村不動iln 安 井 建 築 ・ 第 三 位 大 林 グ ル ー プ 川、と緑一一 新 し い

向精 ｦｩ￳ 屯 ＱＮＩｬｪ 也にふさわしい ｕＺｦｾＧｬｪｊｬ の司附 Ｇｩｩｩ を目 Ｈｉｾｊ ， ￟ｴ ， ￬ｬＭＧ ｊ ｾ 務所 生活空 ｉｉｈ を求めて仰を ｴ Ｉ，｜尖の ｊ ， ｾ 本万針とし、 ｦ 主ｊｩｩＧＮ

として、処 ＮＱ［ 上作 ・ 只 ｷ リ ｉｾ . 戸Mdj ' 11 本 Wi ::公 入 選 案 の 概 要 を 「 人 I/¥J Ii! Ii ! l : の上必j ，人 川 形 成 の場 」 と し て と

円1 ・兵J o! iV，¥Wi : : 供給公判 . I : J 本処築センターが、 . 第 一 位 A  S T M  " バ ラ ン ス の と れ た 地 域 らえ、 ｻｉ 司性 の発 Ｚｲ Ｇ ｬｦ の坊としてのＧ ｻ凶ｾＯｬ ｜ｬ ｪ を 従

II({ 利 47
1
1' ，2 } ) よリ 48>' ド1 H に か け て 夫 施 し て い 社会の形成とi J H放 さ れ た コ ミ ュ ニ テ ィ の 達 成 、 先 さ せ 、 そ こ か ら 発 展 し て 、 { O H  S } 大 林 ハウ

たむので、従来に| 者そしては、f i " - t および生活 IVoI およひ" ' ，:ν 凶住宅 に お け る 安 全 性 の 総 保 " に 車 点 ジ ン グ シ ス テ ム の sfLl として 、 新 た に { O G  P  

j!.li ll t ' i 地ぷの機能、脱政、 filli 料、 ' I'. ，>(i }j 式、I ! I_Z 'I・己、 を お い た プ ラ ン で 、 特 徴 は 4 ド智雄アパートを大 S } 大 林 グリ γ ド プ ラ ン ニ ン グ シ ス テ ム と 11乎ぱ

耕作 Ｇ￮ｾＺｦＧｈ まで競技 ｬ 人 ｬ 作にふくまれ、 Ｑ［ ｛［［Ｑとの作的 きな欽; 品目的はリの」 に載せ、 ，h' lみ あ げ て 日 11'1fヒ れる山j}号 越日} r ， 1正宅シ ステムを 1/ 日発 している。

コ ン ベ に は み ら れ な い μ; 純 IHI 、かつ、) . . : ｊ 必 ｉ［ｾｾ な する y ステムを採用、 卜'，Wi :'i ll と下府日11の 榊 造 物 この { O G P S } の 特 徴 と し て は 、多僚主 13: 戸

L の で あ っ た I'.f1主 将 II!I Iでは、人選' たにしたが の 均 ・ 化 を は か る と と も に 、 鉄 は り の 部 分 を 平1) 形式のコンビネーンョンや、共有空/ l ¥J の配也と

い 、 只1・li リ，U' i } -'r{ dji'l'j'll 立 地 の 約20 Ji 'ド}i 〆ート ｉｉｊ して、 Ｗ 防以上はｪｊ ｱｬ［ 符ごとに 一 階分のｾＱｉ ｜Ｑ を ! f i } } 線などがあげられる 。 こ の ほ か 、 設 備 凶 や 技

ルに公，Ｚ［ｾＮ Ｎ 公判 ・ 公 ｉ ， Ｉｪ ・ ｬＨｉＺ｜ｊ のま ｾｽＳ ＴＰＰ Ｑ ;に の ぼ 』泣けて紙の Ｂｾｱｬ 公 ＱＮ 司 Ｈ セミバブリ ｹ ク ス ペ - fi材I([i に ら 新 し い 試 み が な さ れ て い る 。

[ 写真上] 入選案第一位 ' A  5  T  M J  住居棟
[ 写真上] 入選案第二位 rGROUP 031

J  住居棟 [ 写真上] 入選案第三位
r
大林グル ープJ 民間住居棟

[ 写真下 ] 同 提案プラン全景 [ 写真下 ] 同 提 案 プラン全景 [ 写真下 ] 同提案プラン全景

11 
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ドする画期的新製品グ

開閉繊

ター界をリー

停電時用手勘チ ェン

ツ

使用モーター:

三相200V 50/60%  400W 

2  

γ

 

エ
チ用時

。

電

山

川

白

川

出

l

e
-

佐

F
操

三点押釦スイ y チ

一」

日本のシャ

勺

d

q

t

4

|

|

高

さ

(

H

)

S

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-
工

4  5  

幅 (W) 一一+

開閉機使用範囲 (スラ ットS C J 6 )  

3  

電 動 開 問 機
L 型

実 用 新 案 巻 取 り 輸 と の 連 結 機情

お よ びL 型 機 情

チ 工 ン 収 納 箱

リミ ν トスイ y チ

ガ パ ナ - j 盤情

手 動 機 憎

・特長・

4寺Eキ出 願 中

1 . 開問機を設ける場所の心配がいりません。

2 . 凸部のない真直なシャ ッターケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミット・スイッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしま した 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です 。

L 型 電 動 l湖 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 障 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す 。

こ の 開 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、実 用 新 案 2 件を出願中) 、減速機、モータ一、

ブレーキ機構、停電時用手動装置はもとより、リミットスイッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円筒内にコンパク トに

車内めであります。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター開問機の決定版といえるでしょう 。

州

島

九

児

北

鹿

松

島

分

崎

高

広

大

宮

ッター製作所日本シャ

mJ I i ( 代) 中原 ( 41 )6325

7世話( 代 )( 301 ) 3 6 5 6

ma古( 代 ) ( 65 ) 6 1 3 1  

。 株 式 会 社

川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁 目 1 1  5  9 番 地

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁 目 3 8 番 地

福岡県粕屋郡粕屋町{ 中原釜屋 2 7  2  7 番 地

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地

東 京 工 渇

大 阪 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 場

12 



.恥

と 社

A

Q

一

A
建 築

ユ

ニュース原稿をお送り〈ださい.

-

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 計 画

港 区 ・大 正 区 に 匹 敵 す る 広 さ ( 920 ha) を持つ

大 阪 南 港 の 土 地 利 用 計 画 は 、 昭 和42年 、 総 合

計 画 審 議 会 の 談 決 を へ て 決 定 し 、 単 な る 港 づ

く り の み に と ど ま ら ず に 、 総 合 流 通 拠 点 や 縁

12かな関与Eの 住 宅 地 を 組 合 せ た 新 し い 街 づ く

りを進めてきた 。

貌 ;(1: 、港湾 ・流 通 総 設 が/n./:i と盤イiHJ されてい

る な か で 、 本 絡 的 に 住 宅 地 の 具 体 化 を は か る

た め 、 大 阪 市 大 の 三 輪 教 授 を 座 長 と す る 大 阪

- 人 口

約40，000人

約 800人/ ha( ネ ッ ト)

- 土地利用

用 I也 81J 而 繍 (ha) 千分E匹( %0) [甜 :;; 

住 宅 用 地 41 363 

中心地区七"/ 7- 用地 9  80 

教 行 地 設 T n J也 15  133 

小学校 4 、中井校 2

高等学校 l

業 務 用 地 13  115 

レタリエー y ヨノ用地 s  71 

公 l覇 。緑 地 JlI 地 17 150 

大公閥、野f . ，公開

は含ま ず

道 路 用 地 10 88 

rit J l 3  1000 

南 港 ポ ー ト タ ウ ン 計 画 チ ー ム が 設 置 さ れ 、 昨

年 度 か ら 椛 恕 を 練 って き た が 、 こ の ほ ど 住 宅

地計画について成案をみるにいた った。これを

L 一一一一一一一一ー

もとに決定した基本事項は別表の とおりである e ・住宅

なお 、11占|々 の 事 項 に つ い て は 、 今 後 、 そ の 具

体 化 を 検 討 す る こ と に な って い る が 、 住 宅 に

つ い て は 昭 和49年度末i 工 を 臼 燃 に 基 盤 強 制i を

進 め て い く こ と に な った。

- 南港全体土地利用計画図

⑤ 

公的1 t 貸住宅( 住宅公団、 市営住宅など ) 約 5，400戸

港湾. 立地企業住宅 約 1，300戸

一般分岐住宅( 市供給公社、勤労 {'i 向マ ンン ヨンなど) 約 3，300戸

計 約10，000戸

官南港連絡橋の予想図

和大阪南港ポートタウ ンの予想図

C二コ品開

- 噛 刷

E 二コ，. ，. 閣通則忠

臣量密 Cl! rf; tt "'t Il JU鳩

ヒヨ富山

窓嵩主題 . 幡 蘭‘ m.. 

園田昌 、 ＮＮＮｾ ｴＧ Ｍ
レタリｾ ＭＡ［Ａｉシ 周旭

_ ft.tJ . 1' J 生‘ 怠m.・
E ニニヨ 会舗 怯泊

C二コ 刊酬旭

- '- 1令制区黛

亡

陶港全体主忽利周併韻図

中高層 建 築 紛争 で 伊 丹 市 が

指 導 要 綱

マ ン シ ョ ン な ど 中 高 層 処 築 物 を め ぐる住民と

建 築主 と の 紛 争 に 対 処 す る た め 、 伊 丹 市 は こ

の ほ ど 、中 高 層 処 築 物 指 導 要 綱 を ま と め た 。

こ れ に よ る と 、 建 築 物 に よ って 侵 害 さ れ る 場

合 の 日 照 基 準 を 設 定 し で あ り 、 既 存 家 屋 も 新

しい建築物と| 可等の権利 し か な い 、 と の 判 断

に立ち 、住 民lt1l 1の受忍すべき基準を設けて、

既得権や先住総 を主 必する住民 Ｑｈｉｊ の嬰求に ＨｾＧｩ

止 め を か け て お り 、 注 目 さ れ て い る 。

住 民 側 の 叩 受 忍 法 i¥"-" と い う の は 、 家 屋 の 南

側 に 新 し い 建 物 が で き 、 そ れ に よ って日! ! ( l . が

叫 害 さ れ る こ と に な って も 、 以 前 か ら あ 各 家

屋 が 南 側 の 倣 地 境 界 線 か ら 北1RIJ へ 7 メートル

以 内 に あ る 場 合 は 、 そ の 家 屋 の 住 民 が 日 !!¥Uこ

の問題を型住! に皐fi しい処築物に反対しても 、

市は公告Ｚ紛争処 ｊｊｊｬ 委 ｈ 会の可制ｾ［ｾの対象にしな

い、というもの。一方 、建 築 主 に 謀 せ ら れ た 日

ｈ 引米 Ｑｾｾ Ｑｉ寺問は、冬至の日の午後 ＹＱＱ 寺から午後

311寺までの 6 時 間 の うち、 9. 5 メ ー ト ル 離 れ

たｼ採 の 家に日， ｪｦ ｾ を泌してはいけない時 ＱＱＱＱ が第

一 杓 住 専 で は 、 地 上 1 .5 メ ー ト ル 地 点 で 411;'f

問 、 第三種 住 専 は |百] 3  11寺山、住居地域は同 2

H寺HII とし 、 商 - 工 業 地 域 で は 地上 4. 5 メート

ル地 点 で 211寺川 ;まで認めている 。

古 民 家 保 存 協 力 で三 団 体 が

話合い

d い 民 家 を 破 壊 か ら 守 り 、 協 力 し て 町 並 み 保

存 述 動 を 進 め る た め 、 家 良 県 組 原 市 今 井 町 の

「今 井 町 を 保 存 す る 会」 や 「妥 能 宿 を 愛 す る

会 」や 「有 松 ま ち づ くりの会」など三 団 体 は

相 互 交 流 を 推 進 し て きた が 、 今 秋 11 月に三 者

の 代 表 が 今 井町 に集まり、 ｾ Ｍｴ￯ 民家保存姉妹

都市岡山 」 梢 ｾｴ など兵休的な話会いを持つこ

と が 、 こ の ほ ど 決 定 し た 。 こ の 古 民 家 保 存 姉

妹 都 市 同 盟 締 惣 で は 、 将 来 、 全 国 各 地 の 町 並

み 保 存 運 動 を 進 め て い る 団 体 に も 、 参 加 を 呼

び か け る 方 針 で あ る 。

「堺の明治大正建築を守る会」

が 堺 市 に 要 望

Ｎｉｗｲｬ Ｇｪの明治以降の ｩ 羊 Ｉｩｩ￭ｾ 建築を保存するか、専

門家 に よ る 剖 査 を 訴 え て い る 「堺 の 明 治 大 正

WI の 建 築 を 守 る 会 J ( 代 表 幹 事 柴 田 正 巳 氏 )

は 、 こ の ほ ど 堺 市 に 対 し 、 す で に 取 り こ わ し

が 決 定 し て い る 旧 浜寺 町 役 場 を 写 兵 記 録 と 以

型で保存するように、また、旧堺紡絞会社 ( 現ートー千

稲 工 業 株 式 会 社 堺 工 場 ) を 郷 土 資 料 館 . tJ l 物

館 と し て 保 存 す る こ と を 要 望 し た 。

13 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量

上lニm: O. 5

断 熱

而七k

法 定 l耐 火材o Pl.

I!J 

⑨ P O R Eぎ〉

巽 製 粉

設計桝谷建築設計事務所

施エ 中和開発株式会社

使用 部位 タテカベ、ユカ、7 ジキリ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 JUJ生¥H ui を要 す る す べ て の 処 物

2  空 調 を致ーする工場 . [ i 周工 事 務 所 住 毛 等

3  鉄十 ｊ ｾ 大伝 川 の 工場 ・ 体育強 行 呼

4  '11壬i72化 を 要ーす る 日 用 挫 築 物 ・軟 引 地 燃 の 建 物

5  鉄 什 耐 火 柿 iiE の 組 物

長ポレ11/ ' 7ス 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 田J 2  - 6  (平 沼 ピル )

結 束 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 (' 第 三 富 士 ピ ル )

電 信 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピル )

路 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



ロ 写真 と概要をどしどしお送りください.

凡例 a 所干「地 b  倣J也而附 c  建築耐Hi !

J内

901. 片 桐 農 協 総 合 施 設 I 902 .  プ ラ ザ パ リ ス I 903 古 河 大 阪 ビ ル 西 館

設計 . 一級建築士事務所

側農 協 建 築 設 計 セ ンタ ー

施 工 . 大 日本土木緯式会社大阪支底

a  奈良県大和郡山市池/ 内町56

C .  528. 199m'  

d.  I ，025. 149m'  

R  C i1i. 2 階主主

昭和47年 3 月~昭和47年 9 月

設 ｾｦ Ｎ : 悌 竹 中 工 務 庖

地工. 側 竹 中 工 務 庖

a.  j"(;1師i I i 船場繊維卸繭団地 2 5  

b .  2.304. 00m'  

c.  1，871. 77m'  

d.  7，049. 70m'  

R C& S R C、 9 F 、 P I F

l昭和J47年 6 月ー昭和48年 5 月

設計 。 清 水 建 設 側 大 阪 支 唐

地工 清水建設 ・大林組共同企業体

大阪市北区ｾＺ， } ゐ浜 j凶 2 - 6  

2，I 69m'  

1，534m'  

12，222m'  

S R C、 7 F 、地下 2階

1Ii'l有147i J工1 月- 1I (lf 1l 48i f. 3 月

904.  大 阪 証 券 防 災 書 庫 I 905 .  住 友 銀 行 日 本 一 支 庖 I 906 .  淡 路 信 用 金 庫 本 庖

設計 側 大 林 組

施工 側 大 林 組

a  . 大阪府吹 国 市 千 里 山 月 が 丘

b .  25，330m'  

C .  731m'  

d.  2，708m'  

e .  R  C 造、 4 F 、P 1  

f . 昭和47年 2 月- 1昭和47年 9 月

設計 働 日 建 設 計

総工. 鹿 島 建 設 側 大 阪 支 庖

a  . 大阪市南区日本僑 1 丁目 2 1  

b.  961. 5m'  

c .  842. 03m'  

d .  8，215. 5m'  

e.  S  R  C 、B 2 F 、 8 F 、 P 2  

f  .  IItl -l IJ 46年 12月~昭和48年 4 月

設計 清 水 逮 設 側

施工 。 清 水 建 設 側

a  兵庫県洲本市宇山町3丁目 29の3

b  .  3，330m'  

l ，328m'  

6. 004m'  

e.  S  R  C 、 B 1 、 8 F 、P H 3

f. 昭和47年 4 月~昭和48年 5 月

h
z

・
・
岡

、
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.. -z
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4

F
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p
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m

幅

四
司

907 .  奈 良 県 信 用 組 合 橿 原 支 庖 I 908 .  鐘 紡 健 康 管 理 セ ン タ ー I 909 .  

設計 。K K 中 原 茂 建 築 事 務 所

総工 : 酉松建設 K K大阪建築支庖

a  予告良以lt:; 原市四条町字 6 の坪

b.  I ，017m'  

c .  383m'  

d .  l ，104m'  

e.  R  C 造、 3 F

f. 昭和47年 9 月ー昭和48年 3 月

設計 ' 悌 竹 中 工 務 庖

施工 鮒 竹 中 工 務 庖

a  大阪市初島区友淵町 1丁目 3

b .  4，297. 54m'  

c.  586. 11m'  

d .  2，325. 62m'  

e .  R  C 、 3 F  

f . 昭和47年 5 月~昭和48年 1 月

出光興産側 兵庫製油所白 鷺寮談話室

設計 鹿 島 建 設 側 大 阪 設 計 部

施工 鹿 島 建 設 側

a  姫路市飾 lh 区 長 舵 日 田 町 I

C  .  256. 0m'  

d.  229. 22m'  

e.  S  i丘、平屋

f  昭和47年 6 月ー昭和47年 10月





口写真と 慨裂をどしどしお送リ 〈ださい.

凡!日IJ :  a  所: ( EJ也 b  敷地而 ｩ ｨ ｾ ｃ Ｎ 辿 ｾｉ 而 ｉｉ ｾ d  延[ 国税 e. 構造規 鋭 f  工 期

910.・ 兵 庫 医 大 女 子 職 員 寮 I 911 .  大 池 サ ン ホ ー ム I 912.  

913.  

916 ， 

設 計 百 林 建 築 設 計 事 務 所

/jfuT. : 大日本土木株式会社大阪支庖

a  凶 日 市 武 1，11 川 町 45 - 1  

b.  829.77m

2  

c.  437.83m

2  

d.  2，628. 88m'  

e.  R  C i1， J也1: 7  F .  P  H  2  F  

r .  日目制14711二8 }J -11日制148
1
1' 3 月

設計 ・大 谷 建 築 設 計 事 務 所

¥'iii f]J ¥: 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

bI!i工。 側 宮 田 組

a  神戸市兵庫区山田町土谷上ヤノゲン 3番地

c .  827m'  

d .  1， 739m'  

e.  R C遣， 2階. U事B 1陪. P  H  1  

r .  日目制47年 II 月- p目初48年 5 月

興 和 東 山 マ ン シ ョ ン I 914.  兼松江商芦屋朝日ヶ丘レ ックスマッション I  915.  

設 計ー大 日本 土 木綿 大 阪 支 底

一 級 建 築 士 事 務 所

施丁 . .大日本土木線式会社大阪支庖

a. 京都市東山区太仏市門通太初大路

b .  341. 84m'  

231. 28m'  

1. 446.30m'  

e.  R  C  6 防 P H 1 階

r  .  1If{.f[l 47
i f- 9  fI - 1昭和48

1
ド5 11

シ ョ ウ キ ン 第 15 ビル I 917 光

設計 . 制 大 林 組

施T. : 側 大 林 寺且

a  間山市中山下 2 丁目 2 需 1 号

b.  381m'  

c  .  364m
2  

d .  3.439.32m
2  

ｓ ｊｾ ｓｒｃ 造 ， ｂ ｬ Ｎ Ｙｆ Ｎ ｐＴ

11日制147': 1' 41"1-11円相48$1' 4 月

設計 ・世帯 新 井 組

施工 回世帯 新 井 組

a  . 芦 屋 市 朝 日 ケ 丘 町

b.  3，674m'  

C .  2，127. 86m'  

d.  13，732. 8I m
2  

e .  R  C 造 7 F

f  昭初47年 8 月~日目初48年 6 月

貿 易 ビ J レ I 918.  

設 計 側 神 崎 組 設 計 部

地下:時期 神 崎 組

a 姫 E替 市 本 町

b .  174 .28m
2  

C .  165. 60m'  

d.  1，676. 72m
2  

e .  'J; 1'fj 1i .  10F ， P  2  F  

f . 1I円相47': 1' .IOJi -11円相4811' 5  n  

大阪 フェリー埠頭 旅客ターミナルビル

設 計: 附田中・小西建築事務所

地主 株式 会社 鴻 池 組

a  大阪市住吉区南港カーフ d ー埠頭

b 約10 . 000m
2

門

日

c  .  1  ，282.  322m
2  

d  .  1，694.  694m'  

盲

7 て

S  (1 )  3/0  

i昭和47
1
1' ]) n  - l I ll .f日 4811' 5 月

プ ラ ザ

設 計 側 竹 中 工 務 庖

!必r 側 竹 中 工 務 后

a  門 真市新締1 1 fT 4  3 3 - 1  

b  .  9， 652.  35m'  

C .  6，276.59m'  

d  .  41 ， 660.  70m'  

e.  R  C  &  S  R  C， B  1  F' ， 12 F'， P  2  

r  .  s百初46
1
1' 12月ー昭和48年 5 月

。コ 丸 ビ j レ

設 計 鹿島建設側 建 築 設 計本 部

l泡T ' 鹿島建設雄前， 三 井 建 設側

a  . 和 歌 山 市 JC 寺 田T 1 丁 目

及び中ノ Ｑ［Ｑｾ 中ノ ｔ

b.  2，194. 230m'  

c  .  1  ，963.  256m
2  

d  .  20，097. 877m'  

e .  RC. Bl ，S RC. I- 6F' ，S. 1- 9F' 

r. 1I円相47年 2 !J - II{{ 利14811' 3  }] 
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..__， I! I ;，，; ｉｾ＠ : . ード

マスチッヲヲJ : I - . J : J ヲ“

耐 久 性 のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性 : 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すベり抵J 克'性: すベり十正f克性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂がで きても使用している問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場 、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

、_，

フリントコー トについ ての お問合せは下記へ

。
ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦ｸ 版発売所
コ， K J  ;;"，; I - : 1  ｾ＠ I - 施工販売部

大 阪 喧 " ，532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 T 自 7 6  f t ( 06)  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東京都中央区宝田T2丁目 4番 地( 第2ぬ η 彦 ピJ レ3階 ) f t ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮46 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピ ル4 階 ) f t ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ ル 3 階 ) f t ( 日822) 2 1- 1  224  

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ J レ3 階 ) f t ( 092)  77 ー 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



建

築

の

眼

片 倉 健 雄

大阪大学助教授工学部1重鎮工牢教室

桐 座 正 信

大 阪 府 企 業 馬 宅 地 開 発 部 畳

太 田 隆 信

事E 書 建 集 研 究 所

浅 田 孝 夫

大 林 組 澄Z基本部工務部妓術謀長

7 月号 よ り12月号までよ肥 4 民で担当

口 運 動 場 を ど う す る ?

市 街 地 の 学 校 の 配 置 計 画 に 、 妙 な 変 化 の き さe し が あ ら わ れ は じ め た よ う で あ る 。敷 地 の 周 辺 に 校 舎 を 沿 わ せ て 、

よ り 大 き い 運 動 場 を 確 保 し よ う と す る 、 い わ ゆ る 囲 み 配 置 の 非 合 理 性 が 指 摘 さ れ た の は 、 も う 20年 以 上 も 前

の こ と で あ る 。 そ れ は 何 も 特 別 な 主 娠 で は な く 、 建 築一 般 の配 置 計 画 の 原 理 に て ら し て 、 特 定 機 能 に こ だ わ

っ た 在 来 の 計 画 に 再 考 を う な が し た も の であ っ た。

し か し 現 実 に は 、 狭 小 な 校 地 で 部 分 的 なWi 改 築 を く り 返 し な が ら 、 「運 動 場 の 確 保」 が 強 〈 意 識 さ れ て い る 。

一 方 、 マ ン y ヨ ン ブ ー ム と と も に 急 速 に 表 而 化 し た 日 照 問 題 は 、 同 時 に 学 校 建 築 を も 、 と が め る こ と に な っ た。

す な わ ち 公 共 性 の 高 い も の で あ っ て も 、 周 辺 地 へ お よ ぽ す 環 境 上 の 影 響 は 抑 止 せ よ と い う 要 求 で あ り 、 そ の

端 的 な 回 答 は 校 舎 の 配 置 を 敷 地 の 南 へ 寄 せ 、 し か も 敷 地 境 界 か ら の 距 離 を 必 要 と す る こ と に な る 。 い わ ば 配

置 計 画 方 針 の 転 向 で あ る が 、 も し 、 こ の よ う な 単 純 な 問 地 ー 解 決 へ 進 む な ら ば 、 新 た な 混 乱 を 招 く こ と は 明 ら

か で は な い だ ろ う か。

今 求 め ら れ て い る の は 、 者I1市 施 設 と し て の 小 ・中 学 校 を 公 図 や 他 の 地 域 施 設 と い か に 有 機 的 に 結 合 さ せ る か

で あ り 、 同 時 に 教 育 ↑ 則 が 堅 い 枠 を ゆ る め て 学 習 指 導 の 見 直 し の 中 て ¥ 運 動 場 を 中 心 に し た 配 置 計 画 を 再 評 価

す る こ と で あ ろ う 。 ( K a)  

口 住 宅 生 産

住 宅 生 産 の 工 業 化 は 、 今 後 、 量 的 に も 質 的 に も 一 層 発 展 す る で あ ろ う こ と は 誰 し も 異 存 は な い。 し か も 、 量

産 化 、 工 業 化 に よ る 建 築 、 あ る い は 部 品 の 型 式 が 均一 化 、 画一 化 で き な い こ と は 建 築 主 の 立 場 か ら み れ ば 当

然 で あ る 。

現 在 、 多 く の プ レ ハ ブ 住 宅 で 見 受 け る 型 式 の 多 様 化 と は 、 間 取 り 、 室 数 、 仕 上 材 料 な ど が 中 心 で あ っ て 、 注

文 生 産 の 場 合 に は メ ー カ ー も そ の 要 望 に 応 じ る こ と が で き る が 、 量 産 化 が 意 図 さ れ る べ き 賃 貸 、 あ る い は 建

売 り 住 宅 な ど で は そ の 配 慮 が 少 な い の で は な か ろ う か。

一 例 を あ げ る と 、 ユ ニ ッ ト式のパス、 ト イ レ の 設 計 ー で は 入 居 者 の 年 令 、 家 族 椛 成 か ら 考 え て 2 D K と 4 L D

K で は 規 桜 、 配 置 が 変 化 し な け れ ば な ら な い は ず の も の が 全 〈 一 律 で あ る こ と が あ る 。ま た 、 あ ま り に も 機 能

的 に コ ン パ ク ト に 設 計 さ れ る と 、 マ イ ホ ー ム 勝 賞 層 は 息 が つ ま り そ う で 住 み づ ら い と い う 。

技 術 の 進 歩 へ の 努 力 が 、 一 般 大 衆 に は 住 宅 に 対 す る 欲 求 不 満 を 解 消 し き れ な い 方 向 に 走 ら な い よ う 、 お 互 い に

注 意 す る 必 要 が あ る 。 ( K u)

口 言 葉の 意 味

「暑いから冷房をつけよう J r 冷 房 を つ け る と 涼 し く な る J r 冷 房 が あ る か ら 涼 し い の だJ r 冷 房 が な け れ ば暑 く

て ど う し よ う も な い J r も と も と 冷 房 を 前 提 と し て い る の だ か ら 冷 房 が止 ま れ ば 暑 い の は 当 然 だ よ 」 ー この

あたり近代的なオフィスビノレ、または、策慈なマンションの Ｍ ｾを思いうかべていただきたいのだが ー ・ 。

建 築 の ボ キ ャ ブ ラ リ ー と い う も の は 、 う っ か り し て い る と 、 こ と ほ ど き よ う に 建 築 の 質 を 変 え て し ま う も の

らしい。 私 達 は ご く 無 邪 気 に 、 そ れ が 技 術 の 進 歩 と 思 っ て い る の だ が 、 本 来 冷 房 な ん て の は 、 { 史 利 な う ち わ

筏 j支ーのものなのではなかろうか。 そ し て 冷 房 が 止 ま れ ば 暑 く て ど う に も な ら な い 建 物 な ん て の は 、 や は り お

か し い の か も し れ な い。 日 常 な に げ な く 使 っ て い る 言 葉 、 そ の 意 味 に 、 私 達 は あ ま り に も な れ す 軍 て し ま っ

て い る 、 と い う と こ ろ が あ り は し な い だ ろ う か。 建 築 の ボ キ ャ ブ ラ リ ー は 急 速 に ふ え つ つ あ る 。 新 し い 言 業 が

つ ぎ つ ぎ に 、 で き て き つ つ あ る 。私 達 は あ ま り に も そ う い っ た 言 築 に 、 順 応 し す ぎ る の で は な か ろ う か。 むし

ろ、近代 建 築 の 基 本 的 な ポ キ ャ ブ ラ リ ー と い わ れ て い る も の に つ い て 、 今一 度 ゆ っ く り と 、 そ の 内 容 を 確 か め

て み る 必 要 が あ る の で は な か ろ う か。 ( 0 )  

口 構 造 計 算 と 施工 誤 差

最 近 、 大 ス パ ン の 床 に ク ラ ック や 大 き な 後 ( た わ ) み の 起 こ る ト ラ ブ l レが多い。 原 因 と し て は 、 コ ン ク リ ー ト

の ポ ン プ 打 ち に 伴 っ て ス ラ ン プ が 大 き く な り が ち な こ と 、 ホ ー ス の 振 り ま わ し の た め 鉄 筋 が 乱 れ や す い こ と 、

型 枠 材 の 転 用 上 か ら ポ ス ト の 解 体 時 期 が 早 く な り が ち な こ と な ど 施 工 管 理 上 の も の の ほ か 、 直 抑 え 仕 上 で 与 は

床 の 自 主童 に よ る 携 み が そ の ま ま 現 わ れ る こ と な ど が 考 え ら れ る 。

一 方 、 設 計 上 の 要 因 と し て は 、 経 済 性 の 追 求 か ら 床 の 厚 さ が 簿 〈 、 鉄 筋 量 が 少 な く な り が ち で あ る が 、 こ れ

の 歯 止 め と し て 学 会 R C計算規準で、最ソトス ラ プ 厚 さ 、 鉄 筋 の 最 大 間 隔 、 最 小 鉄 筋 比 な ど が 規 定 さ れ て い る

わ け で あ る 。

床 は 、 柱 や 梁 に く ら べ て 厚 き が 簿 〈 、 し た が っ て 、 施 工 誤 差 の 影 響 も 現 わ れ や す い。 床 の 型 枠 や コ ン ク リ ー ト

先 端 の 水 平 誤 差 、 上 端 鉄 筋 の 位 置 や 自 己 筋 誤 差 な ど が 確 率 的 に 重 な れ ば 、 現 設 計 規 準 で ど の 程 度 の 施 工 誤 差 が

許 容 さ れ て い る の か は 不 明 で あ る が 、 相 当 丞 大 な 影 響 を お よ ぼ す も の と 考 え ら れ る 。極力、施工誤差を少なく

す る 工 夫 や ポ ン プ 打 ち に 伴 な う 問 題 点 な ど を 解 決 す る 工 法 の 開 発 が 必 要 な こ と は も ち ろ ん で あ る が 、 ス ラ ブ

厚 さ や 有 効 丈 の 決 定 に 1: ;祭 し て は 施 工 誤 差 を 考 f昔、した計算方式の確立が望まれる 。 ( A )

:tllelS と社 会 11973年 9 月号
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場/ 士 臨 府 慣 埠 市 東 男'1 府 I - 3  - 6 官 ( 06) 381 - 引 31 - 5  

東 京 宮 聾 所 / 東 京 都 千 代 田 区 園 町 3 - 6  (閥 井 商 2 ピ ル } 宮 ( 03) 265- 8888- 9  

名 古 屋 営 蝿 所/ 名 古 島 市 中 区 単 3 - 2 3 - 1 4 ( 山 市 ピ ル ) 宮 ( 052) 262- 6774 - 5  

大 臣 官 聾 所 / 大 眠 市 東 区 唐 物 町 4 丁 目 55(本 町 永 和 ビ ル 〉 宮 ( 06) 251 - 6781 代 現

掴 岡 官 軍 所/ 掴 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3 ー I 4  ( 菅 原 ピ ル } 宮 ( 092) 43- 6  9  4  0  

広 島 宮 揮 所 / 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル } 官 ( 0822) 引 - 6 2  0 0  

仙 台 出 担 所/ 仙 台 市 よ 特 2 - 4 - 4 6 ( 轟 林 全 曲 ピ ル ) 宮 ( 0222) 22 - I  2  5  9  
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高石市民会館

，"，o h n s .  Ma n v i l l e  

ｾコチ ｢ ・ Ｓ ョコ・コｬＺ ｊｌｉ ト
ベ ン チ レ ー シ ョ ン ・ フ ェ ル ト は 防 水 層 の 下 地 に 残 留 し た 湿 気 を 、 防 水 施 工 中 或 い は 施 工 後 に 防 水 層 の 外

部 に 排 出 で き る よ う 、 裏面 に 独 得 の ワ ッ フ ル 状 の 通 気 溝 を 設 け た 特 許 ・ 防 水 用 ベ ー ス フ ェ ル ト て ¥ 米 国

ジ ョ ン ス ・ マ ン ヴ ヰ ル 社 C.J - M社 ) の 画 期 的 新 製 品 て。す。

..J - Mベ ン チ レ ー シ ョ ン ・フ ェ ル ト を 防 水 層 の ベ ー ス フ ェ ル ト と し て 溝 切 り 面 を 下 地 に 向 け て 敷 き 、 そ

の 上 に 防 水 層 を 施 工 し ま す と 、 下 地 と 防 水 層 の 問 に 通 気 溝 が 形 成 さ れ 、 防 水 層 の 下 地 に 残 っ た 湿 気 は 閉

じ 込 ま れ る 事 な く 通 気 溝 を 通 っ て 防 水 層 の 外 部 に 排 除 さ れ ま す 。 即 ち 、 ベ ン チ レ ー シ ョ ン ・ フ ェ ル ト は

防 水 層 に 呼 吸 機 能 を 与 え て 、 防 水 の 最 も や っ か い な 問 題 で あ る フ ク レ を 防 止 致 し ま す 。

- 防 水 層 裏 面 か ら の 腐 食 を 防 止 し 、 防 水 寿 命 を 長 び か

せ ま す 。

・ 下 地 の 動 き か ら 防 水 層 を 絶 縁 し 、 破 損 か ら 守 り ま す 0

. ベ ー ス フ ェ ル ト と し て 防 水 層 の 強 度 を 向 上 さ せ ま す 0

・ 製 品 規 格 915棚巾 x 10 栴 長 さ の ロ ー ル (32k<j) 

図示品えJレ月ルト工業株式会社

本 社 ・ 工 場 ⑤ 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  ｾＰＴＴ＠ ( 2 8 )  4  5  3  4 (代 )

本 社 営 業 部 ⑤ 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁目 8 番 9 号 ( 東 輿 ビ J レ) 公 03(432) 2151 (代) 直通(436)4531 - 2  

大 阪 営 業 所 ⑤ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 の 109 (第 1 日 士 ピ ル ) 公 0 6 ( 5 4 1 )  7  5  8  3 - 4  

各 地 営 業 所 札 幌 ・仙 台 ・富 山 ・ 名 古 屋 ・広 仏 ・fu¥岡

ぃ ， . . "  - - - ，j - M式完全防水工事・ T OK O完全防水工事・ T OK OJ レーフインサレーヤー・ T OK O耐厳工事〈設計施工 〉

営業種目 T O K Oベンチレーション・ Jレーフィング工法・コーキング工事・床タイル貼工事・他内装工事一般



海外写真

地中海地域住環境 3

セゴビア ( Segovia)

写真 と文 鈴木良介

アピラからセゴビアへ、痩せて乾きき っ

た耕地が、ゆるやかな起伏をも ってどニ

までも 続 いている 。 いつの聞にか、崖を

左右に見ながら道は緑におおわれた谷間

にはいる 。木立ちの問に 、高台にそびえ

るアルカサール( 王宮) が現われ、その麓

をーまわりするとセゴピアの町にはい つ

ていく 。

城壁に図まれたアビラとは異なり 、緑に

おおわれた谷に取固まれた台地の上にあ

るセ ゴピアは 、同じ要塞都市とい いなが

ら、 この自然の要害は砂漠のオアシスの

ような豊かさをたたえている 。町の西は

ずれにあり 、台地で最も高いところにあ

るアルカサールは 、 まるでおとぎの国の

城のようで、 ここからの眺めは素晴しい。

深い緑の谷間の向うに点在する民家、 そ

' J ) 集落をぬ ってはるか遼〈 続 く道、 それ

らは夏の日差しのもと 、あくまでもしずか

て' あった。



有馬古泉閤

神戸市有馬町字丸山 1455- 1

設計 ・施工 竹中工務庖

敷地面積 28，458.21m
2  

建築面積 1，346. 43m
2  

延床面積 5，668.93m
2  

精造概要 鉄筋コンクリ ー卜 造

地上 6 ｾ皆 、 地下 Ｑ 階、塔屋 Ｑ 階

工 期 着 工 昭 和46年10月25日

竣工 昭 和48年 3 月23日

石 見 の や 高 角 山 の 木 の I: [ J より

吾 がt辰る 袖 を 妹 見 つ ら む か

布li 本 人 麻 呂 が 石 見 の 園 町f に 裂 を お い て 、 ひ と つ

都 に 旅 立 つ と き の 歌 で す。 国 府 の は ず れ に あ る

日f l) 山 の 施 で 今 き た 家 の 方 に 向 っ て 自 分 の 探 る

干111 を 必 は 見 て い る だ ろ う か と い う 意 味 て ¥ 惜 別

の 念 が ひ し ひ し と 伝 わ っ て き ま す 。 し か し 、 注

な し て 読 む と 「 悲 し い j r切 な し リ な ど 主 観 的

な こ と ば や 表 現 は 、 い っ さ い 使 わ れ て い ま せ ん 。

それでいて作おーの心が余官nを む っ て 力 強 〈 伝 わ

っ て く る の で す 。 こ れ が 写 生 と い う も の で は な

い で し ょ う か。 そ し て 、 こ れ が わ が 国 の 歌 の 伝

の

口 5 1 0 2 5 5 0"  

配置図 至有馬

統であったはずです。

こ の 歌 の 主 体 は 作 者 、 人 麻 呂 自 身 で す。しかし、

「善が振る宇111 を」と表現して「吾」を和11の 袋 飾

結 と し て 1' 1' え、そのかわり r ｾ ｬ ｬｬ ｪ を表に ＱＧ ＱＧ 11¥し

て 、 こ の 一 片 の 納 に 向 分の 金 生 命 を 懸 け て い る

の で す 。 人麻 呂 の 歌 に は 人麻 呂 向 身 か ら 離 れ て

自 分 を 見 る き び し い 目 が あ りま す 。 こ の 自 が あ

る か ら こ そ 主 観 に 陥 る こ と な く 、 客 観 的 に も の

を 見 る 余 裕 が 生 ま れ る の で す。 こ れ が r illl j を

きらりと光らせ、この ｾｉ ｢ の背後に ｗｉ 幅された作

者ーの・附別の念を読者は感じ、 Ｇｪｾ ， ， 、! 感動を覚える

の で す。



(，L; 統 (I(J に 西 欧 の 建 築 が 自 然 と の 対 立 に お い て 美

を 表 現 し た の に 対 し 、 わ が 国 に お い て は 建 築 は

.li 向然に j寄 込 み 、 自 然 と 一 体 に な る こ と に よ

って 、 初 め て つ つ ま し く 美 し さ を 表 す の で す。

こ れ は 、 人 麻 呂 の 歌 の 写 生 の 態j主にキ11通 ず る も

の で は な い で し ょ う か。 建 築 は そ れ 自 体 を 自 然

にゆだね、 ｩＧｬ ｴｾ の Ｍ￬ｾ Ｑ Ｕ となり、そこで新しい生

命が与えられ、 Ｇｪｾ［ < 首長い美を表王I l . するのです。

こ れ は 、 ま さ に 約:観 性 に 立 脚 す る も の で あ り 、

'//'1:. と い え ま し ょ う 。 私 迷 は こ の 伝 統 に ザーびた

いと思います。

.f; {、法は J f J 丸山l を以トーのことに WLむ し つ つ 設 計 し

て き ま し た 。 コン 7 リ ト村Lil tで 形 だ け 伝 統 を

踏 襲 す る の は ナ ン セ ン ス だ と い う な 見 も あ り ま

す が、夜、迷はそうは. I i !; I，1，. 、ません。 日 本 の モ イ ス

ティ y ク な 風 土 に 裕 け こ む 怨 築 の 形 と 色 は 、 i毛

年 日 本 民 族 が 洗 練 し て き た 白 木 建 築 の 伝 統 以 卜ー

の も の が あ る で し ょ う か。

古 泉 閣 の 外 観 は 、 瓦 到 ー の 屋 仰 と 深 い 府 、 こ げ 茶

のパノレコニーの Ｑ［ Ｒｩ ｬｾｾ で榊成し、全体がくすんで

六階，挫のｾＮｾさをキ ｔ しながら周閉め紋に、しっと

り と 溶 け こ ん で い ま す。 周 囲 の 風1;t が竣工後、

す こ し も ス ポ イ J レ さ れ て い な い と し た ら 、 そ れ

だ け で 私 は あ る 位 度 成 功 し た と 思 っ て い ま す。

た だ 、多 々 不都 千トなところが見られるのは、わ

れ わ れ 設 計 すiーが反行すべきことで、かっ、クリ

エイトしなけれ{ まならないことです。

写 生 と い っ て も 、 も の の 把 娠 が 不 充 分 で 安 易 な

表現ほど弱し、ものはありはせん。 反 対 に も の を

じ っ と 見 つ め 、 そ の 本 質 を 見 緩 め 、 そ の 上 での

表現ほど、また、 ｾｾｬ ｬ，Ｎ 、ものはないのです。 写 生

の 立 場 を JT< 以 上 、 安 易 で 中途 半 端 な 態 度 は 成

功 し ま せ ん 。 す べ て を 同 列 に 並 べ て l論ずること

は 無 理 か も し れ ま せ ん が 、 こ れ は 和 歌 に も iJT句

に も 絵 図 彫 刻l に も 、 そ し て 建 築 に も い る え こ と

で は 主 い で し ょ う か。 ( 毛 利吉吉夫、訪多隼紀 )



播 磨 町 庁 舎

兵庫県 ｊＩｉｉｾￎｭｬ 嫡隣町本荘 Ｓ ＵＰ Ｍ Ｒ

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所 敷地面積 15，576. 3m' (公 園 用 地 含 む )

建 築 工 事 住 友 建 設 建築面積 庁 舎 1，001. 4m'

電 気 設 備 近 畿 電 気 工 事 附属棟 433. 6m'  

給 排 水 ・ 空 調 設 備 大 気 社 延床面積 斤 舎 2，106. 9m'

附属棟 433. 6m'  

構 造 斤 舎 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

3 階建 、 塔 屋 1階

附属棟 鉄 骨 造 1 階建

工 期 昭 和47年 8 月一昭和48年 3 月

配置図 1:  5000 

ｴ 品目号 ｉｉｉｊ は、 ｦ 市防工業 ｊ 也偽Ｚの，Ｇ，似として、 Ｚｾｉ ，激な ｉｭ ＵｦＺと発岐にあリ、そのなかで

U，l ( の 「‘|斗II J と 「 繁 栄 」 を 求 め て 、 未 来高11 rl1 r  l'IIi l持l羽 」 を 指 向 す る 町 政 を 施

行 し て い る 。 新 し い u汀 役 場 は 、 帰l片岡Iの 将 来 の ). 'l 務を象徴し、 H汀i攻 他 行10周舟こ

，:c:' l: 11 に〉ヒユこした 。

敷 地 は 1111場 屯 鉄 本 荘 駅 に 按 し た IIIf の" ' ，心部にあり、 IIITの se池袋循Iの I也にある 。

新 I T合の，辿. { . 止をきっかけに、 1-'f 1号を" " 心とした駅前砂利ii ［ｾ＠ I一l川、お よ び 、 公 開H

I也化汁阿 が. i ffi 行 ，' ，で ある 。

他物の，1I ' i i I Ti は、行Ildiーのなかの公 I，tl 、公| 申lのなかの役場として' 1 ' 1: 的 づ け ら れ 、 同

jlli iゴ区からのアプローチと、 l比'j! l i 4. l l 物の T;(/ 築 ，ltl ，li iの門GI.&.を， ' ，心 と し て 決 定 さ れ

た。 、1̂1(li mfJJ< : t 立、人口約 1 ) j  5 千人の 1111 役場としての' [ ' [ ' たさでjι ボ し 、 外 観 は

明 快 さ と 安 定 感 を 主 題 と し た。

敷地はｩｬＧ ｕｩｦ 堤 ｭｩ 也の浬ぶ湖、であり、川 ｩｩｴ 日， Ｇｾｉｩｪ と地工，ｴｉ耐では、と く に沈ドに対す

る 配I.a: が な さ れ た。 処物! 羽 IJMに，没けられた .M込スベースには、 IIIf の 人 々 に よ っ

て. tM討がなされ、 ｲｦ 主民の役場 ｊ としての町民の ｊｾｉ 待と、住民を主体とした聞 ｬ

政への} J l I oJづけが! ぷじられ、新しい III J 役 場 をとおして、 f品IJ守田! の 新 し い 発 泌 を

み つ め て ゆ き た い。
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島本町住民センター

大 阪 府三 島郡山本町大字縦井716

設 計 監 理 側 内藤建築事務所

施 工 側鴻池組

構 造 規 模 庁 舎 棟 鉄 骨 鉄 筋 コンクリー卜造、

地 上 3 階、地下 1 階

ホ ー ル 様 鉄 骨 鉄 筋 コンクリ ー卜造、 地 上 4 階

建築面積 斤 舎 棟 1591. 06m' 、ホール棟 141 1. 6m'  

延 面 積 庁 舎 棟 4659 . 16m' 、ホ ール棟 2540 .84m'

工 期 1971 年 5 月- 1972年 12月

仕 上 外 壁 コ ン ク リ ー 卜 化 粧 打 放 し

島本町住民センターは大阪府三島郡島本町に位置し 、建 物 は 、 町

庁舎燃と公民館練の 2 t来て村F成される。事務官11門利 用 の 町 民 の 流

れ、催し物利用の町民の流れ、それぞれの動線の分雌を計るとと

もに、その 2 僚の中央には共通の !$tいの場、休息、の場となるプラ

ザ( 広場) を設け、ホールは 700人収容でき、将来、車庫械の上

部に ー 1:皆分のm築、大会議室の上部にも 2 1Wi 分明築できるように

考".i在してある 。

外壁はコンクリー卜 化粧打 政し 、外観は 、建 物 の 地 下一 1: 持部分が

池の上 に浮き 上 リ、 n白い住民センターは池上に建つ械の感を印

象づけた。

且二 竺( 司
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島本町住民センター



特集- 構造と施工

本号は 「構造と施工のかかわり 」 について， 構造技術者と施工技術者の接点

となる領織の分野で， もっとも問題となるテーマをいくつかとりだしたもの

である 。すなわち，地下工事，鉄骨工事，鉄筋コンクリー卜工事の躯体工事

における構造と施工にかかわる分野のなかで， それぞれここ数年のうちに解

決しなければならない焦眉の問題にメスを入れたものである 。 仕上工事につ

いては，次号の 「仕上と材料」特集に廻すことにした。

( 特集編集幹事会. 淀井健彦，毛利磁，佐伯 晃，青木信介， 辻 文三，西野孝，大野義照)

. 総論

構造と施工のかかわり/ 高橋慶夫

. 各論

地下逆打工法における構造と施工上の問題点/ 川村芳男

地中連続壁の構造体への利用

ーその構造と施工のかかわり/ 金田 宏

無音無振動くいの支持力の考え方

ーセメントミノレク注入杭 と場所打杭の場合/ 貝戸俊一

鉄骨構造における溶接接合につい て/ 佐藤邦彦

鉄筋 コンクリ ー ト造の工期短縮

一超早強セメン卜を使用して/ 土岐高史

コンクリ ー トのひびわれとポンプ打ち工法/ 中根 淳

. 技術の頁 130. 施工部門

鉄筋のジョイン卜工法/ 前田紀元
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32 建築と社会/ 1973年9月号

構造と施工のかかわり

高 橋 慶 夫

〈設計と施工の責任〉

今から 30数年前のととである 。ある高名な構造設計家による大規模な工場がきわめて小さな地震にあ

って屋根が崩れ落ちた事故があった。死者が出たため詳しい調査が行われたが，結局は施工業者が責任

をとる乙とになったそうである。たまたま私は事故の数カ月前にその建物を見学した乙とがあって ，乙

の事故について私なりの解釈をつけていた。私が見たと乙ろでは ，骨組のプロポ ー ションと鉄骨と鉄筋

コンクリ ート スラブとの振動性状の相異が極め手のように思われた。乙の建物は鉄骨屋根トラス lζ 鉄 筋

コンクリ ート スラブを単にのせたというもので ，との種の構造で他にも事故の例があり ，今日では両者

の緊結は慎重 に行われている。したがって設計上の不備と判断していたのであるがさばきの結果は前に

述べたようなと とであった。当時との件について設計家の先輩の意見を聞いた乙とがあったが，いちい

ちそ乙まで設計者が責任をとるととはできないというようなととであった 。

戦後になってとれもある著名建築家の設計になる構造的な建物が竣工前に崩壊した乙とがあった。工

事中 lζ 鉄骨の変形が大きいので施工者の方から再三うったえがあったにもかかわらず，そのまま工事を

すすめていたと聞いている。乙のように工事の途中に変形が急増して破壊するような乙とは ，まず設計

上に問題があるのがふつうであるが，乙のときの処置は設計者と監理者と施工者の三者で責任をとられ

たそうである。戦前であれば前のようなとと lとされていたかもしれない。

主きの事故よりも少し前だった と思うが，竣工後になって窓からの雨もりがひどく ，設計者が自ら設

計上の不備として自費でその対策をとら れたという話があった。乙のように戦後になると設計者側にお

いてもその設計上の不備に関してはそれなりの責任をとるという傾向があらわれてきたようである。

建築工事の場合は設計から竣工まで各段階で多くのチェックポイントがある 。構造計算，製図，積算，

原寸図 ，施工時の測定等々 ，い ろいろの段階でチェックの目を通過しなければならない。事故をひき起

乙す場合は ，各チェックポイントが不幸にも不注意のうちに通過してしまうという ，ま乙とに考えられ

もしないうっかりの連続によって起とるのがふつうである。し たがって事故に対 しての責任の所在を明

らかにする乙とはま乙とに難かしい ζ とになる 。そ乙 lζ 設計者，監理者，施工者と施主という政治的な

菌がからんでくるのである。戦前から戦後の初期! とかけ て， 設計の先生という立場での責任がま乙とに

あいまいであったが，私は随分前からその点 lζ 矛盾を感 じていた。それがようやく機が熟 して建築家の

聞に賠償責任保険制度が採用されるととになった。しかし ，現在のと乙ろでは乙れに参加している設計

事務所の数は 400 余社であって保険金額も微々たるもののようである 。そして取上げられた件数もわず

かで ，保険金として支払われた金額もわず‘ か0 0 0万円というオ ーダーであるそうで，まだまだ本格的

とは言えない情勢の ようである 。 乙の制度が十分K 活用され，それによ って責任のある立派な設計がな

され，それなりの設計報酬をうけとれるようになりたいものである。

〈情報のはんらん〉

戦後になる とあらゆる情報がはんらんするようになったが構造の面でも例外ではない。構造設計，材

料，施工技術の面で研究開発は細分化さ れ深く深くと進んでいく。そしてその結果は時には未整理のま

まで印刷となり，各技術者は応接にいとまもないくらいである 。

またまた昔の乙とを引合いに出して恐縮であるが，乙れも今から 30年ばかり前の ζ とである。当時は

鉄骨- の工場建家 というのはほとんど一定の型にはめられたような構造シス テムを採ってい た。ちょ っと

色気を出してその型からの脱出を試みた乙とがあったが，施工業者の方から乙の設計は工事がやりにく



いので常道の方法 lζ 設計を変更してほしいという申し出があった。幸い施主が私の言い分を取上げて下

さったのでそのまま強行してもらったが， ζ のときの新型は今では常道となり ，現在では設計者も施工

者も以前のような骨組ははじ めから思ってもみないだろう。乙れは施工機械が進歩したからであるが，

今から思えば貧弱な情報しかもっていなかったものである。

戦後になると施工技術 lζ 関する情報がはんらんし ，いろいろの施工機械のほかに特許工法の導入が盛

んになり ，設計者はそれらの情報に追いまくられた。そして ，大規模な工事などに当つてはあらかじめ

施工者の智惑を借りるような必要が生じてきた。昔は設計の先生は何でも知っていて施工者はその通り

のものを造ればよいのだとしていたようであり ，また設計以前 lζ 特定の施工業者から智慧を借りる乙と

などはまずい ζ とだとしていた乙とを考えると大いに変ったものである。

乙のようなことが最も効果的に実行されたのは1970年の日本万国博覧会のときであったといえよう。

ζ の博覧会の構造面での特徴といえば，乙れまで紙の上で論ぜられていたあらゆる構造システムがすべ

て実行 lζ 移されて ，その現場を見る乙とができたということであるが，それらのシステムに対する施工

技術がシステマティックに経験せられたという乙とは大きな収穫であった。乙のときに開発の成果をあ

げたいくつかの業績はやがて今後の構造界にも大きな力を貸すことになると思われるのであるが，ただ

一つ，無条件に拍手をおくるというのでなく ，あの舞台が万国博覧会の舞台であったという乙とだけは

念頭にとどめておかなければならない。経済性や実用性などという問題をある程度無視してでも期日内

に造らねばならないというせつぱつまった状況のもとで強行された技術開発で、あったという ζ とである。

いずれにしても，このときには設計者と施工者との協力というものが成果をあげたととは事実であっ

て ，私どもが20年余り前から施工者の智惑を借りていた乙とが公然となったというととである。

〈 科学的な情報の整理〉

弁流する現代文明のなかにあってわれわれの身体は構造技術 lζ 関する情報の洪水のなかにある。設計

者と施工者が協力して一歩一歩技術の足跡をかためているように思われるが，うっかりすると個人また

は集団が自己目的化して技術の暴走に走る乙とになることを戒めなければならない。それには自にふれ

る情報を科学的に整理して正しい知識としてファイノレする乙とが必要である。知り得た断片情報を自分

の主観的な期待を排除しながら思考して乙れを再編集し ，乙れから自分なりの結論を導き出して一つの

理論を造り ，さらにその理論を何らかの方法によって確かめたものが真の科学的な知識というものであ

って ，その結果を整理し，ファイ j レするようにしなければならない。断片情報をそのまま切り抜いてフ

ァイルして事足れりとするのは単なる収集家にすぎない。

万国博覧会を例にとっても情報は無数にあった。構造システムを見ても ， 2 次元構造の平面妹! 構， 3  

次元構造の立体架構，吊り構造，テント構造，空気映構造などが姿を見せ ，施工技術においてもお祭り

広場大屋綬のリフトアップ工法を筆頭に現代技術のあらゆるものが出揃ったのである。乙れらの情報か

ら構造システムにおける構造理論，施工技術に関する理論などが総括的に打ち出せるはずである。そし

て自分が打ち立てた理論を何かの方法によって確かめる乙とに成功すれば ，それで立派な一つの科学的

な知識となるわけで ，それをファイノレしておいて必要なときにそれを取出してきて使うというようにし

たいのである。私も私なりに構造システムはもはや最終到達系に達した( 考えられるべき構造システム

はもはや出つく した) と結論を下し ，また施工方法についても ，理論的に 4 つの方法にしぼられ，それ

ぞれはどのような関係位置にあってどのような得失があるのかなどという理論をもち得たつもりであり ，

それについての確認もある程度できあがったつもりでいる。そしてそれらが最も効果を発揮すると，思わ

れるときにファイルから取出すべく整理している。

ζ のようにしてファイノレを作っていると ， 自然 lζ ファイルの見出しがついてくる。施工技術について

いえば，基礎工事のとき仮設を本来の構造に利用する方法とか ，無公害の施工技術，工事期聞を短縮す

る方法などにしぼって鐙理していけば，そ乙 lζ 理論が生れ，科学的な知識として自己自的化におちいる

ζ となく ，正しく活用されるにちがいないであろう 。

( たかはし よしお 阪大建設計取締役社長〉
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地下逆打工法における構造と施工上の問題点

川 村 芳 男

大規模な建物に対する駐車場設置の義務づけ，並びに高騰する土地の

高度利用の要求の結果生ずる大型深層工事は，建物の高さの制限から必

然的 lζ ，より深層へと発展したが，超高層化へと脱皮しつつある長近の

建築界では，漸次小型化し，必要止むを得ない部分だけを地下にもって

くる傾向となりながらも完全省略する乙とはできず，肩荷の重い工事と

して残存している。乙乙にはかつてのような花形的深層地下工事のイメ

ージは薄れて，より経済的に，より安全に，より早くという要望のみが

残された縁の下の力持ち的工事と移り変っている。さりながら超高層ビ

ルをはじめとする建物の基盤としての工事であるだけに，以前 ICも増し

てその施工精度は要求されている。乙乙で も技術の 日進月歩はつねにわ

れわれに課せられた大きな問題であるが，大型深層地下工法の基本的山

留支保土としての地下逆打工法は，すでに十数年来用いられてきたが，

現在のと乙ろ乙れに代るべき画期的な工法は生まれていない。もちろん

乙の間，工法の部分的改良は続行されているが，残念ながら構造上から

みて完全な施工状態であるとはいい切れず，現段階における建築技術の

粋をつくした施工方法をしているのであるからという一種のうぬぼれ，

また計算の過程における材料その他の安全率がとの程度のものはカバー

してくれるだろうというこつの大きなゆがんだ考えが根底に若干たりと

も流れている乙とは，建築界にとって大いに遺憾とすると乙ろである。

乙れほど地下工事はむずかしい仕事なのだという自らのなぐさめをして

いると同時に，乙れらに対して各社が別個に研究している現状から脱皮

して，学会などを中心として数社による研究陣の J V を組み，より幅広

いより奥深い研究をして新しい技術を生みだす乙との必要性をつ くづく

痛感する。地下工事とくに土に関する未解決な問題はまだまだ沢山あり

すぎる。

こうしたなかで乙乙では逆打工法の，現在では解決されていると考え

られる項目と未解決的要素である問題点をいくつか取上げる。何らかの

参考になればと息うと同時に，今後との工法を担当される方々からは積

極的ご意見をたまわりたい。

ｾ ＱＮ＠ 土 工 事 : 一一 逆打工法が採用されるのは，市街地工事で，

敷地IC余りゆとりなく ，沖積層の悪い土質での場合が多く ，その経済性

からいって大体地下 2 階以上である。乙の場合支持地盤の深さにもよる

が，掘削深さは1 O- 13 m以上とな り，使用機械は上下移動はクラムシェ

ル，水平移動はフツレドーザーが主に用いられる。沖積層も粘土質が多く

なるとクラムシェルの刃か ら土砂のはなれが悪 く，残土処分としては掘

ったままの状態でありたいのに，ピットには散水されて土をベタベタと

して土を運搬せねばな らぬ状態である。したがって運搬量も荷命高さよ

りかなり低くしか積めない。しかも土砂捨場は乙うしたヘドロ状のもの

は産業廃棄物としてう けとってくれると乙ろが少なくなってきた。粘性

沖積層を厚く掘削する大きな現場の最大の悩みとなっている。

上下移動中の土砂の若干は， 掘削関口部周辺の構造体に付着する。先

!C述べたように粘性土の掘削中はできるだけ水を掘削部に落とさない乙

とを原則とするため，乙の付着した土砂を水洗する乙とはやらずに，従来

はワイヤーブラシ等で乙すり落とすく らいで打継部の鉄筋は，ζ の部分

のコンクリ ー ト構造体のなかに打ち乙ま れていた。そのため，とくに必

要 とされるボンドは若干減少している 。加うるにク ラムシェ J レや資材運

搬の上下による，関口部付近の鉄筋は極端な曲げられ方をしている。乙

れらは当然関口部を塞ぐときは伸ばされてはいるが，なかなかもとのよ

うにはならない。できるだけ伸ばした上で関口部分の配筋がなされ，ジ

ョイント部の鉄筋は良心的な現場でや っと 気休め的溶接がなされただけ
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で床，梁の コンクリ ー トは打設されていく。両面の場合 5 d. 片面の場

合10d と溶接長を規定してみても鉄筋が伸び切っていないために溶接長

さがとれないのである。との部分に応力がかかる とき ，普通の場合より

も構造体の亀裂は発生しやすく ，乙れが防水とからむような場合には息

わぬ欠陥が生ずる 乙と もある。

掘削過程K おける排水の問題も地下躯体のできを支配する大きな問題

となる。砂E皇居の水の多い部分にのみ排水施設を考えて，沖積層も粘土

居ともなれば不透水層で不要とするのは，浅い地下工事の場合は可能で

あるが，山留支保工としての地下構造体を支持する杭や，山留連続壁，

支持地盤 !C達する杭やピアーは沖積粘土を貫通して下部支持層 IC達して

いる場合が多いので，下部地盤 !C被圧水があるとき ，貫通しているもの

に沿ってパイ ピング現象を起乙す。また今までt土がある乙とによって釣

合っていた掘削面は上総荷重を取る乙とによるリバウンド現象を起乙

す。梅田附近において地下15mの掘削位から敷面はリバウンドを起乙し

はじめるが，乙の影響の Oの地点、は，地下45mくらいであり，また25m

の掘削によるその数値は実K90 mくらいの深さにも及ぶ乙とが知られて

いる。

受働土圧を大きくして山留の擦みと， 掘削敷面の リバウンド量をより

少なくして，より乱されていない地盤に基礎をセットし，ピア一等を通

して支持地盤 lζ 荷重を伝達する乙とか望ましい。乙うした場合の排水に

はジ ーメンスウエル等が使用され，一部圧密効果を期待するが，山留擁壁

が支持層を貫通してつぎの不透水庖まて、達していない限り ，近隣の建物

K 対して幾分かの影響が出るので，地盤状況と近隣建物の基礎の十分な

調査が必要となる。最近公害がうるさく叫ばれる ようになったため，建

設期間中だけでも という考え方はできなくなってきて，残土処分と同様

恩わぬ公害という伏兵に ，地下工事はますます困難の度を増している。

ｾ＠ 2. 地業 工 事 : ー一一連続墜についてはつぎの章で金田宏氏が詳述

されるので，山留に関 しては省略する。

冒頭にも述べたように支持地盤の深さが地下構造物よりも深い場合ピ

ア一等を設ける。最近 1 コラム 1 ピアーの考えが多く， ピア ーの径も

1. 5 mから2. 0mとなり，さ らには拡底抗まで考えられるに至っている。

したがって精度の点から地盤から若干鋤取った面に R C製の作業地盤を

作成して所要の長さのピアーを構築し，残りの部分は埋戻すため，逆打

工事としての掘削が最終となると ，ピア ー頭部のコンクリ ー ト余盛部が

現われてくる。乙の余盛 コンクリ ー トはいろいろな意味をもっている。

ピア一作業で水中掘削をせねばならないとき ，コンクリ ー トは水中コン

クリ ー トの考えから ， トレミー管を使用して打設するが，ζ の際，分散

剤を混入することが多く，セメント霊も比較的多いためにレイタンスが

多発する。乙れを順次上 lζ 導き柱頭部IC集中させるため余盛を行うとい

うのが普通の考え方である。

トレミ ー管は徐々に切離していくが，レイタンスはピアー柱身部の コ

ンクリ ー ト中にもかなり混入する乙 とが実験によって確かめられてい

る。しかしトレミー管を使用して相当の高さから打設するコンクリ ー ト

の強度は，普通の場合よりもかなり上廻る乙とも知られている 。 したが

ってレイタンスの塊が多いはずの余盛 コンクリ ー トでも最上部を除けば

非常 IC硬く ，大口径の ピア ーともなれば余盛 コンクリ ート 長を若干でも

少なくしたくなる。乙の部分を祈る にしたがい基礎ICアンカ ーする補強

鉄筋が出てくるが，掘削の深さ ，コンクリ ート 高さ等入念 IC測定をして

施工したはずであるのに，コンクリ ー トの天端( 余盛の天端) Iζ 相当の

高低があるのにまず驚かされ，おまけに出てきた鉄筋の高さのまちまち



にもびっくりする。鉄筋篭の正常位置設定のために， 篭筋の下に調整用

の鉄筋をつ けてはいるが，とても乙れでは及ばないのが分る。

一般に水中掘削をした場合のスライム処置をシビアーに考えるほ ど，

鉄筋篭は出み勝手となるので，逆 lζ 構造的 IL考えれば，スライム量が少

なければ先端部はむしろ無筋コンクリ ート でもよいはずである。ただし

乙の場合篭主筋本数が上下で変る場合，増筋等の位置のずれと ， ピア ー

の応力状態に注意は必要であるが，一般に篭筋か下った場合の種々の処

置をした状態よりも ，笥筋が上っている方がはるかにょいと思われる。

また余盛コンクリ ート はフツレド ーザ一等による掘削からの鉄筋の保護

の目的ももっている。余盛コンクリ ー トがたりない場合，アンカ ーの鉄

筋はコンクリ ー トから出るためブル ドーザーの移動によって押しつぶさ

れ，乙れらの鉄筋を縫って基礎の配筋をする乙とは不可能となり ，切断

を余儀なくさせられ，折角規定の長さのアンカ ーが取れていても前記の

下 りすぎた鉄筋篭と同じケ ースとなる。祈りとのかね合いもあるが余盛

コンクリ ート の高さを余り節約してはならない。

との部分の祈りの際IC主筋間隔が混み入っていると，祈りガラを出し

難く鉄筋篭の対角線側の 2 カ所くらいでガラ出し用の場所として主筋を

ＲｾＳ 本づ‘つ極端な曲げ方をしたり切断を する場合もある。ピ アー の径

と主筋の本数，主筋の径の決定は， とれらの乙とを考えた上で慎重に決

図- 1

地下掘削の水平移動はブルド

ーザーにより，垂直移動はウ

ラムシェルにより行われる。

図- : 2

ウラムシェルの刃からなかな

か土が離れずパタンパヲンと

するためにワイヤーの消耗率

は3 倍以上である。粘性土は

場内にもこぼれ，清掃は始終

行われる。

図 - 3

道路にも粘性土はこぼれ乾燥

してホコリとなるため水まき

清掃は敷地外でも行われる。

図 - 4

鍍削ならびに材料掲卸し用の

関口部。最初は型車然と曲げら

れていたが。

定すべきである。

また設計計画上の問題として連続壁も ピア一 同様，直圧を受けもたす

ケースがふえてきた。 1 階床から順次地下 1 階，地下 2 階と掘り進むと

き，地下外壁や乙れに接する柱主筋が撰んでくる場合がある。もちろん

地下 l 階の床の打設後直ちに乙の階の後打ち コンクリ ー トが施工できれ

ば，議み量が起乙つでもごくわずかですむ。

乙の現象は切梁工法では腹起，切梁をかけた所で，切梁 K プリテンシ

ョンをかけて将来発生する，あるいはすでに若干進んでいる山留の鏡み

を圧力によりある程度の修正が可能であるが，逆打工法では地下 1 階を

打設するまでに発生した山留の鏡みや，背面の緩みはそのまま認めてい

る形で コンクリ ー トの打設を し， 順次乙の繰返し! とより ，地下 2 階とい

う具合 IC施工するため ，連続皇室上部が下る場合と，下部が浮上る場合，

あるいは乙の両者が併発する場合が考えられ，結果周辺部の縦主筋が携

むととになる。応力的には大きいものでなく ， 乙れによって事故発生を

招く ζ とは考えられないが，乙の鏡みはかなり発展し ， リバウンド現象

とも相まって地下構造体の床の浮上 り現象にと進む場合もあるので，早

く後打 コンク リート を打設して地下躯体の同l性 ，ひいては山留支保工を

剛にすることが必要ではあるが，逆に岡IJ 性を高めた場合の以後の変形と

か，擦みを生じた場合は修正の方法はなくなる。

図 - 5

何回となく物にあてられヲコ

の足のように曲がってくる。

図 - 6

これを伸ばして打般したコン

クリートは色だけが変って.

そのときは何ら変りのないよ

うに見える。

図 - 7

余盛コンクリ ートをはつった

あとの鉄筋の喝さには，かな

りの高低がある。

図- 8

篭筋が下りすぎてアンカー長

さが足りない場合圧接による

鉄筋の継ぎ足しが行われる。
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こうした変形の調査のためには現場内に不動点が必要であるが，前述

のように地下 15mの掘削で: も45m くらいに基盤をおかねばならぬため ，

その必要性 と経済性は なかなかおり合わない。も し設ける場合は最初に

しかもより深めのものを作成 しておくのがよい 。

ｾ＠ 3. 支 持 杭 ; 一一逆打工法の長も重要な役割を示すものの一つ

である。建物，c杭 またはピアーのある ときは建物中央部の荷重は乙れに

分担させ，周辺部の荷重は山留墜に分担さ せる場合が多 い。前者の場合

は，掘削数面から l 階床まで仮設的支保工が必要で，普通柱の中央部lζ

H 型鋼，鋼管を帰入 して乙れに当てる場合や，柱の対角線上』ζ 数本の仮

設抗を作成 して乙れによって支える乙ともあるが，後者の場合の支持杭

の撤去の勝造的な無理と ，その経済的な問題から段近は柱のなかに セ ッ

トする場合が多い。要は精度よく 打たれた ピア ーのなかに上下左右の精

度よく垂直に支保材が帰入され，荷重に対して俊みを生 じないものが望

ま しいわけである。現在筆者の作業所では ，上下方向では + 側は 0 ，ー

側は 5 m m，左右方向では :i:: 5 mmというシ ビア ーな条件のもとに施工

したが， ζ れに対して十分な成果をあげる乙 とができた。

これだけのシ ビア ーな精度の要求は超高層部の鉄骨往下部 lζ 計算上相

当大 きい引張力が出て，鉄筋だけでは処理できないという乙 とから ， 1  

図 9

余盛コンウリー卜が低かった

所ではブル ドーザーにより鉄

筋先培は鎌首のように曲げら

れている。

図 10

余盛コンクリー卜のはつり ガ

ラを出すために篭筋の一部は

極増に曲げられたり切断され

る。
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図 - 11

柱筋が績んできた。

階床からでよい鉄骨がその部分だけ地下に少 し伸ばしたい という要望

を，折角 l 階床まである支持杭としての H 型鏑を上部鉄骨とメタノレタッ

チによる溶接という工法を採用する 乙と によったためのものである 。乙

のために支持H 型鏑を霊直f C 建込む案内装置をさらに改良 した。

乙の現場では掘削その他K 便なら しむた め建物中央 lζ 一辺の長さが大

きい所で30m'ζ も及ぶ大きな関口 を作 ったため掘削が進むにつれて . ζ

の関口によ る変形が少 し出て ，超高層部の四限のみの柱しかメタノレタッ

チができなく なった。 しかしとう した現象をも予期すれば，今後は支持

H 型鋼と上部鉄骨は， メタ J レタッ チによる接続法が可能である乙とが立

証されたと考えられる。

94. 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工事 の 問 題 点 ; 一一地上部分の施工であ

れば コンク リー ト打設時に下の階の サポー トのはずれていないケ ースは

多いが，逆打工事の場合 コンクリ ー ト打設の後lζ 続く工事は ，その部分

の下の階の掘削 となるため ，サ ポー トなしの吊型枠か補助的 lζ 設 けても

乙れを取りはずさねばならない。吊型枠も地下階の梁に鉄骨が入ってい

る場合は比較的容易であるが，ない場合はその上の階から吊ボル トで吊

る方法を取らねばならないが，経済的に費用が嵩む乙と ，吊ボ J レトの伸

びのための構造精度の得にくい乙 と，吊ボJ レトの級去まで コンクリ ー ト

図一 12

支持杭が建込められる作業地

盤は仮設。

図 - 13

支持杭挿入用案内装置

上下 2 つを10mのワイヤーで

つなぎ， そのまま挿入され，

ケーシングチューブに固定し，

真中の穴に沿ってH型鋼が入

れられる。

図 - 14



打設床面の利用価値が少ないととなどで，とく κ 他の工法が用いられな

いという以外，利用はしない。逆打をやらねばならぬ現場では，何階分

床を打設しでも ，その面積に余裕の出る乙とはない。乙うした理由から

吊型枠を使用しない方法として，早強 コンクリー卜， 早強剤入り ，さら

には両者併用という場合を取り ，型枠支保工を早期 ICはずす乙とを考え

る。このため平面的にいくつかの工区に分けて循環作業をしていくケー

スを取る乙とが多い。分散材を使用して十分減水し ，乙れに早強剤を入

れた程度くらいでおさめるよう経済的計画をする べきであり ，乙の程度

が構造的にもよいようである。

山留の問題とも絡むが，当現場のように中央部に大きい関口部を設け

るときなど，構造体の梁以外 IC仮設梁を設ける場合が多い。仮設梁とい

えども逆打工事中は少なくとも構造上必要であり ，相当な応力がかかっ

ている 。地下躯体が完成すると同時に不要となるが，乙うした梁の処置

は，材料の如何にかかわらず撤去をする乙とにより乙の部分の応力を新

しい部材に移す乙とは好ましい乙とでない。地下の利用を再検討した上

で残せるものはできるだけ残すようにしたい。

最後に逆打工法の最も大きな問題点である打継方法について述べる

が，乙の件については今まで多くの文献で発表もされている。コンクリ

ー トは硬化の際収縮するととがわかっているのに，上階の床を先に打設

図 15

南北が川に挟まれた中之島セ

ンヲ ー ピ ｊｾ 中央に，大きく八

角形の関口部が作られ，周辺

床を山留支保エとし，逆打が

行われている 。

図 - 16

図- 17

E 方転びの柱打継部を下から

見上げる 。写真下部の鉄筋内

部は支持杭 H型鋼。

図- 18

後打コンウリ ート用シース

右側は往の棋元 ( 2 コ〕左は

霊用。

し，直下階の床をつぎに打ち ，挟まれた柱，壁の部分を最後に打とうとす

る根本的に無理のある工法であるが，建物の規模からくる経済性と ，工

法の安全と ，工期の短縮からいって無理を承知で ζ の工法を採用 してい

る。打継部の間隙閉塞方法としてグラウトその他の方法を取っているが

満足な結果を得られるものは正直なととろ現在ではないといってよい。

したがってほぼ完全に近いという状態で，かっ経済的にも安くつく方

法が現在のと乙ろでは最高なのである。従来地下の柱はV 字型lζ 打継が

れることが多かったが， 当作業所の地下柱は打放し仕上の柱が多いた

め，同一水平面打継方法が望ましい。乙の結果，柱中央部のH 型鋼にむ

かつて四辺から傾斜させる四方転び打継方式となった。また柱内部の対

角線上11: スパイラノレシ ースを打込んでおき ，後打コンク リー トを ζ のシ

ースから打設すれば，従来のようなジョウゴ型の型枠は不要であり ，乙

の部分の コンクリ ー卜 の材料，研り ，祈りガラの撤去作業がすべて不要

になる 。

乙うした上で，四方転びの柱および一方向転びの柱について実験を行

い好結果が得られたために， 乙れをさらに発展させて， 後打の地下外

皇室，地下耐震壁ICも利用するとととした。ジョウゴ型型枠による打継で

は，コ ンクリ ート のセットする重量圧力も約25cm程度で、あるが，新工法

11: よれば 1 m以上は楽にとれ，乙の圧力が大きいために，後打コンクリ

ー トの上部型枠11 : 異常な側圧がかかり ，程度の惑いベニヤ板で、はさけて

しまうというほどの結果が出ている。乙のため上部はとくに上質のベニ

ヤ板を使用するとともに角ノf イプの間隔もせまくしているが，これだけ

の圧力が加わるために，充填度は非常によい。側圧をやわらげる一法と

して空気抜の孔を型枠片面にあける乙と ，その位置および数について検

討 している。

乙の新工法によれば，後打コンクリートは最下階から地下 1 階へと上

iζ 向かつて進みたいが，事実は前述の山留に接した柱主筋の議み現象に

よって，上から打たねばならぬ矛盾を生じたため ，直下階の足元位置に

はスチロ ーJ レを入れ，下のコンクリ ート を打つ際のシ ース孔を残してい

る。現在の現湯では地下 2 階を先に打設し，地下 1 階を打設した現状で

地下 3 階の後打コンクリートはまだ打設していない。

打継処理にからんで，打継位置も構造的に大きな波紋を投げかける。

床，壁，基礎梁，基礎盤等，設計者のえらぶ位置に施工者はなかなか近

づけ難いばかりでなく，基礎関係、では設計者はできるだけ打継箇所の少

ない乙とを希望するであろうが，逆打工法の採用するような土質の現場

では今日掘削の敷がついたなら ，夜中にでも捨コンクリ ー トだ、けでも打

って地盤を押えたいという所が多い。打継箇所は必然的 11 : 多くなるし，

最近のような労務事情では小さい面積の区切りでまとめていく乙とが必

要なのである 。

ｾ＠ 5.  鉄 骨 : 一一一逆打の場合の地下工事K 施工者は鉄骨が入っ

ていれば施工は楽となるが，反面，設計者は何とか鉄骨畳を減らして施

主lζ 対してよい顔をしたがる。しかし鉄骨がない場合でも完全になくし

得たのではない。施工者は支持杭の場合で も使用している鉄骨を，全く

仮設でしか認められない易合と ，設計者ーが本工事の一部として認めてく

れる場合とある。前者の場合，総工事費は結局多くなる。施工上必要な

もので設計上利用できるものはできるだけ本工事に組込む ζ とにより ，

施主に無駄な費用をかけさせないようにする乙とを計らねばならない。

以上いくつかの間題点について解決されたもの，されていないものを

その形のまま述べてきたが，乙のほかにも一般には知られていないとい

うか，話せば当然そんなととくらいは完全に処理されているはずだと考

えられがちな施工上の泣き所というべき問題点は沢山ある。乙うした問

題点は，設計者と施工者がー絡になり ，工法を完全理解究明すれば自ら

解決できる問題もあり ，またそれに対する処置も無駄なくできるであろ

う。設計者，施工者が自分の立場の主張のみに止まらずに相携って工事

を進める乙とが必須条件であるととは建築全般にいえる乙とであるが，

地下逆打工事ではとくに必要と恩われるのである。

(かわむら よしお 中之島センターピル新築工市共同企業体工務甥長竹中工務庖〉
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地中連続壁の構造体への利用ーその構造と施工のかかわり

金 田 宏

1 . ま え が き

地下工事に ともなう地盤沈下や騒音 ・振動などの公害防止のため，市

街地において地中連続壁工法によ る山留の施工がさかんに行われてい

る。

ζ の地中連続壁は，ベントナイ ト泥水を使用 して，地上 IC設置 した掘

削機により長方形の溝壁を構築し，鉄筋篭を挿入したのちに トレミ 一方

式によってベン トナ イト泥水と コンクリー トを置換 して施工する場所打

ちコンクリ ー ト連続壁であり ，ベン トナイト 液は潜壁の崩壊を防止する

とと もに土粒子聞に惨透して止水膜を作る。

乙のように，無騒音 ・無振動で施工できる 乙とはもちろん，jiijl ]性の高

い，止水性の良い地中連続壁は，開発された当初は単に仮設山留壁とし

てのみに使用されていたが，施工法の進歩と多くの実大実験による裏付

けによりその用途も広がり ，構造物の，

1  ) 土圧 ・水圧を負担する地下夕佳

2) 面内 ・面外両方向について，鉛直荷重時応力を負担する構造体

3) 面内 ・面外両方向について，風 ・地震その他の振動および衝撃など

による応力を負担する構造体

4) 杭としての支持構造体

に利用されるようになった。

地中連続壁ーによる山留工法は，従来のシー トパイルや横矢板工法に比

較して工事費がかさむため，地中連続塁置を建築物の地下構造躯体iζ 利用

すると経済的となる。とくに建物に杭が必要な場合は，前述の1) - 4) を

満足する設計とするならば，工程の点 ・経済性の点についてもきわめて

有効な乙とがわかる。

乙のような使用をするためには，地中連続壁を構築物の主要構造部材

にできるかぎり剛に接合する乙とが必要であり ，壁の側面でどのような

接合をするかが問題となる。

そのほかに，基本的な問題として， トレ ミー工法によるコン クリー ト

強度および鉄筋の付着力があげられるが，前者は慎重な施工を行えば問

題はなく ，後者については，異形鉄筋を使用すると とによりそれほど問

題とする必要はないが，同l性を考慮して20- 40必低減する とと が実用的

といわれている 。

乙乙では，OWS ・S OLE T A NC HE 連続壁 (OWS は OHBA Y ASHI

WE T  S CRE E N の略，S OL E T ANCH E は フラ ンスの地下工事専門

会社で， 1961年大林組が技術提携を行った) の側面での接合工法とし

て大林組が開発した，打継ぎ形成物を利用する新工法，J  O F工法 ( =

J OI NT  F ORMI NG  M ET HOD) について紹介する。

なお ，OWS ・S OLE T ANC HE 工法による地中連続壁の構造耐力に

ついては，基礎評定委員会の評定を受け，一般的に使用できる ようにな

っている。

2.  J  OF 工 法 につ いて

2- 1  接合工法の経過

現在施工主れている地中連続墜と主要構造部材との接合施工法を大き

く分類すると ，つぎの 2 つの方法がある。

2- 1 - 1  鉄筋埋込み工法

鉄筋篭にあらかじめ接合する鉄筋を折り曲げて結束 しておき . 打設 し
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たコンク リー ト内に埋め込んでおく 工法である 。 ( 図ー 1参照)

乙の工法では，鉄筋を曲げ直 して直にする 乙と がむづか しく， また，

鉄筋の取り出 しゃ打継面の興断付着強度を確保するため全面的な祈 り工

事を必要とする。

2- 1- 2  定着鉄筋付き鋼板にシャーコネクターを溶接する工法

乙の工法は鉄筋篭に定着鉄筋を付けた鋼板を溶接 して取 り付けて地中

連続援を施工 し，掘削後現れてくる鋼板ICシャ ーコネ クターを溶接する

工法である。シャ ーコ ネクタ ーとしてはスタッドジベ j レを用いる場合が

多 い 。 ( 図- 2参照)

乙の工法の問題としては，負担到断力が大きいときシャ ーコ ネクタ ー

のみで応力を処理する乙とには無理がある ，また，作業能率が悪く コス

ト高となる ，などである。

発泡スチロール板等

主 筋

図- 1 鉄筋埋込み工法 図- 2 スタッ ドジベルでの施工例

以上のような接合工法では，接合面の地中連続壁倒1]のコンクリ ー トは

ベン トナイ ト泥水IC混じって強度が低下しているため，接合面での努断

付着強度をあまり期待できず，接合部の初期殉断剛性および強度が低下

する心配がある。また接合面での勇断付着強度を期待するためには接合

面全体を祈らなければならない。

接合部の複雑な応力状態を考慮し，構造的にも施工的 IC も確実な工法

として開発されたのが，つぎの J O F工法である。

2- 2  J OF 工法とは .  

OWS .  S OL E T ANCHE 連続壁の鉄筋篭IC 打継ぎ面を凹凸に形成す

る鋼板すなわち打継ぎ形成物を取り付け，凹部lζ 接合鉄筋を挿入 してお

く。凹告別E はコンクリ ー トが廻り込まないようスチロ ールを飲め込んで

おくと ，掘削後現れてくる打継ぎ形成は部分的な研りでその表面を露出

する。

接合鉄筋は，打継ぎ形成物の凹部 lζ 鉄筋を折り曲げておき元iζ 曲げ直

すことも考えられたが，鉄筋の径が19m m以上になると元通りに直にす

るととが困難である。そ乙で図- 3 1ζ 示すように ，O WS壁 IC定着する

鉄筋を打継ぎ形成物の凹部 lζ 直に突出させておき ，掘削後構築物の構造

部材に定着する鉄筋をガス圧接法または S B R法* などの方法で継手を

すれば鉄筋埋込み工法の問題を解決できる。しかし ，J  O F工法での鉄

筋カ前ス圧接は鉄筋の出が少ないため圧接器を改良する必要があり ，同時

!C，コンクリ ー トに対する熱の影響，施工可能な接合鉄筋径などの問題

点解決のため多くの実大実験を行い ， J  O F工法と して打継ぎ形成物の

谷の深さが75 mmで接合鉄筋の径が2 5 mm以下の場合 ICは十分施工がで



埋込み鉄筋

OW5恒l

/ ガス圧接または1

¥5.  B.  R;'去 j  図- 3 接合鉄筋の継手

写真一 1

ガス圧接法による

J O F の継手

き，強度も確保できる乙とを確認した。なお埋込み鉄筋の施工誤差によ

ってガス圧接が不可能な個所には，S B R法が実用的であると考えられ

る。 写真一 1は J OF ガス圧接中を示した ものである。

. S B R法 : Sl eeve Backi ng Process of  Rei nf orci ng Bar の略で ，日 鉄溶接工業

が考案 した鉄筋の簡易突合せ 7 ーク浴後法

3. 構造体とのかかわり

OWS .  SOLETANCHE 壁を構造体として使用するとき ，カがどの

ように流れるかを図- 6を参照にして説明すると，柱の直圧の内 ，地上

階のものは 1階の梁 (OWS ・SOLE 壁の頭部繋梁) を通じて伝え，地

下階の直圧は外周皇室を介して，それぞれの階の外周梁の位置で OWS .

SOLE 支持杭に伝える。また，地震時の水平勇断力は地中梁と OWS .

SOLE 壁との接合部を通じて杭lζ 伝え地盤に流す。

とこでは，地中連続墜に耐震性を付加する構造法と ， J  OF 工法で施

工した接合郁の耐力 について概略を説明する。

3  - 1  地中連続壁に耐震性を付加する構造法

構造計画上，耐震性を付加する考え方は，地中連続壁の各ノマ才、 J レ相E

の継目が完全に離れている場合と ，相互間の継目を構造的 lζ 接合させる

場合により異なってくる。後者によると ，建物本体に地中連続壁の上下

端および中間部を緊結するとともに，地中連続墜を一体化する乙とによ

り継自にも抱断耐力を発揮させる乙とができる。

乙の方法としては，パネルの継目 lζ 鉄筋コンクリート製のキーを挿入

して継目の奥断力を抵抗させるキ ー・ ジョイント工法，柱の位置がパネ

ル継自になるよう割り付け，柱を利用して構造的 IC緊結して一体化する

コラム・ジョイント工法がある 。

地中連続壁の継目が離れている場合は，継目部分での努断力は期待せ

ず，地中連続壁の上下端と中間部を繋梁で固定し，各ノマオ、 J レが柱材とし

て働くラ ーメン構造とした架構で，地震時の面内水平力を負担せる構造

となる。

以上説明した，キー ・ジョイント工法， コラ ム ・ジョイント工法およ

びラー メン構造の場合の地中連続壁の耐震効果については，実験的研究

を行い連続壁を耐震墜として利用できるととを確認している。

3 - 2  J OF工法で施工した接合部の耐力

J OF工法で施工した接合部の強度と剛性を検討するため，直接現断

と地震時の面内水平力が架構に働いたとき生ずるねじりを伴なった現断

力IC対して実験を行って，通常の施工法と比較して， J  O F工法が構造

的な性能( 強度と剛性) が良好できわめて有効な施工法になり得る ζ と

を確認した。

以下iζ 直接現断強度を算定する実験式を紹介する。 J OF 接合部の施

工法は図- 3 1ζ 示すとおりで，折り曲げ鉄板を用いて歯型を形成する。

乙の接合部の耐力発揮機構は，図- 4 ， 5 1ζ 示すようにつぎの 3種とな

る。

( 鉛直荷重)

支圧が作用する部会

図- 4 横裂で挿入する場合

接合鉄筋

図- 5 縦型で挿入する場合

1 ) コンクリ ー トの歯型の殉断耐力によるもの( 歯型効果)

2) 接合鉄筋のダボ効果的な ものによるもの( 鉄筋効果)

3) コンクリ ー トの支圧耐力 によるもの( 支圧効果)

乙れらの耐力機構について実験を行い，つぎの実験式を得た。

・歯型効果 Qml  = n Al  (1. 3Ps!y+35.  6) 一一 (1)式

・鉄筋効果 Q官= A2 ( O. 40Psん+ 13. 5)  一一 (2)式

・支圧効果 Q叫 = A 3 X 2. 0 Fc 一一 ‘ (3) 式

ただし I Q明 1 歯型効果における最大努断力 ( kg)

Q y 鉄筋 H  降伏 11 ( kg)  

Qm2 支圧 H  最大現断力の下限値 (kg)

n 歯型の数

A 1  
・歯型 11固の努断面での コンクリ ート 断面積 (cn!)

A 2 折り曲げ鉄板の挿入面積 (cnl)

A 3 コンクリ ート の支圧面積 (cn!)

PS  ・接合鉄筋比 ( %X l O-2，小数単位)

ん : 接合鉄筋の降伏点 (kg/cni)

" Fc コンクリ ートの圧縮強度 (kg/cnl)

4. 中之島センタービルにおける J O F 工法の採用

以上， 地中連続壁を耐震壁として計画する場合の構造計画についてそ

の概要を説明したが，乙れらの参考として中之島センタ ービルにおける

実施例を紹介する。なお，と 乙では長期荷重に対する安全率が20.0であ

り，地盤を無視 した 400 gal 地震応答での安全率は 2. 7 である。

4 - 1  工事概要

工事名称 : 中之島センタービソレ新築工事
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所 在 地 : 大阪市北区中之島 6 丁目 6 番地

規 模 : 地下 3 階，地上30階，塔屋 l 階

建築面積 3.  489nf 

延床面積 73. 662nf  

掘削深さ( 外周 l F L - 14. 9m. 中央一16.2 m)

造 : RC造( 地下 3階~地下 l 階) ，S  R C造 ( 1階- 2階) ，

S 造 ( 3 階以上)

基礎 : ピア杭および OWS . SOL ETANCHE 壁

4- 2  地下外壁の設計

地下外壁として OWS ・SOL ETANCHE 墜を施工し，仮設土留皇室，

全土圧壁，地下外周耐震壁および外周支持杭K 最大限 !C利用 している。

連続壁は 5 mスパンで割り付け全局を66のパネ J レで囲み，その継目は

柱位置とは無関係としている。また各ノマネ J レは継合させない方法を取っ

ているため，連続壁 lζ 耐震性を付加する構造法は，各パネ J レが柱材と し

て働くラ ーメン構造とした架構となっている。

4- 3  J O F工法の施工

連続皇室と主要信号造部材との接合工法として採用した J O F工法におけ

る打継ぎ形成物としては，図一 ? に示す 2 種類のデッキプ レー トを採用

した。挿入方向は上のものを横型，下のものを縦型で行う。

打継ぎ形成物の配置は図- 6の展開に示されているが，接合鉄筋の詳

細は図- 8 ! L 示されている。

写真一 2はデッキプレー トおよび接合鉄筋を鉄筋篭lζ 取り付けて，掘

削した孔に挿入する状況で，自く見える所はデ ッキ プレ ー トの凹部に般

めたスチロ ールである 。街入するに当ってはデ ッキ プレー トが掘削孔の

壁面に密着するようスペーサーを有効に配置するとともに，取付位置に

正しく設置するよう注意した。また ，接合鉄筋はプレー トの凹部で最小

6 cmは確保できるよう鉄筋篭に点溶接 して固定した。

掘削に従って露出するデッ キプレー トの取付位置を測定 したと乙ろ ，

上下方向については: ! : 9 c皿に，水平方向( 掘削垂直精度 と考えてよい)

打継ぎ形成物の詳細函 7断 面 と 展 開図- 6
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写真一 2 鉄筋篭の挿入

写真一 3

地中銀位置の嬢合鉄筋

定 一C型 右- 8型

写真一 ‘

デッキプレートを除去

した歯型の状況

写真- s

シュ ミット・ ハンマー

4こよる鯛査

は: t 6  cmlζ 納まっていた。接合鉄筋の継手は，前述のようにガス圧接法

を行い，デッキプレー ト面から接合鉄筋の出が施工誤差によって短い所

は S B R工法で継手を行ったが，後者の全体lζ 対する割合は現在までの

ととろ Ｒ ｾ ぢ弱である。

写真一 3 は地中梁接合附近における継手を完了した接合鉄筋を示した

ものである。

J OF 工法を採用するに当つてのもう一つの問題点として，打継ぎ形

成物の歯型部へのコンクリートの充境性とそのコンクリ ー ト強度があげ

られる 。

コンクリ ー トの充填性については，歯型部のテ' ッキプレー トを除去し

て調査したが，コンクリートとデッキプレー ト間の 7 ッドケーキ的な介

在物はどく一部を除いて存在せず十分コンクリ ー トは充填していた。写

真一 4はデッキプレートを除去した状態を示すものである 。

一方デッキプレー ト歯型部のコンクリ ー ト強度については， 写真一 5

1ζ 示すように振子式 P 型シュミット ・テストハンマ ーを使用して調査を

行い，壁体の標準養生によるコンクリ ー ト強度と同等かそれを越える強

度が得られ，十分その強度を期待できると結論しでもよいと考えられる。

4- 4  中之島センターピルでの問題点

連続壁面積約11. OOOnr . 接合鉄筋本数約13，( 間本と t 、う大規模の J O

F 工法を施工したが，施工面での問題点をこ ζ であげてみたいと思う 。

1)  掘削機として上部をクラムセ J レ方式，下部をパーカッション方式

を採用したが， a) パネノレの割り付けす法 5 mがクラムの割り付けに合わ

なかった ，'b)G L- 5 m附近に石垣があった ，乙となどにより掘削精度

の悪いと乙ろがあった。乙れの解決としては KELLY 掘削機( 油圧機

構によるクラムセ J レ掘削) を使用するのが良いと思われる 。

2) 地中連続壁壁面のマッドケーキは掘削後乾燥すると割り合い簡単

[ζ 落とす乙 とができるが，逆打工法のように掘削後すぐに構造体を接合

さす場合は時間的余裕がなく ，また水の多い所ではマ ッドケ ーキが乾燥

せず，その清掃は全くやっかいである。当現場では壁面全体にわたり ，

ケレン祈りを行ったが，問題の解決とはいえない。

3) 連続壁における l パネ J レの長さは，地上の積載荷重，水位，掘削

に要する日数などによって決まってくるもので，構造上 コラム ・ジョイ

ン ト工法の採用を計画しても施工上むずかしい場合がある。地中連続墜

を本体として使用するときには施工面からも十分な検討を行っておく必

要がある。

4)  泥水管理を十分行っても ，鉄筋篭帰入時』ζ けずり落としたスライ

ムの処理はエアリフタ ーを使用しても不可能に近い。先端までグラウト

パイプを埋め込んでおき コンクリ ート 打設後グラウ トをする方法がある

が，コ ンクリ ー ト打設の最初の 5 - 6 nf を高強度モ J レタノレにしスライム

を巻き込ました方が良策のように思える。

5)  パネノレ聞の継手については各社でいろいろな工法が考案されてい

るが，どの工法にも一長一短がある。 とくに水位の高い大阪においては

再検討を必要とする。

5. あ と が き

以上， OWS- SOLETANCHE 壁を建物本体IC完全利用する J OF

工法とその施工例を紹介したが，構造的な性能，施工性と同時に経済性

も当然考えなければならない。一般的には通常の鉄筋埋込工法に比較し

て直接的な工費は幾分 コスト ・アッ プとなるが，構造的な性能および施

工管理と工程などを合せ考慮すると，総合的にきわめて有効な施工法で

あるといえる。
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無音無振動くいの支持力の考え方

ー セメントミルク注入杭と場所打杭の場合

貝 戸 俊 一

無音無振動くい打工法K は近年，くいの大口径化とともに ，音や振動

に対する公害問題が社会潔境問題として急速にク ロー ズアップされてき

てから ，多種多様のものが次からつぎへと 開発され実用に供せられてき

た。乙乙では大口径場所打ぐい( ピヤ) と既成ぐい埋込み工法の一つで

ある 「セメントミル ク注入工法」を比較 しながら，その支持力機構の考

え方と問題点についてふれてみたいと思う。

1. 工 法 の 種 類

無音無振動くい打工法を，その施工法( 掘さく法) から場所打ぐいと

既成ぐいに分けてみると，つぎのようになる。

基本ｾｾ式 補助型式 補強 Ｑｾ ｊＺ｜
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提 If ( セメント ミルク注入工法〕の系統

基 本 型 式 補 助 型 式 補 強 型 ず

場所rr<・ ぃ ー プ レ ポ ー リ ン グ 方 式 一 一 寸 ー エ ア ー リ 7 1 一一一一回結材注入

工 法 I  

I  回 転 パ ケ ッ ト |

クラム y エ J レ しーウオタージェット

オーガー

カツアー

ピソト

人力

場所打ぐい工法と既成ぐい工法との主なる相異点はその用いるくい材

料の遠いからのみで， 最近のように大口径既成ぐいが開発されてくると

ますます相似してくるととになろう。そういう怠l床では場所打 ぐいの方

が基本型式および補助型式としては単純であり ，既成ぐいの方がバラ エ

ティ ｾｲ 富ん だ工法が開発されてくるととが予想される。

2. 支持力に関連する 問題点について

打撃工法によ って施工されたくいと前記埋込みぐい的工法によって施

工されたくいの支持力機構は理論的にはとくに異なった点はないが，実

際面では埋込みぐいの方が支持力が少ない 乙とは衆知の事実である。乙

の原因は，

1)  当初の地盤調査が正しくとも ，施工の方法と ，地盤の性状によっ

ては，施工後の地盤の土質力学性状が調査結果と同じかまたはそれ以上

であるとはいいきれない場合がある。すなわち ， i ) 掘さくに伴う中間

地盤のゆるみ( とくに砂層の場合) による摩擦力の低下， i  i ) 掘さ くに

伴う先端部におけるスライムの沈積，ボイリングやサクション効果によ

る地盤のゆるみによる先端地盤の支持力の低下. iii ) 泥水の使用による

摩擦係数の低下ゃくい本体と地盤との間隙の処理方法が十分でない場合

42 建築と社会/1973年 9月号

の摩擦カの低下などが考えられる。乙れらの結果についての支持力への

影響の程度は裁荷試験でも行っ て確認する以外K 適当な方法はなかなか

見当らない。

2) 各地の土居lζ 対する施工実績や経験が少なく ，また施工法の多種

多様化によって同一施工法による数多くのデータを集める乙とも困難で

ある。

以上のような乙とから ，場所打ぐい工法や既成ぐい埋込み工法の場合

の支持力については打撃ぐい工法に比べ支持力 K施工技術および地盤性

状が影響する度合が非常に大きく ，とれを度外視して一般的に支持力を

論ずる乙とは非常に危険を伴うおそれがある。そのためには高度の技術

水準をもって各工法の施工ポイン ト， そのメカ ニズムなどを十分熟知の

上実用に供 していかねばならない。そのためには各工法について，下記

の項 目について調べておく必要があ る。

0 工法の名称 。施工会社名 0 特許の有無 0 施工概要 0 用途

0 掘さく 方法 0 ケーシングの有無 0 泥水 ・清水の使用の有無

0 主体械機の大きさ ，使用電力，種類 。付属機械の大きさ ，使用電力，

種類 。機械据付の安定性 ・容易性 0 施工機械の移動性 0 適応土

質 0 施工深度( 最大，高能率深度) 0 施工径 (最大，高能率径)

0 施工能率 0 支持屈の確認 ( 容易性，支持力の算出法) 0 排土の

処理法 0 施工例( 施工歴を含む) 0 実施例( 具体的なもの，試験

結果) 0 特殊事項( 併用工法を含む〉

3. ( セメントミルク注入工法〕

3 ・1 工法の概要と支持力の考え方

〔セメント ミルク注入工法〕は昭和43年 7 月， 筆者らによって開発さ

れ，その年の 12月lζ 実際の工事 IL用いられてからすでに 4 カ年が経過し

ている。最近急速に実施例が多くなり つつある。

本工法の概要はベン トナイ トとセメント を混合した掘さく用溶液を連

続オ ーガーの軸芯から地中 IL注入しながら掘さくし ，乙れによって掘さ

く孔の確保とくい挿入後の孔壁とくい体との間隙の充填材 として用い，

とれによって摩擦力の低下をなくするとともに，予定深度 IL達すると富

配合のセメン トミルクを注入しなが ら支持層中の砂れきや砂 と撹持 し

て，その部分を生コンクリ ート 状にしてくいを乙のなかに婦入し，乙れ

と連絡して先端支持力の猶加をはかったものである。

普通打撃ぐいの場合くい先端は支持層中 lζ l. O- 1. 5 m打込まれ，また

周辺地盤を荒さない という条件がある 。( 図- 1)  本工法はオ ーガーに

よって掘さくするので先端砂れき層中の砂れきを採取するととはオ ーガ

ーの形状からみて不可能であり ，砂れきは孔中 lζ 残るととになる。との

ままではくいの挿入は先端部分まで行う ζ とは打撃によるか，強大な圧

入力を必要とするととになるので，本工法は乙の部分を コンクリ ー ト化

してくいを乙の部分と連結したものである。

また施工K は動力としては原則として動力を用い，さらに挿入時の補

助工法としては圧入または軽打によって行っているので無音無振動工法

のーっ といえる。

3 ・2 施工の11国序

(1) 所定のくい芯lζ オーガーを建込み，その垂直性を確認 したのち掘

さくを開始する ① 

(2) 掘さく用溶液をオ ーガーの先端より注入しながら中間層を掘さく

する ② 

(3) 予定深度K 達したら ，それが支持層であるかを確認 して根固め溶



る点を読み取ると とであろう。一方，地質調査結果からおおよその支持

層出現深度を予知しておく必要がある。支持層への根入れ長は原則とし

て 1. 5 mとする。乙の理由はすでに述べたとおりである。

(2) 掘さく孔の曲り lとついて

掘さくは連続オーガーによって行うのであるから ，オーガー 自体にも

ともと曲りがあればまっすぐな孔が掘れるはずがないので，オ ーガーを

選別して途中で曲ったり，羽根部分lζ 欠損のあるものは施工前に取り換

えねばならない。また掘さく速度が早過ぎると曲りやすいので注意が必

要である。

(3) 掘さくおよび根固め溶液について

掘さく溶液は掘さくがスム ーズにいくよ う土の抵抗を感じるとともに

孔壁の保護を兼ねるものであるが，それ以外に孔壁とくい本体との間際、

液lζ 切換える ③ 

(4) 根固め溶液を注入 しながら数回，数m オー ガーを上下し，十分撹

持してオーガーを引抜く @  

(5) くいを掘さく孔中に挿入し，自重で入らなくなればモンケンまた

は機械重量を利用して圧入するか，ど く小さな打撃を加えて挿入する⑤

施工の順序を図- 2に，実際の施工記録の一例を図- 3 1c示す。

3 ・3 施工管理上の問題点と注意点

(1) 支持層の確認と根入れ長について

一般的 iζ 無音無振動工法における支持層の確認はやや不明瞭になるも

のであるが，本工法においても支持層にやや大きなれきが混じっている

場合以外はやや不明瞭になる。そとで確認法としては掘さく速度を一定

にしてアンメ ーターなどの電気抵抗の変化を利用して急にメ ーターが上
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を充填する役目がある。そのためには掘さく溶液はベントナイトのみで

は水分を含む土のなかでは固まらないので乙れにセメン トなどの国結材

を加えてやる必要がある 。よくベン トナイトのみで行っているのを見か

けるが，乙れは間違っているので注意すべきである 。

根回め用溶液はくい先端部を少なくとも支持層と向程度の強度にする

必要があるため，相当富配合にする必要があり ，乙 れが先端部 lζ 集中し

て注入されるよう管理する乙とが必要である。

また注入溶液は定められた配合と注入量を正確に計畳できるよう設備

を整えなければならない。参考までに標準配合の一部を表ー し 2に示

しておく。

14)  くいの符i入

拐さく孔中にくいを帰入する場合，できるだけゆっくり挿入した方が

よい。より早く入れる方がよく入るから といったやり方はか元ってくい

を損傷させる乙とになる 。とくに先端開放型のくいを使用する場合，あ

まり早く入れると 泥水による内圧に よって簡単にくいが裂けてしまう乙

とがある 。

この工法では普通オ ーガー径がくい径よりも 10cm程度大きいため ， く

いがある程度長くなると長柱化するので，挿入後本格的な打撃を加える

乙とは厳に避けねばならない。応々にして打撃を加え( 支持力確認と称

して行っている) く l 、を破損さしている例はかなり多いと思われる 。支

持力の確認は今のと乙ろ場所打ぐいと同様議荷試験によって行う以外に

』まな し、。

(5) 不適条件

本工法といえども万能工法ではないので，以下の条件での使用はでき

るだけ避ける必要がある 。

i ) あまり長柱化するようなくい，たとえば径 4∞m m，長さ 4οmの

ようなもの。

i  i ) 大れきが中間層や先端黄色盤にある場合はオ ーガーでは銅さくが非

常 lζ 困難となる 。

i  ii ) 先端地盤 lζ 被圧水がない場合や非常に高い被圧水がある場合は板

固め注入液が流出 ，分散する。

i v) 先端地盤中に流水がある場合は根固め溶液が流出する。

図- 5

載 荷 試 験 結 果 か ら み た 場 所 打 ぐ い お よ び 〔セ メント ミル ク

注 入 工法 〕 の 支 持 力

4. 
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4 ・1 資料内容

本稿lζ 収集した資料内容およひ記号はつぎのとおりである 。

( P ) - A 場所打ぐい 径1，OOOmm長

( P ) - B 場所打ぐい 径 1. 100mm長

( p) 一 C 場所打ぐい 径 1. 2∞m m長

( C ) - A  ( セメントミルク 注入〕ぐい径350mm長 6. 0- 34. 0m 7例

( C) - B  ( セメントミルク注入〕ぐい径400mm長 18. 0- 36. 0m 9 例

( C)一 C ( セメントミルク注入〕ぐい径450mm長10. 0- 36. 0m 11例

CC) - D  ( セメントミルク注入〕ぐい 径5∞m m長12. 0- 34. 0 m22例

揺さく用注入液の練準配合表表 ー 1
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セメン トミルク; 主入ぐい支持力表 ( 2 )  図- 6注入置は必要量とする

表- 2 根固め用;主入液の僚準配合表 C  セメン卜量 k. W : 水 S

<  ，、 I壬; 4 0 0 mm 4  5  0  mm 5  0  0  mm 6 0 0 mm 

" . ーガ - ffi

5  0  0  mm 5  5  0  mm 6 0 0 mm 7 0 0 mm 

( 先 地 )

ミミミ

1  :  1. 2  1  :  1. 4  注入液量 1  :  1. 2  1  :  1. 4  注入液量 1  :  1. 2  1  :  1. 4  主主入液最 1  :  1. 2  1  :  1. 4  注入液i i i :

C  W C  w  m'  C  W C  w  m'  C  W C  W m'  C  W C  w  町l '

1. 5  290 240 320 230 0. 344 360 300 390 280 0. 416 420 350 470 330 0.496 570 480 ωo 460 0. 675  

2. 0 390 330 430 310 0. 458 470 390 560 370 0. 554 560 470 620 450 0. 661 770 640 850 610  0. 900 

2. 5 490 410 540 390 0.573 590 490 660 470 0. 693 700 590 780 560 0. 827 860 720 960 680 1. 012  
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場所打 ぐいおよび〔セメントミルク注入ぐい〕などの ような掘さく 方

法を もっ くいの施工はその管理がすべてであるといっても 過言ではな

い。後者については今回の例のうち大半は筆者が管理指導 したもので，

まずまず良好な管理体制が採られていたととも好成績の原因の一つでは

ないか とも恩われる。いずれにしても使用者側としてはその工法を熟知

し，施工管理ポイン トを十分把握された上，施工される ζ とを切に望み

たいものである。最後に資料を提供していただいた各位と ，とくにその

整理IC多大の協力を していただいた日本 コンクリ ー ト工業の内田正教氏

K 感謝の意を表するものである。

CC ] - E  ( セメン トミルク注入〕ぐい径ぷ氾mm 長 12. 0- 39. 0m 10例

4 ・2 先端地盤

1) 場所打 ぐい

先端地盤はほ とんどが50以上のN値をもっ砂れきまたは砂層で支持地

盤の厚みは大体 4. 0m以上である。

先端lζ 堆積したス ライム畳は筆者の考案した方法( かなりきびしい

が) で測定した結果はO. 02- 0.  2 5 mが認められている。サクシ ヨン効果

によるゆるみについては測定していない。

1i )  ( セメントミルク注入ぐい〕

先端地盤はすべて砂れき居か砂層でそれ以外の地層はなかった。すな

わち支持ぐい として用いられている。 N 値は30- 50以上で層厚はほとん

どが 3 m以上であった。ただ数例，ちゅう積層上部砂層に埋設されたも

のがある。また掘さく深度まで持入できず ，いわゆる高止 りしているの

がかなりあり ，その量もO. 1- 2. 5mlζ わたっているが，支持力には影響

はないようである。

4 ・3 長期許容支持力の比較

収集した場所打 ぐい 18例，セメ ン トミルク注入ぐい59例を載荷試験結

果より求めた降伏点のろも，Meyerhof 式の値のV a，設計耐力 ，材料許容

強度および最大荷重の% の値を求め ，乙れらを比較したのが図- 4 - 図

- 8である。乙のうち降伏点は，

(a)  くい頭部荷重 Ro と沈下室 So を両対数 lζ プロットし ， log  Ro-

l og So線が折れ曲る点の荷重

(b) Ro- ム501ムlog t 線が急折する点の荷重

(c) 各段階荷重の お と時間 t を片対数にプロットし 50- 1og t 線が

凹型曲線状になるか，直線上の勾配が急増するときの荷重

のうち原則と して最も小さな値のちもとしたが，ときには(a)，(b)， (c)のど

れかが 不明瞭な場合はそのうちの明瞭なものの値の% とした。また ，

Me yerhof 式は下記の式によって計算した。

r. "̂.  n ， tNsx L s ， Nc x L c¥" ， c1  

ｒ｡］ ｖ｡ ｸ ｾ Ｔ Ｐ ｎ ａｐ Ｋ ト 一 子一Ｋ一万一一 ｬ ＧｬＧ ρ ｦ Ｍｗ ρＧ

( ただし ，セメン トミルク注入ぐいについては Wρ' の項は除いてあ

る〕 式中の記号の説明は略する。

乙れらの結果を設計耐力および降伏値の% を囚とした場合における

Meyer hof 式の% の値，許容材料強度との比を場所打ぐいと〔セメン ト

ミルク注入ぐい〕に分けてまとめてみると表- 3 ， 4のようになる。

乙れをみると両者にはかなりの差異がみとめられ， 降伏値に対して

Meyer hof の値は〔セメン トミルク注入ぐい〕では 1. 25であるが， (場

所打ぐい〕では 1. 85とかなり過大になっている 。また材料強度も設計値

IC対 して1. 52と2. 36とかなり開きがある。

つぎに縦軸にくい頭沈下量 50 を横軸? と荷重度 (Rol A) を とって，

場所打ぐい ，打撃ぐいおよび〔セメントミルク注入ぐい〕を比較したの

が図- 9である 。とれからも本工法はかなり良好なものと息われる。
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鉄骨構造における溶接接合について

佐 藤 邦 彦

最初に最近の体験を書く。多少私事にわたり ，かつ与え られた表題と

直接かかわりがないかも知れないが，それはお許しいただきたい。

×  
×  ×  

昨年度から広島大学の非常勤講師を頼まれて，船舶工学 ・土木 ・建築

・機械なと、の大学院学生に溶接構造論といった話をしている。 6 月の末

にその講義で広島へ出張した機会に 2 日ほど休暇をとってあの附近をド

ライプ旅行に出かけた。夏休でもないのに休暇をとったのはおそらく大

学に奉職して25年間にはじめてのととである。それには理由がある。

結婚したのは終戦後間もない頃で，衣食住の基本物資を得るのに汲々

としていた頃である。最近の若い人たちのように派手な新婚旅行などす

る余裕は，とくに大学の簿給ではとてもなかった。幸い，末の娘が乙の

4 月に大学に進学して物心ともに多少のゆとりができたので，銀婚式に

はまだ 2 年ほどあるが 2 人で旅行lζ 出かけようという乙とになった。そ

れには人の混み合わない 6 月頃の方が良いというので，今度のドライブ

旅行にな ったのである。幸か不幸か空梅雨で梅雨シーズ ンにもかかわら

ず晴天にめぐまれ， 3 日間で約 4∞キロをドライブする楽しい旅行であ

ったが，それはと ζ の話とは関係がない。

ある県庁の所在地のホテ J レに着き ，街で夕食をとるためにタクシーを

よんだ。 その途中の乙と，ある街角でちょっと風変りな建物を見かけ

た。 i あれは何だろう ? J という ふたりの話を引き取るようにタクシー

の運転手が，

「体育館ですよ 。見かけは変ってますが，だけどあれは評判が悪いん

でね」

という。それからだんだん話を聞いてみると，その体育館は名前をいえ

ばあの人かと誰でも知っている著名な建築家の設計であるが，天井が低

くて体育館としてはきわめて使い難い，球技をやるとボールが天井にあ

たる ，それで評判がよろしくないんだという。

「かっ乙うばかり良くて も使えない体育館 じゃしょうがないよね」

と，著名な大先生も運転手にかかつてはさんざんである。

乙れと似たような話は，体育館のような公共建築物だけでなくて，わ

れわれの住む住宅にだってある。 i暮しのOOJ といった家庭雑誌にと

きどきそんな記事が出ているし，現IC拙宅を建てたときにも苦い経験が

ある。 5 年前 lζ 建てたとき，最初に設計を依頼したのは莱建築設計事務

所の若い一級建築士であった。できあがった図面はわれわれの住む普通

の住宅地には少ないモダンな外観であったが，敷地の関係からくる日照

の問題などで家内が頑強に抵抗した。気の弱い私は聞に入ってマアマア

となだめようと努力したが，結局その一級建築士氏にお引取り願ったの

である。現在， 私の住んでいる家の間取り図と外観を作ってくれたの

は，当時，阪大建築工学科の大学院博士課程学生であった滝沢章三博士

( 現在川崎製鉄鋼構造研究所) である。同君も一級建築士だそうである

が，当時の研究テーマ は「鉄骨構造における溶接継手の強度J であっ

て，われわれの庶民住宅の設計とは関係がない。それにもかかわらず，

同君は親身になって私たちの窓見と希望を聞いてくれて，外観 ・日照 ・

使い勝手ともに満足すべきものができあがったのである。
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×  ×  ×  

建築物の設計者は使う者の 乙とを考えてくれなければ困る という乙と

は，われわれのような建築の素人にとってはきわめて当り前のととであ

る。乙の当り前のととが，上IC述べた例によると ，必ずしもそうなって

いないように恩われる。与えられた表題は「構造と施工のかかわり」特

集のなかで、の「鉄骨構造における溶接接合について」であって，上IC述

べた乙とがらとは直接の関係はない。しかし似たような問題はいくつか

あって， それは「鉄骨構造の設計者が鉄骨の製作の乙と， とくに最近

Wei ght の大きくなっている溶接の乙とを考えない場合J IC問題となる

ととが多いように恩われる。考えないのは無関心であるのか，関心があ

ってもそ乙まで手がまわらないのか，専門家である鉄骨加工業者の意見

を十分に聞かないのか，いずれにせよ結果は同じである。そういった問

題について，私の経験や感じた乙とをいくつか乙乙で書いてみようと思

つ。

×  ×  ×  

一昨年の春，阪大建築工学科の五十嵐教授，脇山助教授，井上助教授

らと米国の各地を 2 週間ほどまわった乙とがある。 一行のうち私以外は

建築の専門家なので，行く先々で建築中の建物や完成した建物を見てま

わって写真を取っておられた。 写真 1， 2 はサンフランシスコのある街

角で見かけたもので，ピ、 J レの名前はそのとき聞いたけれども今は恩い出

せない。

昨年，カナダのトロントで・関かれた国際溶接会議に出席の途次，サン

フランシスコに一泊したときには，乙の建物はもちろん完成していて，

ヒツレの途中の階で壁面にテーパーをつけた外観はなかなかシヤレたもの

であった。建築中のとのビノレを見たときの感想は，傾斜のついた 3 本の

柱をその頂点で一つにまとめるのは，建方の点でも溶接の点でも大変苦

労が多いだろうという乙とであった。建方がうまくいかないと現場溶接

の開先精度にバラツキが生じ，乙れが現場溶接の品質にはねかえってく

る。設計者はそ乙まで考慮 したのだろうか。設計者の関心はそんなとと



よりも，斜めの壁面をもったジヤレた外観の方に引かれたのではないだ

ろうか。さらにまた，斜めの壁面は内側からみると Dead Space が大

きくなるのではないだろうか。乙れとよく似た建物が最近大阪でも建て

られたのを見た乙とがある。乙れが上lζ 述べたサンフランシスコのピル

の其似であるのかと‘ うかそれは知らない。けれども，何の必然性もなし

に乙の種の構造が流行する乙とは，溶接施工をふくめた鉄骨の製作の点

ではちょっと困るのである。

×  ×  ×  

日本鋼構造協会のなかに工作基準小委員会というのがあって，筆者も

その委員の一人である。乙の委員会のなかの溶接関先研究班というグル

ープが最近「溶接関先標準」なる資料をとりまとめた。ア ーク手溶接と

サプ7 ージアーク溶接について，板厚と溶接姿勢別 lζ 開先標準範囲を示

したものである。乙れと類似の開先標準はAWS . D I Nなどの外国の

規格にもあるし，わが国でも日本建築学会の溶接工作規準に出ているが，

数値は互いに少しずつ異なっている。 4 年ほと前 IC乙の「溶接関先標準」

を策定するための研究班を組織する話が出たときに，筆者は乙の作業を

疑問視する意見を委員会の席で述べた記憶がある。その理由は乙うであ

る。溶接継手の関先形状寸法は，与えられた溶接法 ・溶接姿勢 ・板厚に

対して欠陥のない完全な溶接を作るのに必要にしてかつ十分なものであ

ればよい。乙の条件を満足する開先形状は，溶接法 ・溶接姿勢 ・板厚と

いった単純な条件だけで唯一にきまるものではない。使用する溶接ワイ

ヤ径. m流，速度などの条件や運棒装作などの経験的要素もからみ合っ

てくる。 経験的要素が入るとなると . Fabri cat or によって開先形状 ・

寸法が異なるのは当然である。それを「関先標準」という形で統一する

のはあまり意味がないのではないか，という のが筆者の考えであった。

いろいろな規格 ・規準に記載されている開先形状は標準的な一つの例と

見るべきであって，それが唯一絶対と思い誤まってはならないと思う。

柱・はり接合部の現場溶接で普通にとられる開先形状は，うら当て金っ

きレ型開先である。乙の種の継手では，よく知られているように完全な

溶接を作るためには適当なノレートギャップと開先角度が必要である。 J レ

ー トギャップが極端にせまいと J レート 部に欠陥が生じやすい。ルー トギ

ャップが広くなると ，開先角度を多少せまくしても欠陥のない継手を作

るととができる。と乙ろが困 った乙とに ，現場溶接の開先精度は工場に

おける鉄骨の加工精度以外IC ，建方時における種々の条件によって大き

く異なるのである。 図- 1はある工場で測定された現場溶接の開先精度
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図- ) ｴ 主・ は ｄ 現場溶接部のＩｾ ー トギャッ プ のばらつき

N  294 

元 123

のバラツキの例である。経験を積んだ Fabri cator ならば，乙うい ったデ

ータをふまえて最適の開先形状を R ec ommend するはずである。開先

形状が唯一絶対のものではない乙とは乙んな例からもわかるであ ろう。

×  ×  ×  

「ハニ カムはり」というのは建築鉄骨でよく使われる o H型鏑の中立

軸に沿ってジグザグに切断して上下に積み重ねて溶接するというもので

ある。誰が考え出したのか知らないが， なかなか良いアイディアであ

る。材料の節約になるし，熔接線も短かくてすむ。しかし短かい溶接線

が沢山あるという乙とは，溶接部の品質の点からい って必ずしも得策で

はない。おまけに，わざわざ作った六角形の孔の一部を図ー 2のように

はめ乙み溶接するといったディテールに至つては，加工工数の点でもメ

リットはないし，はめとみ溶接は慎重にしないと溶接割れなどの欠陥を

生じやすい。最近， ある超高層ビ J レ鉄骨の溶接iζ 関連して，設計者IC

「ハニカムはりの六角形の孔はどうして も六角形でないといけないので

すか」と質問したととがある。答えは「ノ ー」であった。あの孔は配管

上必要なのだから丸孔でもよいのだそうである。それならば別の作り方

がある。 図- 3のような溶接組立はりにするのである。まずウエプ板IC

必要数の丸孔をガス切断であける。つぎにウエプとフランジのすみ肉溶

接を自動溶接で接合するのである。溶接部の品質は乙の方がずっと良く

なるし，切断と溶接の自動化によって加工工数も少なくなるかも知れな

い。 F abri cator は乙の提案の方を希望し，設計者もそれを受け入れて

下さったのである。 i われわれはハニカムはりという一種の流行のよう

なものにとらわれていたのですね」とはその設計者の言であった。

同 日 + 叫

×  ×  

一伊予サ叶

図- 3 ハニカムはりと同 じ機能をも った

溶接組立はり

×  

最近建築鉄骨の溶接の乙とでど相談をうける機会が多い。そんなとき

にいちばん頭をなやますのは，溶接部に対して設計者はどんな性能を要

求しているかという乙とである。現場溶接によく使われる炭酸ガスアー

ク溶接とノ ーガスア ーク溶接を比較してみると ，強度的にはどちらも問

題はないが，衝撃値で代表されるような破壊じん性は炭酸ガスア ーク溶

接の方が，一般にはずっとすぐれている。だから安全をみて炭酸ガスを

使うのだというのも，それはそれで一つの見識であるが，ノ ーガスが使

えないという極め手にはならない。その極め手を出すためには，建築鉄

骨の構造設計フィロソフィ ーにまでさかのぼらなくてはならないだろ

う。建築物では地震時に大損傷をおとさないようにする乙とが一つのポ

イントになっているようである。地震時に，柱ー柱接合部とか柱ーはり

接合部などの重要溶接部にどの程度の局部変形を生じるのだろうか。

「それを何とか定量的に推定できないものでしょうか」とかねがね阪大

建築工学科の五十嵐教授その他の方々にお願いしていた。一方，接合部

の部材の配置とカの流れだとか，局部的な塑性変形だとか，欠陥をふく

む場合の破壊挙動だとかいった問題は，塑性力学 ・破壊力学などを応用

した計算と実験で解決していく 。その結果と上IC述べた推定値とから何

とか極め手が見つからないだろうかというのが私の考えである。乙うい

った研究から ，検査の場合の溶接欠陥の評価の問題ももっとすっきりし

たものになるかも知れない。最近，五十嵐教授の研究室とわれわれの研

究室とで乙の問題について共同研究をやろうという乙とに話がまとまっ

ている。もちろん，研究だか らうまくいくのかどうか，また完全な極め

手がつかめるのかどうか， それはやってみない と何ともいえない。しか

し. i構造と施工とくに溶接のかかわり」 といった問題では，乙の種の

共同がぜひとも必要であると私は考えている。

×  ×  ×  

溶接はボルト接合などとともに接合の重要な手段である。接合の手段

であるから ，溶接の問題はすべて Fabri cat or IC属する問題であると思

われがちであるが必ずしもそうではない。建築物に限らずあらゆる構造

分野において，溶接は構造物の製作の重要な手段となっているが，どん

な場合でも ，溶接にともなう問題は，設計 ・材料 ・工作の関連において

総合的に解決する姿勢がぜひとも必要である。乙の考えをもとにしてと

りとめのない乙とを書きつ らねたが，何かど参考になれば幸いで・あ る。

( さとう く11: ひ己 大阪大学溶接工学研究所教侵 ・工博)
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鉄筋コンクリート造の工期短縮

- 超早強セメントを使用して-

土 岐 高 史

1. は じ め に

コンクリートといえば，建設に欠かせない材料であり，鉄筋コンクリ

ー ト造は ，超高層建築を除いて建築構造体の主流であろう。乙の コンク

リート の大きな欠点として ，型わくに打ち込んでから ，その性能を発揮

するまでに養生期間が必要な乙とがあげられる。最近急速に普及しつつ

あるプレハブ工法は ，乙の欠点を補う方法であるが，しかし現場打ちの

良さも決してないわけではなく ， 依然として コンクリ ート施工におい

て，広く採用されている。乙の現場打ち施工法の大きな欠点である養生

期間の短縮のために，普通セメントのほかに早強セメントが販売されて

いるが，どうも不十分だという声が強かった。

そ乙で昭和44年 lζ ，早強セメン トよりもさらに性能の高い ，超早強セ

メン トが市販されはじめ ，場合によっては ，コ ンクリ ート打設の翌日に

型わくの取りはずしができるという画期的なセメン トといわれている。

以下，乙のセメントとその応用について若干述べる乙とにする。

2.  超 早 強 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト

終戦後，わが国のセメントの品質は急速に上昇し，昭和28年頃 IC. ほ

ほ現在の水準 lζ 達し ，以来す、っと横ばいを続けてきた。また ，セメ ン ト

の品種としては ，混合セメントは別として，普通，早強，中庸熱の 3穫

であった。乙の間，どく短期間で強度を出すセメントとしては ，ア ルミ

ナセメントがあり， コンクリートへの応用についても，研究が進めら

れ，一部緊急工事用あるいは補修用として実用化されてきたが，転移に

よる強度低下という致命的な欠陥があるとともに，取扱いも難しし価

格も高いといった乙とで，あまり伸びなかった。そζ で，ポ J レトランド

系のセメントで短期間で強度の出るセメントは造れないかと考えるのは

当然の乙とで，各方面で研究， 開発が行われ ， 1社が名乗りをあげる

と，次つぎに市販され，現在5 社から販売されている 。筆者も乙のセメ

ントの開発に関係した乙とがあるが，あとで聞いてみて，別の会社で全

くといってよいほど同じプロセスを辿って開発が行われた乙とを知り ，

ある意味では無駄な投資が行われたような気がしてならない。

表- 11( 5銘柄の超早強セメントの最近の試験成績( 平均値) を普

通，早強と比較して示す。乙れからわかるように，超早強セメン トは在

来のポ J レトラ ンドセメン トと本質的にほとんど差がなく ，事実早強ポ J レ

トランドセ メントの規格のなかに入ってしまう 。 しかし ， 材令 l 日で

2∞kg/cnl という圧縮強さは ，過去において不可能とされていたもので、，

乙れにはセメント化学における基礎的研究の成果と粉砕技術の進歩に負

うととろが大であろう。
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3. 超早 強 セメントを用いたコ ンクリ ー トの性質

セメントで得られた超早強性はコンクリ ー トで も確実に発揮され，材ー

令 1 日で普通セメントを用いた場合の材令 7 8 の強度が，材令 3 日で28.

日の強度が得られると考えてよい 。建築学会の超早強セメン ト小委員会

が行った現場調査の結果りの一部を表- 2 1C示すが，現場養生でも材令

3 日で設計基準強度を上回っている乙と がよくわかる。

コンクリートにした場合，まずその施工性が問題であるが，現在まで

の経験，報告によれば若干の違い ，たとえば単位水量がわずか多くなる

とか，凝結時間が幾分短いという乙とはあるが，従来の施工法をそのま

ま用いて差支えない。養生花関しで も同様で，空気中や低温下でもよい

強度発現を示している。硬化したコンクリ ート の特性については ，圧縮

強度に対応した値を示し ， 乙れも従来の設計上の値を用いて差支えな

い。とくにクリ ープに関しては ，強度さえ出ていれば，載荷材令が短く

てもクリ ープ係数が増大する乙とはなく ，早期脱型が十分可能な乙とを

示している 。超早強セメントを用いたコンクリ ー ト!C関する文献の主な

ものを末尾にあげておく幻寸〉。

4. 施 工 例

超早強セメントを用いた場合，工期短縮 lζ 関連してその施工例を 2 -

3 あげてみると ，つぎのようなものがある 。

まず， ある9 階建ての事務所の増築工事で日 ，8 階と 9 階のコンクリ

ー トに超早強セメントを用いて，型わく存置期間を 3 - 7 臼IC短縮し，

全体工期を約 2 週間つめる乙とができた ( 図一1 ) 。ただし ，乙の場合

は 型 わ し 支 柱 を l 階分余分に使用し ，経済的には不利になっている。

型わく存置期聞が短縮できる乙とか ら，型わくはできれば l 階分でや

りたいわけで，そのためには ，各階の寸法を同じにするなど設計上の配

慮 も必要になる。ある 3階建て R C ラーメン構造の独身寮の工事日の工

程を図- 2!C示す。図からわかるように，工期短縮 ICは，型わく存置期

間の短縮だけではなく ，型わくの運搬，建込みあるいは配筋等について

も，合理化，省力化によるスピードアップが必要な乙とがわかる。

超早強セメントの早強性を生かした新しい施工法として，つ り下げ型

わく工法がある U 。乙れは ，s造のスラブコンクリ ー トの打設に用いる

のであるが，図- 3，ζ 示すように，鉄骨の仮締めが終ったあと ，型わく

を最上階から吊り下げ，上からコンクリ ー トを打設して下ってくる方法

である。型わくの移動がきわめてはやし 図- 4のように各階を 1週 間

で施工する乙とができる。スラブ配筋の合理化によって，さらに工程の

短縮が可能である。



表一 1 各種ボルトランドセメントの試験成績
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表 - 2 超早強セメント を用いた現場調査
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図- 2 1階分の型わくによる コンヲリー卜工事の工程 〔超早強セメント )
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占

以上，簡単lζ 超早強セメン トおよびその使い方について述べたが，超

早強セメン トはその早強性において，たしかに期待通 りの性能をもって

いる乙とがわかる。さきに述べた現場調査の答として述べ られてい るメ

リットとしては，

(1) 型わく材料費が減少する。

(2) 型わく運搬質が減少する。

(3) 型わく存置期間が短縮する。

(4) 工期が短くなる。

(5) 型わく ，支保工がはやく撤去でき ，空間が有効に使える。

(6) 表面仕上げがはやくできる。

(7) 寒中工事に有効( 低温下の強度増進が大) である。

題問5. ③ ② ① 

寸

寸

|

@

@

@

 
@

@

@

@

@

G

 

などがあげられ，デメリットとしては，

(1) 打設計画を念入りに行い，生 コン牽の待時間を短くする必要があ

る。

ワーカビリチ ーが良好で，プリ ージングと型わくからの漏水が少

ないが，関口部，階段は密閉型わくを必要とする。

(3) コンクリ ー トの コス トが増加する。

などで. (3)を除いては，それほど大きな問題ではない。

現在，超早強セメントが使われる目的は，緊急工事とか，工程の遅れ

をとりもどすためとかであって，施工計画の段階から組入れて，工期短

縮はもとより ，型わくその他の合理化を図って総合的なメ リットをねら

ったケースは，まだすくないようである。

それは，施工例でも述べたように，建築の工程には，コ ンクリ ート 工

事以外IC. 非常に多くの作業が平行して行われており ，単に型わく存置

期間だけを短縮しでも ，他の工程が同時に短縮されるのでなければ，な

かなかその効果が発揮されないのである。今まで，コン クリー ト工事に

おける型わく存置期間が工程中のクリテイカルパスであり ，乙れを縮め

る乙とが肝要だといわれてきたが，実際にそのようなセメン トが出現 し

でもなかなか使われないのは，上記のように他の工程がぎっしりつまっ

(2)  
⑤ ⑤ 
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ていたからなのである。

したがって，超早強セメントによる工期短絡を本格的に図るには，単

ｾ ｃ 型わく存置期間の短縮だけでなく ， 施工計画全体をはじめから考え直

す乙 とが必要である。つり下げ型わく 工法はその一例 と考えてよ い。

建築施工における現場打ち コンクリ ー ト工法は，いろいろ と問題点を

含みながらも，それなりに一つのシステムとしてバ ランスを保っており ，

りわお6. 

その一部分を考えても急には全体を変える乙とはできない。発売後，数

年しか経過していないが，超早強セメントおよび乙のセメン トを用いた

コンクリ ー トに関しての研究だけは急速に進み，すでにその全ぼうがほ

とんど明らかになったと思われる。したがって今後は，乙れをいかに有

効に活用するかというととが大きな課題である。それには，超早強セメ

ント コンクリ ー トを，施工計画全体. のなかで採り上げ，乙れを用いるとと

によって総合的なメリットを得るような着眼と工夫が必要であり ，その

試行錯誤くりかえしの後lζ 超早強セ メントの評価が決まるのであろう。

鉄骨建方完了後， ロッドまたはワイヤロ ープを最上階より 下げ，

T F M型わくを l F 床にセットする。

T F M型わくのセッ トが完了次第T F M型わくを上昇させ. 2  F  

鉄骨の本締めを行う。

逐次その作業をくりかえし最上階の本締めを行い ，鉄骨の本締め

作業を完了する。

その後最上階の コンクリ ー トを打設する。

次K T F M型わくを 8 F 床IC下降させ . 8  F 床型わ くとしてセッ

トする。

セットが完了次第T F M型わく により 8 F 床のコンク リート を打

設する。

逐次その作業をくりかえ し3 F床の コンクリ ー卜 を打設する。そ

の後. T F M型わくを 2 F IC下降させ. T F M工法を完了する。

図 - 3

T F M工法 (Takenaka Fl oat i ng Mol d Process)  

② 

③ 

① 

④ 

⑤ 

⑤ 
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コンクリートのひびわれとポンプ打ち工法

中 根 淳

は じ め に

コンクリ ー トのひびわれには種々のものがあり ，その発生のメカ ニズ

ムも必ず しも明確になっていない現時点において，とくにポン フ。打ち工

法をとりあげて，そのひびわれ防止対策を論ぜよというのは大変難しい

乙とであ る。そ乙で，乙 乙では話題をポン プ工法によるひびわれのみに

限定せず，他の諸技術との関連，ポン プ工法普及の過程とその背景，ひび

われ発生の一般的要因などひびわれをめぐる諸問題について言及した。

1. コンクリート関連技術 の変遷のなかのポンプ工法

先頃，過去20年聞にどれくらい コンクリ ー トIC関する技術が変化した

かに興味をおぼえ ，自分なりに回顧整理してみた。 19世紀の中頃アス プ

ディンによって近代的セメン ト製造法が確立され，モニエ によって鉄筋

コン クリ ー トが考案されて以来，多少の改良はあってもとれらの原理を

根本から変えるほどの技術上の大きな変革は，そんなになかったとばか

りきめつけていた筆者の廻りに ，かくも目まぐる しく技術が変化してい

る乙 とを再認識し ，少なからず驚いた。どく大雑把にみただけでも ，つ

ぎのようなものが挙げられる。

凶 生 コンクリ ー トの普及

(B) コンクリ ート ポンプ工法の普及

(C) 異形鉄筋の使用

(D)  混和剤の普及

(E )  人工軽量骨材の使用

(F) A L C版の使用

(G) 合板型枠の導入

(H)  プレ コンの使用

(I) 超早強セメン トの出現

(1) 膨張コンクリ ート の出現

(1<)  ホット ミックス コンクリ ー ト

(L)  ポリマ ーコ ンクリ ート

ζ れらのうち ，凶 ｾ Ｈ ｄ Ｉ までの項目は ， 在来工法を駆逐し ， 全面的にと

ってかわったという点で画期的である。年次的にみたそれらの変化をグ

ラフで示せば ， 次頁の 図 Ｍ ＱｾＴ のどとくになった。

とくに コンクリ ー トポンプ工法の急速な普及は，過去数年間の技術変

化のなかで最も顕著な現象であった。 ζ の変化を惹起させた社会的な背

景を考えると ，まず第ーに伎能労働者を含めた労働力の相対的な不足と

労務貨の高騰があげられ，そのなかで コンクリ ー トポンプ工法は労務の

省力化および工期の短縮化の面で大いに役立ち ，その結果経済性の高い

工法として爆発的な人気を博した。しかし ，かなり早い時期にわが国へ

導入されたのにもかかわらず，それまであまり使用されなかったポン プ

が，ζ の時期にいたって急激に普及したのは，前述の時代の要請のほか

に，生 コンクリ ート などの関連技術が ζ の時期に確立された乙とも見逃

せない。そ して，乙れらの技術の変化は，生 コンクリ ー ト製造専門業者

およびコンクリ ート 圧送専門業者の誕生という労務組織上の変化をもた

らしfこ。

2.  ポンプ工法普及の過程

ポン プ工法が普及 した過程は，2 つの段階に分けて考える 乙と ができ

る。その第一段階は，ポンプ工法が工法として存立するかどうかの鼎の

軽重が関われた時期であり ，その第二段階は，工法と してまがりな りに

も一応の技術レベルに達し，テク ノロ ジーアセスメン トの気速が盛上っ ー

てきた時期とである。

普及の第一段階では， とくに人工軽量骨材コンク リート の圧送に際

し，閉塞事故が頻発し，ポンプ工法そのものについて悲観的な見方をさ

れた時期もあったが，その後，骨材の材質およびプレ ウエッ チング方法

の改良，ポンプ圧送用の調合比の標準化などの過程を経て，一応工法と

して安定期 iζ 入る乙とができた。乙の時期におけるポ ンプ普及の原動力

となったのは，省力化と施工能率主義であった。その結果，労務対策や

経済的な面でのメリッ トをうるために輸送手段としての圧送性の限界を

究明する乙とに興味の中心がおかれ，コ ンクリ ー トのスランプの増大を

助長させた。

できあがった コンクリ ート の品質が真剣 IC論ぜられるよ うになったの

は，技術的に安定期 IC入ってからの乙とである。第二段階以降，コ ンク

リート の品質のレベルアップのための啓蒙ないしは規制 として， 以下iζ

挙げるような出来どとがあった。

・昭和44年 8 月 建築学会北海道大会研究協議会

「コンク リート ポンプ工法の諸問題」

・昭和46年 3月 建築学会近畿支部 シンポジ ューム

「人工軽量骨材 コンクリ ート の諸問題」

・昭和47年 9 月 日本建築学会

「コ ンクリ ート ポンプ工法施工指針案」

・昭和48年 3 月 建築学会関東支部研究協議会

「コンクリ ー トの早期脱型およびきれつに関する諸

問題」

ポン プ工法と コンクリ ート の品質との関連は，換言すれば，まだかた

まらない コンクリ ート をもっぱら相手にする 「施工」と ，できあがった

コンクリ ート の性質を対象とする「構造」とのかかわりあいを論ずる乙

とでもある。 コンクリ ート の品質が問題とされるようになったのは，ポ

ンプ工法導入後の品質が在来工法によるそれより悪くなったのではない

かという漠然とした認識が流布されるよう κ なったからである。さらに

ζ れは，十勝沖地震で震災をひどく受けた建物のなかには，コ ンクリ ー

トの品質が不良のものがあるとの指摘もあって，よけい論議に拍車をか

けた。その後，ポンプ工法を採用するようになってから ，建物のひびわ

れが多くなったとか，床版が援みやすくなったとかも指摘されるように

なった。しかしながら ，乙れらの指摘はいずれも感覚的な発言に とどま

り，どのように影響があるのか，どれだけ多くなったのかという定量的

な商での裏づけに欠けるきらいがあ った。

3. ポンプ工法によってひびわれが本当に増大したか

ポン プ工法の普及によって，ひびわれの発生がふえたかどうかを立証
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する乙とはなかなか困難な乙とであるが，その調査例の一つを図- 5，c  

示した。

それによると ，経年的にみた コンクリー卜のひびわれのクレームは，

発生率および発生件数ともに昭和42年か ら43年にかけて急激に増加して

いる。また，乙れは昭和44年から 47年にかけて，補修を要するトラフツレ

のうち ，コ ンクリ ー卜 のひびわれに関するものが，4 件lζ l 件の割合で

発生した乙 とを意味してい る。乙の傾向を図- 4および図- 6 と対比さ

せて考えると，たしかにコンクリ ート ポンプが急激に普及した時期とよ

く一致 している。乙の調査結果の範囲で考えれば，ポンプ工法の採用と

コンクリ ート のひびわれの発生との間には，かなりの関連があるように

恩われる。

しかし. 一方， 注意すべきことは，ポンプ工法が登場してくる以前に

も同援の卜ラフソレはやはり存在していた点である。乙れは， 逆説的にい

えば，ポンプ工法上の改善だけでは，完全なコンクリ ー卜 のひび1つれ防

止は期し難いということも同時に意味しているのである。

4. コンクリートのひびわれ発生の要因

さて話を本題の「構造と施工のかかわり」に戻そう。筆者らが，コ ン

クリー卜のひびわれ，とくに床スラブのひびわれについて実態調査を行

った結果，乙 れらの トラ ブルの原因として，つぎのようなものが考えら

れる乙とが判った。

ひびわれの発生は，乙 れらの要因が数多く 該当す る場合ほど多いとい

う傾向がみられた。乙乙でいう A の条件が構造に関するものであり， B

およびC の条件が一般にいう「施工」に関するものである 。個々の要因

がどれだけひびわれに影響を及ぼしているかというグレイドは，現段階

でははっきり していない。

A の条件とB ・C の条件とは一見して独立した関係であるかにみえる

が，たとえば，薄肉スラプであるがゆえに配筋の乱れが致命的になると

か，大スパン構造であるがゆえに支保工の存置期間が短いのがひびくと

かいったように，構造と施工の要因間の相乗効果も実際にはかなりある

ように思われる。とくにポンプ工法 IC関係の深い g ， h ， j なとの諸項

目が，ひびわれ発生lζ 及ぼす影響力が大きそうだという推測は，前述し

た関係よりある程度できるが， しかし，それらだけでは原因のすべてに

はなり得ない。実際は，設計 ・施工 ・使用上の他の種々の誘因が復維に

絡まってひび1つれを発生させていると考えるべきであろう。それと同様

に，ひびわれの発生が多くなったのは， i施工」のせいだとか，すべて

「ポンプ工法J のせいだとかい うように ，単純に断定をしてしまう風潮

にも問題があ る。

5. ひ びわ れ 発 生 の確 率的要 素

それでは，現行の設計 ・施工法によって構築したすべての建物Iζ ，補

修を要するような大規模なひびわれが発生しているかというとそうでも

ない。たしかに，ひびわれの発生によって床が撰んだという 事例はかえ、

り存在するが，全体からみればまだ微小な割合でもある 。コンクリート
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のひびわれを防止するためには，当面，図一 ? に示したような各要因ど

とに，対策を講ずる乙とになろうが， しかし，一方，それによって部材

断面が大きくなったり ， 鋼材畳がふえたり ， また手間がかかった りし

て，現行よりかなりの コス トア ップになる恐れもある。そ ζ で，われわ

れが把握しておかなければならない乙とは ，現在，どの程度の割合で ト

ラフツレが発生し ， どの程度の補修費が払われているのか ， また， 今後

援々の対策を講じた場合，どの程度の コストアップとなり ，どの程度の

効果があるかというととである。それと同時IC構造的にどの程度までの

ひびわれを許容しうるか という判定の規準を確立しておく乙と も重要で

ある 。乙れらの関係を情報理論を拡大適用すれば，次式のように整理す

る乙とができる。

D = NI + P F… …・・・… … … … … … … … … … … … … … … (1)

乙乙 K D= 予想費用

N =設計 ・施工上のひびわれ対策

1 = 同上の対策によって生ずる コスト増分

P = 補修を要する トラブルが発生する確率

F = トラブJ レiζ 対する補修費

(1)式における Dが最小 となるようなNの条件を決めてやればよい。ひ

びわれの発生が皆無 という乙 とは望ま しいが，統計的に皆無近くにする

ためには ，かなりの安全を見込んだ設計を行わねばならず，その結果現

行の設計と相当かけ離れたものにもなりかねない。乙のような式による

処理が万能だとは考えないが，バランスのとれた判断をするための一つ

の考え方として紹介した次第である。

6. コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 工 法 の 今 後 の 展 望

最後lζ ポンプ工法の今後の展望と ，ポンプ工法lζ 関連した コン クリ ー

トのひび、われ対策について ，若干触れてみたいとおもう。 とれまでの反

省か ら，今後はできるだけ硬い コンクリ ー トを圧送するための努力がな

されるであろう。とれは ， とくに人工軽量骨材 コンクリ ー トに とって

は，早期直かおさえができる面でのメリットが出てくる。 一方， ポン プ

の機械関係では ，施工能率を損う乙 となく硬繰り コンクリ ート を圧送 し

うる機械の開発が進むであろう。また ，筒先ホ ースによる配筋の乱れを

少なくするため K ，簡単IL操作できるデ、イストリ ビュー ターの実用化，

鉄筋の自動結束機の開発，はずれないスペーサーの採用などが考えられ

る。また ，時として ，たとえば，パケット ，コ ンベア ，プ レー サーなど

ポンフ。以外の工事機械の改良開発を含めて ，ポンプ工法を考えるのも意

義があろう。

いずれにせよ ，冒頭で述べたように ，コ ンクリ ー トポン プ工法そのも

のが，現時点で完成し，固定化された技術にいたっていないわけである

から，今後とも流動的に変化 していくであろう。また コンクリ ート のひ

びわれ発生の防止策は，単にポンプ工法IL 限定せず ，もっと広い視野に

たって考えていくべきであろう。

(な かね すな お 限大林組技術研究所研究員)
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図- 6 東京都におりる人工極量コンクリー卜の打紐量の推移♂筆者作図〕

Ｈ ただし，昭和 ＴＵ 年 ＵＶ 万 ｾＮ全 コ ン クリート の ＱＴ ＥＩ

g 人工軽量骨材の過剰 ‘  

zi プレウエ ッテング ¥<5> 

h. スランプ回大き い ¥_.. 

コンク リート ｜ ｾ＠

'  泥分の 多い山砂町使ぜ 寄与

l  ホンフ工法筒先の

豆箪金主主

ι r  k  型枠・支保 工存置潮間の不足

ぷ l 施工荷量の増加

ダ (酬ヒ施工)

。

、コンクリート の

ひびわれ

(但し、水和熱の蓄積および温度応力によるひぴわ)

れ、地震等の外力によるひびわれを徐< .  J  

図- 7 コンクリ ートのひびわれ発生要因図
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鉄筋のジョイント工法

前 田 紀 元

ま え が き

鉄筋 コンクリート 構造は ，耐震耐火の最も信頼性の高い構造として，

わが国では土木， 建築界のあらゆる分野で広く利用されている 。

鉄筋 コンクリ ー ト工法における一つの大きな難点は，鉄筋ジョイント

の問題である。現在，広く普及しているガス圧接工法はわが国独自の工

夫開発によるもので，とれにより従来の重ね継手方式を脱却するととが

でき ，ジョイ ン トの簡素化とともに ，コ ンクリート の充填性を良くし，

部材断面を短縮化し， 構造物の自重の軽減を可能にする など経済的効果

は著しいものがある。

しかし ，ζ の工法によるジョイン トの性能は，作業が建設現場である

ため ，実効のある検査手段がなく ，大部分が圧接工の技能次第であり，

またガスを使用するので天候等周囲の環境にも大きく左右され る。 しか

も，圧接できる母材は，日本建築学会「溶接工作規準J でφ32務 ( D32

務) までと定められており ，さらに太径の場合，還元炎ガスによる圧接

法を使用 しで も，性能上多くの問題があり，信頼性lζ 欠ける点が多い。

鉄筋が高張力かつ太径化しつつある現在，太径鉄筋も接合可能で，熟

練度を要せずなるべく機械的に接合できるジ ョイ ン ト工法が切望されて

いる。

以下K 鉄筋のジョイント工法の種類について概説し，その特徴を述べ

る。

×  ×  ×  

従来から使用されている鉄筋のジョイント工法と，最近開発された工

法とを整理するとつぎのように分類できる。

ジ ョイ ン ト工法 」

1. 重 ね 継 手

r
l 重 ね 継手

スリープを使用しないもの」
b

寸 r (a)ガ ス

L  2 圧 接 法 一一一一十 ( b)電 気

'- ( c)アーク 溶接

_ ( a)モルタ ル

3 スリープ内に 一一一」ー ( b)樹 脂

接着剤を充鳴 し( c)洛融金属

r (a)・ンカネジ

畑 田lを 瑚 ー 一L .Y"プラー)

しないもの ¥bJ 7 リ，7 ジョ イント

鉄筋のジョ イント工法

端部に フッ クをつけた 2本の鉄筋( 異形鉄筋の場合はフックをつけな

い乙とが多い) を鉄筋径の25倍ないし50倍の長さにわたり互いに重ね合

わせて，細い針金で結束して作られる。鉄筋の引張力は，その端部で鉄

筋 とコンクリート の付着力および鉄筋端のフックによ ってコン ク リート

にそれぞれ伝達される 。

「存 否 1

利点: 継手は非常に街単であり，規定の長ささえ確保すれば良い。また

丸鋼，異形 ともに適用できる。
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欠点: (1)鉄筋がよけいに必要である 。

(2)鉄筋の重ね継手が多い場合には梁，柱の断面を大きくせねばな

らないから，乙れによる型枠，コン クリ ー トも増し，不経済で

ある。

(3) コンクリ ート の充填性が惑い。

2. 圧 接 法

2 - ( a)  ガス圧接法

ガス圧接法とは . 2個の被圧接物に紬方向の圧縮カを加え，継目をガ

ス炎で加熱して接合する方法をいう。乙の工法にはつぎの 2 種類がある

がクロ ーズド ・パッ ト法の方が多用されている。

i ) クローズド・パット法

鉄筋端面を正確に成形した後，接合面を十分清掃 して乙 れを突合せ，

その継目の周囲から平均 IC加熱して，適当な温度になったときに軸方向

に強圧して接合する。

ii ) オープン・パット法

端面を適当に成形して，中央部 IC加熱吹管をはさんで適当な間隔にク

ランプし ，ガス炎を両方K 出して，両溶接面を同時に加熱 し， 溶融した

後 IC衝撃的K 両鉄筋を合せて加圧 し，乙 れによって溶融金属を継目から

押し出して接合する。

|特 徴 |

利点、: (1)器具が簡単である。

(2) 接合時間が比較的短い。

(3) 丸鋼，異形ともに適用でき ，鉄筋の加工や組立てが単純化する 。

欠点、 : (1) 太径鉄筋では，還元炎ガスを使用しでも性能上問題がある 。

(2)鉄筋工と圧接工の 2 穫の職種が同時に作業しなければならな

い。完全に結束，固定されるのは圧接後となるため ，工程管理

が若干復維となる 。

(3)現在のように圧接工が不足 (特殊技能を必要とし ，免許制であ

るた め，絶対数不足) しているため，工程の進捗に重大な影響

を及ぼすととがある。

(4) 現場の条件により ，適用できない場合がある。( 火気厳禁の場

所，降雨降雪の日など)

(5)不良圧接を外観検査のみで発見するのが難 しい ので，圧接工の

技量の差があらわれる 。

2 - ( b )  電気圧接法

溶接しようとする 2 つの鉄筋面を突合せ，ととに大電琉を通ずると，

接触面の接触抵抗および金属自体の抵抗のために接触部が発熱高温IC達

する 。乙のとき適当な圧力を加えると両面は完全に接着する。乙の方法

を電気抵抗溶接という。つぎの 2 法があるが，フラ ッシュ ・パット 法の

方が使用される 場合が多い。

i ) アプセット・パット法

鉄筋端面を正確に仕上げ，電極でっかみ接触させた後，通君主しながら



加圧すると ，接触抵抗により発熱し一部溶融状態となる。乙のとき鉄筋

をさらに強圧 して接合する。細い鉄筋なら 性能は十分出るが，φ1 2現時以

上のものでは仕上りにむ らがあり ，強度はあまり期待できない。

ii ) フラッシュ・パット法

アプセ ット法の改良型。鉄筋を電極でしっかりつかみ通電 したまま鉄

筋の溶接端面を接触させ局部的な溶触飛散をくり返しながら，表面が一

様 1;::: 溶融金属でおおわれたとき強圧して接着する方法。アプセッ ト法に

比して電気容量が数段強くなっているが，鉄筋端菌の仕上げはの乙引き

のままか，あるいはせん断のままで もよい。

I  ｾ＠ ｾ訂

利点 : (1) 加熱範囲がせまく熱影響が少ない。

(2) 異種材料の溶接も可能である。

(3) 溶接速度が早い。

よ

丸 宣車

己〉

重ね継手長さ

異 形

ね継手長さ

図- ) 軍ね継手

口
山

熱チ， 

口

三、¥、、 I  I  I  l' 

( a)  (b)  (c) 

図- 2 ウロ ード・パット法工程図

図- 3 オープン・パット法

図- 4 抵抗突合せ港嬢織の構造

、1111 i  11 〆

(d)  

(4信頼性高く ，強度の高い接合部が得られる。

欠点 ・(1)きわめて大きな電流を要し ，現場作業 として種々問題がある。

(2)機械が大型で定置式である。

2  - (  c)  アーク 溶接法

ζ の接合は，鋼心1;::: 被覆剤を塗ったア ーク溶接棒と被溶接材( 母材)

との聞に ，交流または直流の包圧をかけア ークを発生させ，乙 のア ーク

熱( 約 ぷ)() OC) によって母材を溶かす と同時に，溶接棒自身も溶けて溶

着 し， 溶接ができ上がる。

アーク溶接の自動化，あるいは高速化などが最近発達 して各種の方法

が開発されているが，鉄筋の溶接に利用できると恩われる方法を紹介す

ると ，

イ. 炭殻ガス半自動溶接

ロ. エンクローズド溶接

J、、' 4T.，、f、

(a)  

(b)  

図- s アプセ ットパット式c. ) と

フラ ッシュパット式( b ) と

の仕よがり外観

図- 6 アーク漕接 (手溶篠法〉

t  斗 ーワイヤドラム

ワイヤ

図- 7 炭霞ガス半自動溶接

図- 8 エンクローズド港接

55 



補助 J レツポまたはエク

ステンション( 鋼鉄製)

56 

図- 9 横ジョイント

黒鉛製ルツポ歪

補助 j レツポまたは

エクステンション( 鍋鉛)

スタ ーテイングパウダー

'-- ーーーー・・・ー ーーー

カドウ エルド合金

J レツポ(黒鉛製)

ルツポ用セラミ ックインサート

スチールディスク

注入器(黒鉛製)

セラミックインサート

ガイドチュープ

タップホール

図- 10 縦ジ ョイント

スターテイングパウダー

カドウヱ J レド合金

スチールディスク

J レツポ( 黒鉛製)

注入箱( 黒鉛製)

セラ ミッ クインサート

r 一 端耐 え A 子 、

歩行 テイングt' ¥ 3  

、 ‘ ｾ

、4

水平支えクランプ

継 手

アスベストパッキング

ハ. S  .  B  • R溶接( スリ ーブを使用する)

ｾ否 Ｑ

開先を円鐙形 lζ 機械仕上げしたものでは，全鋼穫 とも引張り強度，

降伏点，伸びに安定した継手効率を示すが，開先をガス切断によ

って扇平 lζ 仕上げたものでは，ばらついた継手効率となる。乙の

接合は管理が難しく ， しかも危険性があるので，現状では利用度

が低いと恩われる。

3. ス リ ー ブ に 接 着 剤 を 充 填 す る も の

3一 ( a ) モルタル充填( 膨張セメントによるもの)

主筋としてのパイプ，または主筋の先に接続されたパイフ。のなかに鉄

筋をそう入して，パイプと鉄筋聞にグラウトして結合する 方式で，パイ

プそのものが主筋となり直線的に応力を伝える乙とができる。膨張剤の

使用は ，膨張により外周パイプとの付着力を高め ，また膨張する モJ レタ

J レを外周ノマイプで拘束するととにより，そう入鉄筋との付着力およびモ

ルタノレの強度増大を期待したものである。

材料: セメン ト ( 普通ポノレトランド，ジェット)

膨張剤( 電化 C S A ，小野田エキスパン)

砂および、水

刊写「冨1

(1) 材料が種々必要であり ，一定強度の接合部をつくるには，その

調合，管理が難しい。

(2)結合部の強度が得られるのは，モ J レタ J レの強度がで・るまでとな

り，回数がかかり ，養生を確実にしなければならないし ， しか

も鉄筋の組立てに連続作業ができない。

3ー ( b ) 樹脂充填 ( 鉄粉系グラウト材によるもの)

スリ ーブの内面を溝切り加工して ，鉄粉系グラウ ト材を注入して結合

する。異形鉄筋の引張力は，スリ ーブ，グラウト材の付着，せん断力を

媒介 lとして伝達 される。

材料: スリ ーブ( 内面総切り加工)

グラウト材( 鉄粉系)

円宮古日

利点 : (1)圧気下など，加熱により誘爆のおそれがある場合にも適用でき

る。

(2)配筋が複雑であったり ，接合部付近の空間が十分でなく ，ガス

圧接などが不可能な個所でも適用できる。

欠点 : (1)グラウト材が固まるまである程度の日数を委し ，結合部の強度

がでるのはそれ以後である。

(2)スリ ープに溝切り加工を要す。

3ー ( c ) 溶融金属充填 ( カドウエルド工法)

鉄筋端部をアセチレン酸素 トー チ，スケ ー ラ一等で清掃し ，スリ ープ

の所定の位置に鉄筋を固定し ，注入器，) レツボ等器具を取り付け合金粉

を入れる。つぎに合金粉の上lζ スタ ーテイングパウダー ( 発火剤〉を平

均にふりまき ，フリントガンで点火して，カドウ エJ レド合金，ノロ( ス

ラグ) が固まる乙とにより接合する方法である。

材料: スリ ーブ ( S30C - S 3 5 C)

カドウエ J レドパウダー ( 成分 : 酸化鉄 <F巴304 ) ，アルミニウム ，

脱酸剤その他)

l  特 徴 |

利点 ・(1)異種口径鉄筋の接合が可能である 。

(2)短時間で接合部分の強度がでる。

欠点 ・(1)降雨，降雪の場合，屋外作業ができない。

(2)気 温 OOC以下の場合，鉄筋端部に予熱( 約5ぴC) を要する。

(3)スリー ブの長さは短かくてすむが，内面K 溝切り加工を要する。

(4) 現場での材料保管が難しい。

(5)継手作業者 は検定を受けなければならない。

4. ス リ ー ブ 内 に 接 着 剤 を 充 填 し な い も の

4一 ( a ) ジカネジ式接合法

. 異形鉄筋のフシおよびリブのみにネジ切り加工し ，ネジ切削による強



度の低下を少なくして，ナット( カプラ ー) で接合する方法である。接

続部の鉄筋端部は，相互逆ネジとして左右lζ 逆ネジを有するナットによ

り鉄筋を接合する。

| 特 徴 |

利点: (1)ネジの切削およびナットの加工は，管理された工場で行われる

ため，信頼性のある接合が可能である。

(2)締付け器具( スパナ一等) があれば，誰にでも簡単lζ 接合でき ，

鉄筋工事におけるプレファブ化，および省力化が可能である。

(3) 火気を使用しないため，作業は安全，かつ環境に左右されない。

(4) 工期の短縮により，工事貨のコストダウンが可能である。

欠点 : ネジ切削するため，鉄筋断面が減少し，強度が低下する。乙の損

失断面を補強するためにそ乙だけ高周波熱処理する方法，および

鉄筋母材よりも高強度のボー J レトを摩擦圧接( 圧接面の摩擦熱を

利用する溶接法〉する方法等が開発さ れているが，施工費が高く

なる。

4 - ( b )  グリップジョイント工法

乙の接合法は，所定の肉厚，長さをもった円筒状のスリ ーブの両端か

ら，接合する異形鉄筋の端部をそう入し ，特殊な油圧ジャッキで，スリ

ープの外側からプレス機の幅だけ一部分づっプレスして締付けていく方

法である。

装置は，油圧ポンプとプレス機で成り立っており，油圧ポンプとプレ

ス機とは高圧ホ ースで、連結されてい る ( 図- 11) 。

また，油圧ポンプlζ はタイマ ーと自動油圧ストッパーが取り付けてあ

る。一方スリ ープを加圧するプレス機には，半円筒形の切欠きを有する

2 個のプレス型がそう入されており . 1  個のプレス型は，プレス機のラ

ムの加圧面にネジ止めされ， もう →困のプレス型は，加圧力の受け面と

しての役目を果す。加圧作業を始める には，単にプレス機についている

ボタンを押すだけで良く ，するとラムが作動して，プレス型のなかのス

リープが加圧される。

必要な加圧力に達するとポンプが自動的に停止し，ラムは元の位置に

戻る。 ζ れを順次くり返して締付けを完了する。その結果，スリ ーブは

塑性加工されて鉄筋のフシにかみ合い ，引張力 ICも圧縮カに も耐える も

のとなる。

丙子百1

いかなる径の異形鉄筋も同ーの要領で誰にで も簡単に接合でき る

普遍性を有し，非常に信頼性の高い工法である 。

利点 : (1)機械的に接合できるので，熟練度を必要とせず太い鉄筋でも信

頼度の高いものが簡単にできる。

(2) 直径の異なる鉄筋でも，鉄筋相互の馳心がずれる乙となく接合

できる。

(3) 火気を使えない建設現場，工場でとくに有効である 。

(4) 天候や場所にかかわらず，また建て込んだ鉄筋のなかでも ，早

く確実に施工できる。

(5) 溶接性など鉄筋の材質には無関係であり，また接合lζ より鉄筋

の材質が変化する乙ともない。

(6) あらか じめ鉄筋の一端にスリ ープをセットしておく乙とによっ

て，現場作業が簡単になり，鉄筋組立ての省力化がはかれる。

×  ×  ×  

以上，鉄筋のジョイン ト工法について，その種類，特徴などを概説し

たが，乙れらの工法を組合せれば，まだ多くの工法が考案され，開発さ

れるであろう。 H 型鋼を主体とした鉄骨プレファブ工法の時代 IC移りつ

つあるという意見もあるが，施工精度，作業の簡素化，生産性向上のた

めの開発が進めば，鉄筋 コンクリ ー トは今後とも広く利用され続ける乙

とであろう。

参考文献

鉄筋のガス圧接

建築工事療単仕様書 5

鉄筋の継手工法とプレハプ化( 建築技術 '72年11月号)

鉄筋のガス圧接編集蚕員会

日本建築学会

志村昭太郎

( まえだのりもと 阪大林組本庖工務部技術課)

ｾ＠
図- 11 差置の領略

グリップジョイン卜工法による鉄筋ジョイント作業
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岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)
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( 日 本 建 船 試 験 問 り E

|  試験報告 ・その 1

GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA T10 N 

本 試 験 所 : @ >  565 吹田市議白台 5 丁目 125 電話/ 大阪 ( 06)  872- 0391代表

大淀分室: <I!I> 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 ( 06)  351 ー 7217'

合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 砂 壁 状 吹 付 材 に つ い て (その 2)

7. 試 験 結 果

リ シ ン 系 等 各 系 の 試 験 結 果 を 表 - 7・1 - 4 1ζ 示 す 。 表 中 の 記 号 は つ

ぎlζ 示す。

0  規絡内。

A …  促進耐候性鼠験で少し変色，その他は異状なし。

本・・ 骨材の沈降性蚊験でエマルションが高粘度あるいは発泡のため測定不可能。

ー … 未実施賦験項目。

¥ “ 破断状況妃般もれ。

表 - 7. 1 リシン系吹付材試験結果

:に
自ｾ i孟 沈j降性 i Hk  H  1/ 強さ 1足 J且 _t 7 1レ

耐水性

安定性 ( %)  浄性 (kg/cm' )  ;  (岐断状況) 画to史性 カリ性

( 1 ); R - l  
。 。

1. 0  Ａｾ＠ 。 。 。

( 2 )  ;  R - 2  
。 。

2.7 人¥
。 。 。

( 3 ):  R  - 3  
。

0.6 
。

8.8 ボード岐境
。 。 。

( 4 )  :  R  - 4  
。

0.5 
。

17 .1  ; j Ui 両政洩
。 。 。

( 5)  ;  R  - 5  
。

0.3 
。 ボード破域

9. 1  : 按 .(1耐岐域

。 。 。

( 6 );  R - 6  
。

1. 0  
。

21. 7  :  j幸治両破壊
。 。 。

( 7 )  :  R - 7  
。 。 ＲＮＳ Ｇｾ＠ 。

( 8)  ;  R  - 8  
。 。 ＰＮＶ Ａｾ 一 。

表 - 7. 2 スキン系吹付材試験結果

エ:

l正 弘 itJi革性 耐洗 { ナ消強さ I@ ;ι 画171レ

ー・・・・ーー..・ー・ー・・ー・・・・・・・・・・ー 耐水性

安定性 ( %)  浄性 (kg/α.' )  ;  (舷断状況) IIHi，性 カ1) 性

( 9 ); 5 ー1
。

1. 5  
。 8.4  :  j量{11師F&断

。 。 。

(10) ;  5 - 2  
。 。。 7. 8 ｾ＠ i主科! 日内

服断

。 。 。

( Jl ) ; S - 3  
。

8. 8 
。 5. 2 ; 控料l面内

破断

。 。 。

(12) :  5  - 4  
。

1. 8  
。 6.1 自主科府破内断 。 。 。

(13) ;  S  - 5  
。 。。 6. 6 i  i主科1t1内

破断

。 。 。

(14)  ;  S - 6  
。

0.1 
。

11. 5 按 {1mi 破断
。 。 。

(15) ;  S ー7 。 0.1 。 9.2  i  i主料府内

破断

。 。 。

(16)  ;  5  - 8  
。 0.1 。 6. 2 ; 抱科婦内

破断

。 。 。

(17)  ;  S  - 9  
。 0.1 。11. 8  : 被( l fl国政破断

I ボード断

。 。 。

(18); S  - 10 。 0.7 。
9. 9 : ボード破断

。 。 。

( 19) ;  S - J l  
。 3.0 

。 9. 3 主主料府内

破断

。 。 。

(20)  :  5  - 12  
。

*  

。 7. 6  ｾ＠ i主料府内

破断

。 。 。

(21)  :  5 - 13  
。 2.6  。

10.1 ト¥
。 。

(22)  ;  S  - 14 
。 1. 4  。

8.2 爪¥一
。

J重水性

( i 喧最ml )

3. 4  

2.3 

7.7 

5.8 

j ! 水位

(減:_ilml)

2. 9 

1. 9  

1. 4  

3. 6 

9.8  

2.7 

1. 9  

2. 5 

1. 5  

5.3 

2.2 

2.4 

表- 7.3 アクリル系タイル吹付材試験結果

三:

ｕｾ＠ i邑 沈.，.主性 耐洗 付 :l' i 強き 促 進 耐71レ 透水性

-・・・b・................ -_-.. -
耐水性

安定住 ( %)  浄性 (kg/cm') ;  ( 破断技i兄) 耐候性 カリ性 ( 減量ml )

(23)  A - l  
。

0.1 
。 6. 8 ｾ＠ m科府内

腕断

。
A  

。
1. 5  

(24)  A - 2  
。

1. 5  
。

12.8 ; ボード破断
。 。 。

0.7 

(25)  A - 3  
。

0.4 
。

7. 0 ; ボード破断
。 。 。

1. 3  

(26)  A - 4  
。

0.6  
。115 if童料層内破断 。 。 。

0.4 

(27)  A - 5  
。

0.7 
。

10.4 ; l U，而破断
。 。 。

1. 3  

(28)  A - 6  
。

0.3 
。

10.3 接請而破断
。 。 。

0. 6 

(29)  A - 7  
。

1. 3  
。 7.6 塗科層内

破断

。 。 。
0. 3 

(30)  A - 8  
。

0.4  
。 6.4  ; 塗科層件1

砿断

。 。 。
0. 4 

表 - 7.4 エポキシ系タイル吹付材試験結果

三(

I止 温 沈降住 耐洗 付 7. v1強さ 促 進 耐71レ i垂水性

ＮＮＮＮＮ・ーーーＭＭＭｾＭーーー・ーーーーー・ＮＮＮ 耐水性

安定住 ( %)  浄性 (kg/cm' )  ;  ( 磁断状況)
ーI候性

カリ性 ( 減益ml )

(31  )  E - l  
。

0.3 
。

17.6 ボード破断
。 。 。

0.7 

(32) E - 2  
。

*  

。
11. 5 ポード破断

。 。 。
0.5 

(33)  E - 3  
。

1. 8  
。

5. 1 接消而破断
。 。 。

0. 7 

(34)  E - 4  
。

*  

。
9. 9 ボード破断

。 。 。
1. 0  

(35) E - 5  
。

*  

。
7.3 ボー ド破断

。 。 。
0. 7 

(36)  E - 6  
。

*  

。
8. 8 ボー ド破断

。 。 。
0.8 

(37)  E - 7  
。

1. 4  
。

10.8 ポー ド破断
。 。 。

0.5 

(38) E - 8  
。

0.3  
。

6. 2 ; ポード破断
。

A  
。

0. 0 

(39) E - 9  
。

0.3 
。

8. 3 ; ボード破断
。 。 。

1.1 

(40)  E - 10  
。

0.4 
。1  1 9  iE主科柄内

破断

。 。 。
0. 2 

8. 考 察

1  ) 低 温 安 定 性 ・・… 全 試 料，堅 い か た ま り ， 組 成 物 の 分 離， 凝集 は 認 め

られなかった。

2) 骨材の洗降性・ ・・全 試 料， J IS の 規 格Ir 合格。

た だ し ス キ ン 系 ( B 類 ) は 骨 材 の 沈 降 性 が 比 較 的 大 き く ，合 成 樹 脂

エ- : ( ' ) レション濃度のうすいほど，当然悪、い結果に な っ た 。 な お ス キ

ン 系 で 加 水 す る と発 泡 し た 試 料 が あ り ， エ ポ キ シ タ イ J レ系 で は 主 剤

と 硬 化 剤 を 入 れ て 混 ぜ る た め ，早 く 硬 化 す る 試 料 は 測 定 不 可 能 に な

った。

3) 耐 洗 浄 性… - … 外 装 用 で は500回 ， 内 装 用 で は3∞ 回の 洗 浄 に 全 試料

耐えた。

4) 付 着 強 さ … … … 全 試 料 ， J IS の 規 格 lζ 合 格 。 付 着 強 さ の 各 試 料 聞 の
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日本建築総合試験所だより 13.

パラ っ きは，フ レキシプルボー ドの強度の違 いと，切り込み深さの

迷いによるものと恩われる。

5 ) 耐水性 -…- 全試料( 外装用) .  71<1ζ96時間浸 しても異状が認められ

なか った。

6 ) 耐アルカ リ性… 全試料，水 酸化カルシ ウム飽和溶液IC48時間浸 して

も異状が認められなかった。

7 ) 促進耐候性… … 37試料中 2 試料だけがわずか変色 したものがあった

が ，その他は著しい変化はなかった。

8) 透水性… H ・H ・.. .透水性の規格は J IS では規定されていないが，日 本

建築吹付材工業会* 製品品質基準によ るとリジン系お よびス キ ン系

で'15m! 以下，タイ/ レ系では 1 m! 以下で、あ る。 乙の規格では リシ ン

系およびスキン系で実施全試料規格内であ ったが，タイル系ではア

クリ J レ系 8 試料中 3 試料，エポキシ系10試料中 l 試料は規格外であ

っfこ。
( 研究員旗川 懇〕

牢吹付材料の製造梁者および飽工業者の組織団体

|  試験報告 ・その 2 I  

塗 装 床 材 に つ い て

1. ま え が:てき

合成樹脂を主原料とする，塗践が平滑な塗装床材について，日本住宅

公団へ提出するために当試験所でメ ーカーの依頼により昭和47年度IC実

施した 3 社5 銘柄のものについて報告する 。

2. 試験の目的と内容

依頼者よ り提出された塗装床材 i A . B . C . DおよびEJ について

下記の試料項目の性能試験を行う。

(1)へ乙み . (2) すべり抵抗. (3)耐摩耗性. (4)耐薬品性 . (5)付着性

3. 試 料

試料名 ，構 成 等 を 表ー 1 1ζ ，試験項目，大きさ ，数量を 表- 2 1ζ 示

す。試験項目の(1)-(4) は石綿スレート に塗装. (5)は3∞X 3∞x 3 0 mmの

モルタル板lζ 塗装 したものを標準とした。

表 一 1 試料名 、構成等

t点 字十 r， 十昨 bl<: 等

A  エポキシ系、塗厚約 0. 5mm

B  エポキシ系、塗厚約 3mm 

C  ウレタン系、主主厚約 3 醐

D  ウレ 7 ン系! 喰厚約 3 凹

E  ウレタン系‘ 塗j享2 - 3 凹

表 - 2 試験項 目、大きさ、数量

ぷ 験 ヰi fI 大
主島

J、司V  

(mm)  数 il( 

( 1) へ こ み 3 0 0 X 3 0 0  

( 2) すベリ 3 0 0 X 3 0 0  3  

( 3) 由Ii 世将刊 5 0  X  7 5  3  

(4) 劇薬品刊 1 0 0 X I 0 0  3 X 7  

( 5)  H -1"，性 3 0 0 X 3 0 0  

4. 試 験 方 法

1) へこみ (J I S A  5105 に準ずる ) J IS A  5705 IC規定された マ

ックパーニへ乙み試験機を使用して ，室 温20

0

Cで 1分間所定の荷重を加

え，取り付けられたダイアルゲー ジ( 精度 1/ 1∞m m) でへ ζ み畳を測

定した。

60 

2)  すべり ( J I S A  5105 に準ずる) J I S A  1407 IC規定された振子

形すべり試験機を使用 し， 試験結果を床すベ り抵抗係数で示 した。

床すべり抵抗係数の算出

u =  _ E  
u: 床すべり抵抗係数

一一
P ' D  

E : ハ ンマー の振 り上がり位置の 目盛 (kg・c皿)

P : すべり片の接触距離(cm) =9.0c皿

D : ばねカ (kg) = 3. Okg 

3)  耐摩耗性 AS T MD 1242 1ζ 規定されたオ J レゼン式摩耗試験機 iとよ

り， 供試体を摩耗させ， 厚さの減少を摩耗畳の尺度 とした。く摩耗条

件( 荷重… 5∞g. 落砂… 豊浦標準砂を 45 g /分 落下 させた ， 回転数…

1，0∞回) >

4)  耐薬品性 (J I S A  5105 に準ずる〉 試験片に試薬を約 2 m! 滴下

し，円形IC広がる乙とを確認して時計ざらでおおい ，48時間放置 したの

ち，表面をふきとり ，乾燥後その部分の色，光沢の変化およびふくれの

有無を観察した。

5)  付着性 表- 2→5) 項の大きさのモルタ J レ板( 下地板) に塗装を

施し ，硬化後内径5 0 mmφ の環状切込みぞを下地に接するまで行い ，供

試片表面lζ 鉄製アタッチメン トをアクリ J レ樹脂で接着する。接着剤が硬

化後建研式引張試験織により引張試験を行い ，次式により接着強度を算

出した。

接着強度 (kg/cnl) = 最大荷重 (kg) /接若- 面積 (cnl)

5. 試 験 結 果

試験結果を表- 3 1ζ 示す。

表- 3 試験結果

試験項目 抑J i主 可i FI A  

(1) へこみ "  -町ー み :1: :  (皿) 0. 13 

(2) す べ り すべ 1) t氏抗 i手数 ( U) 0. 29 

ＨＳ Ｉ 由 ｴ ｬ ＧＨ ｾ 粍性 J't  粍 tl (  ( mm)  0. 07 

)， illi 
。

iril 討T illi 
。

95
0
i  エチ J レアルコー J レ

。

(4 )  r幅t，車品t' E 2 9-6 カ セ イ ソ ー ダ
。

5 % 円i 同左
。

5 % 以 員壬
!':，. 

セ j ン ト ベ ー ス ト
。

(5)  H  .Y， 性 ff1 Ji 強 J!l: ( kg/cm' )  10 .6 

0 ・彩将な し、 O咽ーわずか変色、! ' : ，. . 変色、 X ' ・膨ir"

1 ・下地が行総スレートだったためドI也がfV'"峻

6. 考 察

B  

0. 22 

0. 30 

0. 29 

。

。

。

。

。

。

。

16. 4 

C  D  E  

1. 74 1. 54 0. 26 

1. 02 0. 41 0. 42  

0. 02 0. 03 0. 03 

。。。

。。。

ト一一ー一一

。。。

×  
。。

。。。

。。。

。。。

23 .2  25. 4 
5. 3 *  

塗装床材について J IS 規 格，公団規格等がないが，公団の床用塩化ピ

ニJ レタイルの規格値と比較する とエ ポキシ系 (A. B ) はすべりと摩耗

が，ウレ タン系 (C . D.  E) はへとみで規格外であった。

考書 …床用塩化ピニルタイルの公団規格健

タイルの種額 |へ乙み ( m m) Iすべり ( u ) I耐摩耗( mm ) I耐薬品性 | 付着性( 切/cd)

1  種 I  0. 15 以下 I 0. 3 以上 I 0. 2 以下 I  - I  (73J A九系)

!  n  I¥t!  ｉｾｉ Ｍｲ＠ I  ̂ .， ｉ ｾ ｉ＠ L  I  n  1  .... ."""'C I  I  2. 2 以上
2  極 I  0. 25 以下 I  0.3 以上 I  0. 1 以下 |  一 I  ( アスフアルト系〉

( 研 究 員 藤 川 懇 )



日本建築協会

月間の動き

昭和48年 7月分

編 集 委 員 会

編集方針検討小委員会

2 日 4 時半- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 窪 田 主 査 ほ か 5 名

議事(1)会員構成と月別特集テ ーマの配分

(2抽 去10年間の特集テ ーマ の検討

(3昨品作風について

(4) 実務的記事について

(5) 投私誘導のためのアンケ ー トの方法

(6) 答申について

仕上工事と材料のかかわり特集編集幹事会

6 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 田 幸 一，和田得也，桜 井 忍，

鈴木安太郎各特別幹事，佐伯委員

議事(1)総: 論についてテ ーマと執筆者の選定

(2) 各論についてテ ーマと執筆者の選定

委 員 会

9 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 彦 谷 委 員長 ，山 田 幸，尾亀理事

ほか 7 名

議事(1)8 月号= 新用途地域制と環境特集報告

(2) 9月号= 構造と施工のかかわり特集経過

報告

(3) 10月号= 仕上工事と材料のかかわり特集

編集幹事会案報告

(4)1 1月号= 第20回青年技術者特集報告

(5) 12月号の企画

(6) 編集方針検討小委員会について

作品作風小委員会

9 日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 主 査 ほ か 3名

議事(1) 9 月号作品の件

(2) 10月号作品の件

(3) 11月号作品の件

(4)12月号以降の作品について

編集方針検討小委員会

19日 4 時半- 6 時 於 会 館 3 階会議室

出席者窪田主査，毛利小委員ほか 2 名

議事(1) 新編集方針について答申書作成

作品作風担当委員会

23日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 谷 主 査 ほ か 3 名

議事 9月号の作品選定

事 業 委 員 会

広報小委員会

3  B  6時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者三品副委員長ほか 7 名

議事(1)本年度第 1 回展示写真( 街を緑に) の実

施報告

(2) 第 2 回以降の展示写真の企画について

(3) 本年度第 1 回，第 2 回説明会の企画につ

いて

(4)そのほか

若い会員の集い小委員会

5日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，西村，岩永，中村各

幹事ほか 8 名

議事(1)ヨー ロッパの都市と建築調査団出発 ・帰

国報告

(2)第 4 回「工業化工法による住宅生産工場

をみる会」の企画について

(3) 1 建築家に話を聞く会」の雑誌掲載資料

について

(4) 第 5 回以降の事業企画について

(5) そのほか

見学会小委員会

6 日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鈴 木 幹 事 ほ か5 名

議事(1)6 月 IL実施した見学会の報告

(2)8 ， 9 月の見学会について

(3)10月以降の見学会企画について

(4) そのほか

若い会員の集い

神戸の洋館建築をみる会

一居留地・栄町通りを中心として

7 日 12時20分- 18時40分

ゲス ト 神戸市教育委員会社会教育部

主 幹 工 学 博 士 坂 本 勝比古氏

参加者 37名

委 員 会

12日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣 委 員 長，大橋，小泉，三品 ，

柳各副委員長，西村，岩永各幹事

議事(1) 各ノj、委員会の事業報告

(2) 今後の事業企画について

(3) 昭和48年忘年懇親会について

(4) 8月定例委員会休会について

(5) そのほか

「建築家に話を聞く会」編集打合会

13日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 中 村 幹 事，高木委員

議事建築と社会誌掲載周作品写真選定につい

て

海外視察分科会

19日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 ゲ ス ト 元木団長，香西幹事

藤縄主査ほか 4名

議事(1) ヨーロッパの都市と建築調査団帰国報告

会の開催について

(2) そのほか

若い会員の集い企画現地打合会

22日 10時半- 18時半

出 席 者 赤 木 主 査，宮後幹事，事務局三木

(1)場所の選定のため現地調査見学

( 浄溜璃寺，岩船寺付近)

若い会員の集い分科会

23日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者赤木主査，宮後幹事ほか 3名

議事(1)第 6回の企画( ハイキングをかねたス ケ

ツチ大会) について開催日時，行程など

全般の企画

(2)その他

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

13日 正午- 2時 於 会 館 3 階会議室

出席者岡田，酒井両幹事，中村委員

議事(1) 記録カ ー ドの作成について

(2) ぬ43号以降の企画について

(3) その他

委 員 会

17日 6 時- 8時 半 於 な か い わ

出席者 井上 ・真塚正副委員長，岡田 ・酒

井各幹事ほか 7 名

議事(l )Nu42号( 10月号附録) の発行シ ートにつ い

て

(2)Nu43号 (49年 1月附録) の掲載 シート 確保IC

ついて

(3) 記録カ ー ドの作成について

(4) そのほか

委員会終了後，中原 ・篠崎 ・松村各顧問，伊

藤前幹事をお招きし懇親会を開催，去る 7月

4 日ヨ ーロッパの都市と建築の調査を終えて

帰国された樋口 ・香西両委員より現地のお話

を伺った。

A グループ打合会

23日 l  時- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者真塚副委員長ほか 2 名

議事山Nu43号( 1 月号附録) の掲載シ ート 確保に

ついて

(2) そのほか

法 規 !委 ー員 会

委 員 会

16日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者市川委員長ほか19名

議事(1)日照チャ ー トについて

講師高橋裕氏( 鹿島建設工務課長〉

(2) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

27日 5時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者元木副委員長ほか 8 名

中央ビノレ ト4 名

議事(1)型枠材検討会..... 第 2 回

(2) 今後の検討議題について

建築と社会/ 1973年 9月号 61 



謹んで本会名誉正会員伴秀雄氏の ど霊前に申 し上げます。

あなたは夙に建築設備業界の雄 として業界の育成，発展の

ために活躍せられ，また長老としてその温厚篤実な資性は

数多くの関係団体の役員に推されて斯界の向上，発展11:貢

献せられま した。

本会におきましでも大正15年に ど入会以来設備関係の代表

として理事，評議員などを歴任せられ，本会会務遂行と会

勢の伸展11 : 積極的など努力を賜ったのでありますが，特11:

建築関係各部門の連繋，協力を必要 とする問題については

率先して意見を出されるなど建築界全般の向上発展に対し

ては特別に窓をそそがれるなど本会の目的達成に尽 された

功績は ，ま乙とに偉大なものがありました。

最近では表彰候補者の選考委員として公平無私な立場から

貴重な意見をお寄せいただいており，今後もあなたの識見

にまっと乙ろ多大なものがあります際今突然の言卜報 11:接

し，実lζ 遺憾至極 iζ 存ず、る次第であります。

本日 ζ とにあなたの社葬が執り行なわれるに当りまして，

社団法人日本建築協会会員一同を代表し ，あなたの建築界

に尽された功績に対し深甚の謝意を表すると共 IC謹んで哀

悼の誠を捧げ，そのど冥福をお祈り申し上げます。

昭和48年8 月11 日

社団法人

会長

nlllll lJlIIlIlIlJ l lIlI llltllllllllll lJ lllllllltl lIlIlIlI lUltl lI lll lIlI ll lIIlI ll lI l lI lUl11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I IIIIIIIIIIIIIIIII I:I1111111111111111111111111111111111111111111111illllllllll 

委 員 会

31 日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 小西委員長ほか 9名

議事(1)第10回よろず相談住宅展の諸報告

(2) 11 慰労懇親会開催について

(3) 来年度からの事業について

. 6.  

=  
員委宅住

故 伴 秀 雄 氏

本会名誉正会員 ・伴秀雄氏には昭和48年 8 月 3

日老衰のため81才の天寿を全うし，ご逝去遊ば

されました。

日本建築協会

工 学 博 士 塚 次猛本

大阪における設備業界の最長老であった伴さんが亡くな

られた。会社の社長職を令患に譲られてからも ，予て関心

を持たれ，その創立からずっと面倒を見られた大阪配管高

等職業訓練校の校長だけは続けて下さって役員会， 入所

式，終了式等にはいつもお出かけを頂き ，配管技能工養成

lζ カを尽された乙とが一番新しい思い出である。

組合員が多くてなかなかまとまりにくかった水道組合の

衆望をあつめて理事長に就任され，その円満なる人格によ

って組合運営を軌道に乗せられたのも語り 草である。管工

事業協同組合にカを尽された乙 とはもとより，当建築協会

や衛生工業協会と言った ，昔から今の空気調和 ・衛生工学

会 lζ 至るまで，その他あらゆる関係諸国体に永年にわたっ

てまとめ役としての暖かい指導と援助の手をのべられたと

とも忘れてはならない乙とである。

本人は余技と言っておられたノマステル函はセミプロ級と

人々の認めると乙ろ，優雅な生活をもっと続けて頂きなが

ら，業界の行方をいつまでも見守っていただきたかった。

( 本会理事 ・側三晃空調会長)

清四郎亀尾伴さんを悼む

歴

私立工手学校電工学科高等科卒業

歴

愛知時計電機縁式会社入社

西原衛生工業所入社

聞社大阪支后長と して赴任

株式会社西原衛生工業所大阪庖を

設立，同社代表取締役社長 IC就任

昭40年 2 月 間社代表取締役会長 IC就任現在 IC

至る

団 体 職

社団法人衛生工業悔会評緩貝。社団法人空気調

和衛生工学会近織支部理事並びIC監事。社団法

人空気調和衛生工学会設備士会近縫支部監査。

大阪綬房衛生工事組合理m。大阪府管工事工業

組合理事。大阪府管工事工業統制組合理事。大

阪府管工事工業協同組合副理事長。大阪府管工

事業協同組合顧問。大阪市公認給水工事前負業

者組合理事。大阪市水道工i j J 業協同組合理事

長。大阪市上下水道工事業協同組合名誉顧問。

社団法人 E 本建築協会理事並びに評議員。社団

法人日本管工事工業協会評媛員。財団法人日本

建築総合賦験所二期解蟻員。大阪市水洗便所普

及協力会々長。大阪市水洗俊備協会々長。日本

水道工事業協同組合会副会長。大阪浄化槽工事

業組合組合長。兵肱県浄化構工事協同組合理事

長。大阪府水道工事業組合連合会々長。大阪商

工会駿所建設業部会常任委員。大阪配管工共同

駿業訓練所理事長。大阪配管工共同職業訓練所

々長。大阪高等配管職業訓練校理事。全国管工

事業協同組合連合会相談役。その他

公 聴 庭

枚岡都市計画委員会餐員。枚岡市選挙管理蚕員

会委員。

賞

昭29年 5 月 3 日

学

大 5 年 7 月

聡

大 6 年 3 月

大10年 8 月

大12年 9 月

昭33年 7 月
5 日- 1 0日 ( 6 日間)

阪神百貨庖 8 階催場

35，215名

731件

正午- 2 時於大阪ガスピノレ

塚本，福田正副会長ほか20名

着々開発進む大阪南港の見学会

20日 2 時- 4 時半

参加者 34名

. 6.  

=  

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

建 築 6団 体 会 長 午 餐 会

学

会 期

場 所

入 場 者

相談件数

4 日

出席者

見

建 築 業 務 基 準 委 員 会

10臼 l 時半- 4 時半於日本建築学会

出席者本会より山根委員出席

議事戸建て住宅建築業務基準( 案) について

奉

公衆衛生功労者として大阪府

知事より表彰状を受〈

昭32年 5 月 3 目 建築関係功労者として大阪府

知事より表彰を受〈

昭32年 7 月10日 建築関係功労者として建設大

臣より表彰を受〈

昭36年11月15目 多年水道工事業に従事 し経営

IC努めて業績を準げまた関係

団体の要職にあってよくその

斯業の発展 IC尽力し衆民の模

範とされ貨綬受章を賜ってそ

の善行を表彰された

昭40年11月 3 日 勲四等瑞宝章の叙般を賜う
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. 中・低層鉄筋コンクリート建物の動的耐震設計法講習会開催

- 定員 8∞名

・申込期限 10月 9 日( 火)

7. 開催地 ・会期 ・会場

大阪地区 10月16日(火〕御堂会館 (南御堂)

大阪市東区北久太郎町4- 68

T  E  L 06 (251)  5820 

8.時間 ・科目 ・講師( 講師の変更はありうる)

大阪地区 9 : 3 0 - 9 ・40 松谷蒼一郎

9:  40- 11 ・∞ 梅 村 魁

11:  00- 12: ∞ 伊藤 勝

13  : ∞.  . 14:  30 武 田 寿 一

14:  30- 16:  30 村 上 雅 也

社団法人鋼材倶楽部

建設省ほか25団体

地震時の動的な性質を考慮した中

・低層鉄筋 コンクリ ー ト造建物の

耐震設計法の普及を図るため。

4，2∞円( テキスト代 3，5∞円を含む)

「鉄筋 コンク リート 建物の動的耐

震設計法J ( B5 判・438 頁・会場受付

で受講鉦と引替〕

大阪地区の方は下記宛お申込み下

さい。

大阪市西区土佐掘船町33 ( 石原ピJI，)

ｾ ＵＵＰ＠ T E L 大阪 (06) <<1- 5581 

4. 聴 講 料

5. テキス ト

催

援

U

日

6. 申込み先

1. 主

2. 後

3.趣

| 建 築 関 係 6団 体 会 長 会 ( 東 京) I  

11時- 13時 於 経 団 連 会 館

塚本会長ほか10名

10日 8 時- 9 時半

出席者 77名

当日はサントリ ー附社長佐治敬三氏よりウイ

スキ ーについてのお話を伺った

事務局打合会

31 日 2 時- 5時 新大阪建設業協会

出 席 者 建 築 7 団体事務局員 10名

議題(1) 昭和48年度関西都市 ・住宅会議の企画に

ついて

(2) そのほか

〔個人会員 10名〕

安 藤 重 隆 i 中 川 洋 一 i 森 暢 郎

赤 太 図 文 i 二 宮 辰 郎 i 山 崎 ; f1J 明

上 原 幾 雄 浜 国 甚 三 郎 。

桟 敷 実 。 培 図 書 延 :

62 

於新大阪ホテル

関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

18日

出席者

7月 の 入 会 者 ( 敬称略)
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株式会社鶴見製作所



無音無振動基礎工法

現ど正、使用されている「熊i 'J 無 娠 動 地 下 工 法 」 は 、 既 製 ぐ い 工 法 、

ピ ア 工 法 、 上 旬 喰 工 法 、 井 筒 ケ ー ソ ン 工 法 等 に 分 頬 さ れ る が 、 そ れ ぞ

れ こ の 数 年 の う ち に 、 い ち じ る し く 改 良 さ れ 、 発 注 し て き て い る 。

市 街 地 に お い て は 、 佐 築 公L与 を だ す こ と は 許 さ れ ず 、 し た が っ て 「 無

( f 無 娠JIi }J 地 下 工 法 」 の 必 要 ー 性 は ま す ま す 尚 ま っ て い る 。 と く に 、 大 規

ｴ 九辿築物にあっては、土 ｗｻｉｾｴ 工法一 地中述絞明工法のいちじるしい改

H. IJ 日発がみられるようになっている現状にある。

そこで、本ＢＢｾはそのテー＿である「柿造と地工のかかわり」のなか

で 、 も っ と む of( 裂 な 位 i丘を，Ji める地下工法一一ーその) ! 時計然保正山地下工

法 の 各 工 法 に つ い て の デ ー タ を こ こ に 11，)，1在し、 ill 築技術. r . - の参考資料

としたい。

下記のとおり、 19工 法 を 紹 介 さ せ て い た だ く が 、 こ れ ら の 資 料 ぬ 誠

にＱ｜祭しては、ｼ見Ａ係弁社執 ｾｩｅ による記‘ ｬ 与 とそのご協力にまっところが大

き く 、 ま た 、 日 本 位 築 協 会 デ ー タ y ー ト 委 只 会 に よ る r:建 築 デ - 7' - "

ート」を、 I百l 委 以 会 の 7 向平をえて、平IJ 用 さ せ て い た だ い た む の も あ る 。

こ の 点 、 問 委μ 会 に あ ら た め て 感 謝 す る も の で あ る 。 た だ 、 そ の デ ー

タシートぬ且|在 にあたっては、レイアウトその他、自己タIJ を 浩 子 か え さ せ

て い た だ い た こ と を お こ と わ り し て お き た い 。

イコス・クラムシェル工法
大 成 建 設 64 

T M工 法 大 成 建 設 66 

N T O式ドーナツオーガー工法 日 東 工 業 68 

o  N  S .::r5去 日 東 工 業 70 

O J P工 法 大 林 組 72 

K C C工 法 鹿 島 建 設 74 

エ ル ゼ 工 法 熊 谷 組 76 

5 5 5工 法 清 水 建 設 78 

プ レ パ ク ト P I P杭 工 法 清 水 建 設 79 

T B W工 法 竹 中 工 務 庖 80 

ジェットリフタ- . 1 ' イリング工法 森 組 82 

森 式 N J L 工 法 森 組 83 

ア ー ス ド リ ル 式 ピ ア 基 礎 工 法 東 洋 基 礎 工 業 84 

P S アンカー工法 東 洋 基 礎 工 業 85 

O C WI 3去 奥 村 組 86 

F E W工 法
フ ジ タ 工 業 87 

T A I P工 法 武 智 工 務 所 88 

B W工 法 利 根 ボ ー リ ン グ 89 

P W工 法 日開技研・パイル 90 

ウ オ ー ル 工 業

建築と社会/ 1973年9 月号
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イコス・クラムシェル工法

大 成 建 設 株 式 会 社

. 用途

土留壁 ( 土留壁および梢造壁 )

・特長

1  .  Ｔ ＡＧ ，ｆ，振動 、 ｾ Ａ ｜ｆ，ＡＮ騒音の工法である 。

2 . 完全な止水壁が符られるので、内部の防水が不安である。

3.  'I;1J 染の段数が少なくて済むので、 山儲エヰ';.jlj も少なくて済み、

故終床付まで機械掘ができ、工費工WJの而で有利である 。

4  境界線いっぱい、隣接建造物 E りぎりの位置に地下外壁を設け

ることができると同 H寺に、外岡地擦の沈下が全〈生じない。

5. 深さには、ほとんど制限がない。

6 . 地盤の性質に制限がない。

7 .  fIY，'jj ' t f ; 本として使える 。

8  土留壁の垂直結l交の高いものがポj られる 。

9.  fiYt 造本体との剛結が容易である 。

10 . 抑削先端の雌認ができる。従って、支持ぐいとしても使用でき

る。

11. 特許関係 特許第468805 、 48901 5 ( 共に部分特許)

. 施工法

( 1) 掘 削 : ガイドウオール設置後、アースドリル又はボーリングマシ

ンでガイドホールを掘り、掘削された 2 本のガイドホールの閉め土

をクラムシェルパケットで順次f国みとる。ベントナイト液はたえず

掘削孔内に充満させておく。土質によってガイドホールなしでも地

工出きる 。掘削された土砂はベッセルに入れ、ダンプトラックに秘

み込み処分する。

Ｈ Ｒ Ｉ インターロッキングパイプ挿入 Ｚ 所定の ｪ 制定迄侃 ￬ ｾ Ｑ｝ が完了すると、

次のエレメントとの桜合苦11にインターロッキンク前パイプを姉入する 。

(3)鉄筋吊込み: インターロ y キングパイプ挿人後、あらかじめ組立

てておいた 1 エレメント分の管状鉄筋を吊り込み、カンザン等によ

りガイドウオールの上端で支持する 。

(4)コンクリート打設 イコス孔 の 1." 央部にトレミー管をセットする 。

このトレミー管によって 、下部よりコンクリートを打ち込む。コン

クリートによって 押 し」二げられるべントナイト液はサンドポンプで

汲み出し廃液槽に排出される。

(5)インターロッキングパイプ抜き : 打設したコンクリートの凝結状

態を硲かめて、インターロ ッキンクツマイプを 少し引き抜き縁切りを

する。その後クレーンにより抜き取る。

(6)以上の繰りかえしにより 1 エレメントずつ施工する 。

・性能

掘向IJi 呆さ ( m)  隣地から ｾｉｾ 心迄の必要距離
日乎 組: 厚さ (cm)

通 ｩｾ＠ 五t 大 通'i;'; (cm) 最小(cm)

80cmイコス 10- 35 50 80 55 - 65 50 

60cmイコス 10- 35 60 45- 55 40 

45cmイコス 10- 25 45  38- 48 35 

30cmイコス 5  - 15  30 30- 40 30 

64 

- 主要機械

:1'， #1、

イコス ・7 ラム

シェル機

- 施工概要

型 式

レール上移動式

、文、ミ、正

寸 法( m)

rll 長 さ 日 さ

3. 5 X 6.0 X 8. 0  

力可 ドウオール インタ一口ッキンクシfイプ

益 三 士 三 主 主三 三 差 宣 重 重E

l  掘 削 2 . インターロ ッキンタバイプ挿入 3 篭状鉄筋挿入

トレミァザ fイプ

コ豆豆亘豆ごZ 盛二豆茎2二

4 段取及び 、コンクリー卜打殺 5 インター ロッキングパイプ抜 ・

動力 ( K W)

22 

鉄筋骨組挿入( 外側)

施工能率 : 12m
2

- 35m
2

/ 日( 土質条件等により異なる)

. 適性地層

殆んどの土質に適応する 。



- 主な実績

工 事 名 所在地 工 期 庫事 (c吋

千代悶生命本社 東京都 S38.12- 39.3  60 

大川ビル
大阪市 39.4 - 39.1 60  

経団連会館 東京都 39.9 - 39.12 60  

関電 ｩｴｾｾ 電所 大阪市 40.11 - 40.12 45 

東京都羽白ポノプ所 東京都 41.1 - 41.3 60  

静岡新聞東京支社 東京都 41. 11 - 削 .12 60 

大阪市深江変電所 大阪市 42.1 - 42.8 45  

一栄ビル 大阪市 42.9 - 42.10 45  

関電御幣島変電所 大阪市 42.10 - 42  .12 45  

地下鉄 4号線 大阪市 43.2 - 43.5 60 

宮前ポンプ所 名古屋市 43.3 - 43.5 

45  

60 

東京建物本町ピル 大限市 43.10- 43.12 45 

蒲田西口民車駅ピル 東京都 43.12- 44 .5 60 

車電府中洞道 車京都 44.3 - 44 .9 45  

大阪読売新聞別館 大阪市 44 .9 - 44 .11 ω  

名城公園地下鉄 名古屋市 45.2 - 45.6 60 

山下車具 新耳市 45.5 - 45.6 45  

淀川製鋼本社 大阪市 45.8 - 45.9 45  

京成百貨庖 東京都 46.1 - 46.3  60  

大垣共立銀行本庖 大垣市 46. 4  - 46. 6  45  

広島第二有楽ピル 広島市 46. 9  - 46. 11 45  

前島ポンプ 大阪府 46.12- 41.2 60  

辰巳屋ビル 福島市 41.2 - 47.4 

45  

印

西武ショッピングセン? - 東京都 47.2 - 47. 4  60 

大和東京ピル 東京都 47.5  - 47.6  
印

- 実施例

工 事 名 読 売新聞大阪本社別館新 築 工 ＧｊＧｾ

泊工場所 大阪市北区野崎町36

設 計 : 附日建設計

脇工深度 : G  L  - 33. 0 m 壁 厚 ・600mm

壁 面 積 : 7， 260m
2  

コンクリート: 水セメント比62W/ C

セメ ン ト盆340kg/ m
3

スラン フ。20cm

骨. j' .f 20mm 

深度 (m) 壁面積(m' )

16.0 6，310 

18.0 3，414  

25.5 2，550 

14.0 1，350  

14.5- 11.5 3，600 

25.0 650  

15 .0- 11 .0  1，025  

14.3 2，311 

19.25  2，950 

13 .5- 16. 9  608 

14.8 3，150 

15. 4  2，531 

22.0 4，338 

8.0 
3，910 

14.0 

33.0 1，260  

19.8 4，230 

11.0 3，088 

14.5  2，062  

18.0 5，361 

18. 0  3，582  

15. 2  4，200  

11 .5  2，0閃

17.0 4，134 

21.20 3，188 

23.7 3，690  

J也鍛概要 当敷地は大阪城の北西約 2 kmの所にあり、地質的にみて

上町台地の: 11走北端に位置している 。

G L - 2 - 3 m以深は後期洪m層である底位段立礁層で

形成され、 ?i J1水面は G L - 7. 0mである 。

G  L  - 22 .  0  - 24  .  0  mにシルト質粘土があり、これより G

L - 33. 0m迄第 1 ｾＱ Ｑ ｩ 水層があり、更に ｇ L  - 32- 34 mに

シルト質粘土があり、これから G L - 39- 40m迄が第 2

滞水層の燦屑である 。

従って地下水も非常に多〈、透水係数は k =  2.5  x  10- 2  

cm/ sec と推定され、特に第 2 滞水層の水頭は G L - 12.5

m迄あり 2. 1- 2.3kg/cm
2

の被圧を受けている 。

工法概要 . 先行ボーリン グをド ーナツオーガーにて行い、イコスク

ラムシ ェル工法にて 1l:i l ｾ￭ｬ ｊ する 。 クラムシェルは従来 Ｒ t  

である が、今 回は 3 t の もの を使用した 。

イコス 壁 l主婦削 H寺の土庄、水圧を負担すると同時に外周

苦11の逆打桁重を負担する 。

地下躯体とは シャーコネクターにより 一体化する 。

イコス先端部は 32. 0m1附近 の粘土層にね入し、これより

上 部の外 部の水を遮断するようにした 。

そ の 他 . 当工事は地下6階 G. L - 28m ( イコス深度は33 m) という

深層地下工' ] ' ; . の為、イコス工事に於ても、土質 (砂礁層 )

条件による逸水及崩撲防止 の為 の適切なる泥水管理、施

工速度及精度 の向 上 に留意した。

号 I F L  深 土 質 N 値

10 20 30  40  50 

ｾｉ＠ H  1; 盛 土 ヘ
2  

可 ［ｾ 1  1  I'--

トー ト ー一品B IFよL  1  4  ヘ

ロ ｾ ｉ M I  ｾ＠ 細 砂 1  ¥ 

円 7 J  I_SZ_ 

← -J-ーβ互1. 1  8  

ロ 9 ト一一一一ー

〕れ :1 11 1  10  

電 司 ｊ｟ｾ｟ｂＳｆｌ I  Ｚ ｾＱ＠ ｾ＠ ｾｰ＠ I  I  I  I  R  B3F L  1  12 中 砂

空己 5ロ号 13 

141 

N門 ;1 11 B4F L  1  ｉｾｦ一一一一一Ｍ
ｾ＠ トーー ート一一一 16  一寸

17 

F 勺 18 磯 J昆り

」 監 巳 19 レペ
20 粗 砂 / /  

2ト 21 、、、-同
2 2  

ｾ［ｾ＠ o/  )L.-τ  

← L ー旺1 . 1  ｾｾ＠
o l ir- - - 1

25 

〈

、、
t

汚
26

C ト トぷ襟 ;;磯J毘円

29 組 砂

h イコス壁 330 1  

G L -33. 0m 厚さ 60"' " 1  32 ←一一一 _ - t - - -

立川ト | ι ι ー ト ー ト ーl

35 

36 

37 

38 砂 磯

実施例附図 349 0  

大 成 建 設 株 式 会 社

本 社 干 104 東 京 都中 央区 銀 座 2 - 5  - 11 電 話 (03) 567ー 1511

技 術研 究 所 干 104 東 京 都中 央 区銀 座 2 - 3 ー 12 電 舷 (03) 563- 6611 

東 京 支 庖 〒 104 東 京 都中 央 区銀 座 3 - 2 - 1 電 話 (03) 563- 6611 

大 阪 支 底 干541 大阪 市東 区 本 町 4 - 27 電 話 (06) 262- 1131 

名 古屋 支底 〒 450 名 古屋 市 中 村 区広 井 町 3 - 88 電 話 (052) 561 - 721 1  

福 岡 支 底 干810 福 岡 市 大手 門 1 - 2  - 22 電話 (092) 77 ー 1111

札 幌 支 庖 干060 札 幌市 中 央区 南1条 西1丁目 4 電 話 (0122)241 ー 1201

仙 台 支 底 干980 仙 台 市 二 田 町 5 - 20 電 話 (0222) 25- 7741 

広 島 支 庖 干732 広 島 市 大手 町 3 - 7 - 2 電 話 (0822) 41 - 0291 

横 浜 支 庖 干231 機 浜市 中 区尾 上 町 3 - 35 電 館 (045) 641 - 1401 

新 潟 支 庖 〒950 新潟市 八千 代 1 - 4  - 16 電 話 (0252) 47 ー 1151

高 松 支 唐 〒760 高 松市 西 の 丸 町 14- 10 電 話 (0878) 51 - 7141 

65 
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T M工 法

大 成 建 設 株 式 会 社

- 用途

地下壁 ( 土留壁、 止7 K 壁および構造壁)

・特長

1 .  1照騒音、無燦動工法である 。

2. 地盤適応範阿が広い。

3  自動レベリング装置内政のため、垂直粕 ｊ 立のｾＧｾ ' - ' 、地下喰が符ら

れる 。

4  止水板工法併用によりエレメ ン ト初 |互のくい 逃いが皆無で ある

ため完全な 止水壁が得られる 。

5  必 要 な断而や強度の土惚壁が任意に構築できる 。

Ｖ Ｎ エレメ ントジョイントの採用により地下椛 ｪ 主体 Ｈｉｦｩｩ Ｍｴ ￭ ［ｾ 壁Ｉとし

て使用できる。

7  柱及び梁を壁休に内蔵することができるため、効率的な設計が

できる。

8  重錘チゼルの重力利用の為、切 Ｑｾ ｬｪ ［ｊ ) が強力で土質の硬軟によら

ずJ居削能Z字 (50m
2

/ 日) がよい 。

9. 特許出願中

園施工法

(1)ガイドウオール : 地 下 砲 を 地 工 す る 予 定 位 置 に 、 jm: j'ilj 11.¥のカイ

ドとなるガイドウオールを椛築し Ij' に安定液をみたす。

(2)マスト建込穴掘削: T MjT:il j'i IJ 機のガイト‘ マストを往込むための竪

穴をクラムシェルパケットにより侃 j'il Jする 。

この建込穴は地下ｬＮＡｴの ｾｦ￬ 点のみ必要であり、又そ のまま ｩ 主統貯 のー

苦日となる 。

(3)掘削準備 : T M掘削機は主として本体とガイドマスト及び重錘チ

ゼルよりなる 。 現場搬入后レールにセ ッ トされた T M機の本体に、

ガイドマストと重錘チゼルを取り付け、土質 lこ!，[;、じて ill 錘チゼルの

昇11年速度および 1 回の- l ; J J削 iEを操作鍛に設定する 。

(4)掘削 : 準備完了後、霊錘チセ' ルの降下 ( 切j'i l J ) →同巻卜げ→ T MJ:問

削機の移動 ( 切込量の設定 )→ガイドマスト の鉛直 j立修正→丞錘チセ

ルの Il i ( ; 下のサイクルをくり返えし、議を j順次切り進んで行< 0  j'il J  ') 

ガイドウオ ー ル

一一一ζ 一

二二Z 二二E二 一 ! r  

掘削機

吸込口

おとした土砂は安定液と共にガイドマスト下端の |汲込口より l汲上げ

られて、泥水分間11. 機に送られここで土砂は取り除かれ、安定液は再

び構に戻される 。

(5)ブロックジョイントの挿入 : 所定の孤進後( 1 エレメント分) 、重

錘チゼルのサイドカッターを取り終えて、 ｪｬｩｩｬ 削孔 壁に Ｊｩ ￬￉ｾ Ｇ専をつけ、

この様に令せて銅 製の T 型ブロックジョイント，を婦人し、このコン

クリート 打設↑l!I J に管部して銅製の下 ;'iIJ パイプを建込む。

(6)底ざらい : ブロ y クジョイントで仕切られたエレメントのスライ

ムを、ジェットエヤーリフトにより完全に取り除〈 。

(7)鉄筋篭の建込み : あらかじめ地上で組立てられた鉄筋経をクレー

ンで吊り込みこれを講の '1' に，'{[I かに連込む。

(8)コンクリート打設 トレミ一色: により構底より順次コンクリート

を打設する 。 この H寺あ ふれでる安定液は*-'1' ポンプによりタンクに

回収する 。

(9)ブロックジョイント引抜き ・コンク リー卜の t試問を硲かめたのち、

ブロックジョイントとニド ;lilJ ノマイプを lii J11年にづ |抜〈 。

同 地下壁の完成 : jhti j'il J、コンクリ ート 打ち作業を1 J f : 行して行ないな

がら 1 エレメントづつ施工して地下墜を完成する 。

T M掘削機全景

ブロックジョイント生コンクリート/ ブロックジョイント

d?a l. :.: .: :  ｲ 口防ｾ : 7 ( . #"  d  ([] W 〆

① 竪孔 ② 組立 ③ 掘進 ④ ジ ョ イ ン 卜， 鉄 筋 龍 挿 入 ⑤ コ ン ク リ ー ト の ト レ ミ 一 打 設

図 - 2 T M壁 施 工)1頂序
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図 - 1

- 主 な使用機械

T M掘削機 ク レ ン 類

泥水分離機 ブロックジョイント

クラムシェルパケット 持| 土べ y セルおよびタンク

ベントナイトミキサー 水 111
ポンプ

. T M掘削機の性能

機 Ni  J臨 1')1) 深 1St ＨＺ［ｾ＠
原 f崎 Jj' 

M- ]  
20m 30- 60cm 

M - ]] 
30  35- 60cm 機日 2. 5m

S - ]  25  30- 60cm 

S - II 30  50 - 60cm 狩i l ' 1; .r¥: 

- 能 率 : 5 0m

2

/ 日 土質条件により多少の述いはある 0

. 適用地質 : 岩盤を| 徐くすべての地層

・地工実紅1:  ( 但し T M地工分のみ)

工 事 名 所在J由 施工年月

コカコーラ本社 東 京 都 44.  4  - 6  

星制I京紙ピ J レ *  Ji¥ mi 
44.  7  - 8  

全国向治労会館 ｾｴ ヰＨｙＮＡ￭ 45 .  8  

鶴 屋 (il'(/;I; ビJ レ 熊 本 市 47.  2  - 4  

第2 野村ビル 大 阪 市 47.  4  - 6  

' i ' 虫ダム 二 重 県 47.  6  - 8  

千代] 1 ] 生命ビル Z5 松 市 47.  7  - 8  

;l L新了 il'( I. '; ビル ｦＮｾ＠ };h 市 47 .  11 

駅前7 ーミナル 名古屋市 48 .  1  - 3  

パスターミナ I レ
/.L; Iゐ" 'j 48.  4  - 5  

- 実施例

工 事 名 : 第 2 野村ビル新築工事

地 工 場 所 大 阪 市 東 区 制11後日rr 2  - 57 

旬ーさ

cm 

30  

30  

40 

40 

45  

30  

45  

45 

50  

60 

設 計 : 大成建設、野村建設共同企業休

地工深度 : G  L  - 18 m 

壁 厚 : 450 mm 

壁而f i ' 1 :  1， 980 m
2  

コンクリート : F c = 21 0 k g  スランプ 2 0cm

最大事ｾ Ｎ 材径 25mm 

偏向1) 深 度

m 

17. 6 

8. 0  

12.5  

13. 5 

18.0 

18. 0  

16. 0 

16 .0 

17. 7 

17.0 

i担 1M h'1 

m'  

1，350  

320  

730  

2，740 

1，980  

840 

2，120 

950  

2，550 

1，230  

地盤概要 : 当敷地は大阪城の西方約1 . 5 k mのとごろにあり、地質

的にみて、上町台地西麓縁辺部に位遣している 。 G L  - 20 m  - 30 m 

以降は後期洪和粘土層で形成されている。

その他 :

本工事において T M壁は長期および短期の土圧、水圧に耐え、又止

水壁としての性能が要求され、かつ逆打工法の仮設支持としても用

いられたがすべての点で満足のいく結果が得られた 。

エ 4示置

質 N  値

(尺M) 
名

10  20 30 40  50 

。

地 下 室 ( 空洞) v  

磯混円 シJ レト 質 絢 砂

レ.4 5

小磯，毘 町細砂 ，...-
レJ

v  

よ 日 直レ

古田 砂 人

k  
10  

v  t  
磯 J毘 円細 砂

( _/ '  

シ J レト 質粘土

ド=仁

トーーレーー

磯，毘 円細 砂
卜~ 仁ア

lS 

15 

砂 確

シ ル ト 置 車 田 砂

ト- 1- -

」

ー- GL - 18M

γ ル卜 質粘土

20 

卜、
小磯，毘り細砂 25 

ｉｾ わ ・
磯j見町帝国砂

レ/
レ---

シノレト 質粘土

J  30 

土質柱状図

大 成 建 設 株 式 会 社

本 社 〒 104 東京都中央区銀座 2 - 5  - 11 電 話 (03) 567 ー1511

技 術 研 究 所 〒 104 東京都 中央区銀座 2 - 3 ー12 電 話 (03) 563 - 6611 

東 京 支 底 〒104 東京都中央区銀座 3 - 2 ー 1 電 信 (03) 563- 6611 

大 阪 支 底 〒541 大阪市東区本町 4 - 27 電 話 (06) 262ー11 31

名古屋支 庖 干450 名古屋市中村区広 井町 3 ー88 電 話 (052 ) 561 - 7211  

福 岡 支 庖 干810 福 岡市大手門 1 - 2  - 22  電 話 (092) 77 - 1111 

札 幌 支 庖 干060 札幌市中央区南 1条西 1丁 目 4 電 話 (0122) 241 - 1201

仙 台 支 盾 干980 仙台市二 日町 5 - 20 竃 話 (0222) 25- 7741  

広 島 支 唐 干732 広 島市大手町 3 - 7 - 2 電 話 (0822) 41 - 0291 

横 浜 支 庖 〒 231 検浜市中区尾上 町 3 - 35 電 話 (045 ) 641 ー 1401

新 潟 支 底 〒950 新: 島市八千代 1 - 4 ー16 電 話 (0252) 47ー1151

高 松 支 盾 〒760 高松市西の丸町 14ー10 電 信 (0878) 51- 7141 



無音無振動基礎工法 I  

N T O式ドーナツオーガー工法

日 東 工 業 株 式 会 社

. 用途

既製パイル、拡大シュー付ノマイルの) ! 日量背、 J!¥F， j震動打込。

- 特長

従来既製パイルを無騒音、無振動でJ也'1' に迎設するにはオーガース

クリューを以って地 '1-' を自IJ干しし、その孔壁が崩壊しないようにベン

卜ナイト泥水を注入しまた 孔 の底部にはセメントミルクを注入して、

その中に既製パイルを挿入し 、パイルの先端i を十H固めするいわゆる

プレボーリング工法を行なっていたが、この方法て' は粘土質府と砂

質眉の場合あるいはこれ等のシルト状など附々雑多な地層にベント

ナイト泥水とセメントミルクの使い分けにかなりの経験と校術が必

要で、これを欠くと孔Iをの崩壊でノ マイルの姉入が同日j でなく、パイ

ルをさらに婦人するにはドロップハンマーやディーゼルハンマ一等

の打撃力を併りることとなり無騒音無振動の目的を達することがで

きない。 またせっかく 自IHしした孔の 巾に粕土の塊がノマイルの伸入前

に落ち込みパイルを押入する際 、孔の底に 押 し下げられることが往

々ありパイルの支持力を弱める等の点を特に ｗ ｻ ｦＡｾする必要がある 。

ドーナツ式プレポー リング工法は前記のような特別に留意が必要てa

なく確実、ｾ易にパイルを押入埋設することができる工法である 。

・構造

この工法に用うる掘削機は 別 図に示すように.鋼管製ケーシングとそ

の rl J に上下 可動の小径のオーガースク リューとが組合されそれぞれ

二 台の減速機により駆動され 、 オーガースク リューは右回転で、鋼

管製ケーシングは左回転を正回転とし、正逆どの方 向 にも任意に切J

換えられる 。 鋼管・$ ! ケーンングの直径は 既 製パイルまたは拡大シュ

ーの直径よ り2 - 3  cm大きく且適当な 間隔を置いて開放窓を設けて

ある 。 またオーガースク リューにはその 刺IJ 芯にセメントモルタルや

ベン トナイ ト泥水等を注山す る孔道がある 。

. 施 工 法

(a) ドーナツオーガ一式プレボーリング工法

本工法は先づ目 的 の杭芯にドー ナ ツオーガーを建込みその垂直を 確

認して摘 削 を始める 。 仰 向Jj を始めると 同H寺にセ メ ン トを配令したセ

メントベントナイト浴液をスクリュ -jplli の先端 より注 出 しながらケ

ーシングは左回転 、 オーガースクリューは右 回転で 推 進 する 。 その

先端 が支持層に透した後 、ケーシングはその位 置 で回転を続け 、 オ

ーガースク リューは 正 回転し た まま適当な高さ 上下に 引 妨 げまた| 持

して支持層 中の土岐を 授 件 混 線する 。 この 間 ケ- : / ング 内の余剰土

壌は 地上では 開放窓から 排 出 し、地中 ではセメン トベン トナ イ ト泥

水 が開放宏、より 排 出 しケーシング外 の孔 l遣を 粘膜状 に塗り 上 げる 。

次 にケーシングと オーガースク リューとでさらに支持 層を 削 孔 しセ

メ ン トペーストに切 換 えケーシング 中の砂 を撹排出練しセメ ン トモ

ルタ ル状 となした 後 ケーシングとオーガースク リューを 徐 々にヲ |妨

げる と、孔中 は充 分 j昆練 された泥土状 のソ イル セメ ン ト、 その j長官11

はセメ ン トモ ルタルが充満する 。しかもその孔 はベン トナ イト 溶 液

で粘膜状 で夜 われ その 地層 が中砂や粗 砂でも干し壁は 崩壊 する こ とが

68 

なし、。

この工法ではパイルの挿入が極めて正確容易で、パイル先端が孔底

に達してから埋設するので、高どまりすることはほとんとなくまた

目的のパイルは吊込み挿入すると干し中 に充満している泥土状のミル

ク悦令物は日 H寺を経過 して凝結硬化 する 。 なおパイルの挿入にはオ

ーガースク リュー又はハン 7 ーをのせその重量により加圧挿入しパ

イルを所定の深さに セ ッ トする 。

(b)鋼管理設工法

J左礎杭として打設しようとする鋼管をケーシグンとしてい) と肉じ方

法 で削 孔掘進し 、先1i tki が支持層に達したらセメン トミルクに切換え

所定の深度迄搬進セメン トミルクを 充填しょく撹排して先端附近を

モルタル状とする 。

次に鋼管はそのままにしてオーガースクリューのみ逆 回転して抱い

ている掘削土砂を鋼管内に |峰送しつつ引妨 げ 土砂 を充 填圧密する 。

最後に鋼管を減述機より取りはずして埋設を完了する 。

・主要機械

名
材、 持』 式 m f.l: (t )  おき ( m) 動力 ( K W)

7 ローラ - 7 レーン 移 動 式 35- 40 15- 25 ディーゼノレ

二重アースオ ーガー n: lf'h 式
8  - 10 3 - 4  'i [L 動 75

モ ル タ J レミキサ ー 移 動 式 3  15  

モ ル タ J レポン プ ft j(ih  J'¥ 3  7  

オーガ一周減速機

州

一

酬

と

成

E

i

'
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オーガ一周減速 機

ミルク注入ホ ース

ケーシング用

減速機

'・

、

‘ l  

、

一}一一一
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①1' ;  
① ① の

本 社 郵 便 番 号542 大阪市南区三津寺町20番地 電話 (06)213- 0091 (代)

支 庖 郵便番号 103 東京都中央区日本橋馬喰町2丁目 3- 5 電話 (03)662- 2871 (代)

営業所 郵便番号810 福岡市博多区博多駅東 3丁目 13 電鼠 (092)45- 0355- 6  

工 場 郵 便 番 号693- 11 奈良県大和郡山市額岡部北町 電話 (07435)6- 0401- 2

郵便番号278 千葉県野岡市目吹字北沖砂 電信 (0471 )22- 3943- 4  

日 東 工 業 株 式 会 社

. 性能

鍋 削 深 さ ( m) 掘 削 径 (cm)

隣地か らの杭芯迄町

必要距離( m)

最 大 20 ( 但し SWI 3) 42 

通
Ｑιｾ＠ 42 70 

五主 55 
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| 無音無振動基礎工法 |  

O N S 工法

日 東 工 業 株 式 会 社

. 用途

無振動柱列連続山留工。

・特長

従米地下階付建築物を建造する為に山留を施すには鋼矢板や H鋼を

打込む方法が行なわれていたが、故近ili 街地や学校、病院付近では

騒音や振動による公害問題で施工が不可能となり、無騒音、無振動

工法で地下連続墜を造る のにイコス、 OWS 、 B W等種々 の工法が

開発されたが、地下 Ｑ 階や Ｒ 階程度 の ｪ 長居 の 地下工事では工 ＧｊＧ｜Ｎｾ が

非常に高〈且つ工期も長〈要する 。 また他の工法としては P I P柱

列で土留を行う工法もあるが、地層により、または杭列の l泊りなど

で掘削後に漏水が甚しくこれを| 妨ぐ為に杭列の外周に薬液を注入す

る必要もありこれとても割合に高価である。

ONS 工法は杭列山留工法てその形状は第 1図の如〈杭の左手了間商

は凸凹弧商を有し凹弧而に次の杭の凸弧面が核する厚さ 30cmの杭亨IJ

であり漏水の欠点は殆どなく且つ工期が非常に迅速で最も経済的で

次の ような特長がある 。

1. 地工が雌尖で迅速である 。

本工法に用いる掘削機は特殊設計によるドーナツオーガ一概削機で

ある 。 外側IJ のケーシングは鋼管で左回転、内側スクリューは右回転

が正回転でそれぞれ正逆何れの方向にも任意に駆動出来る 。 出力が

それぞれ異った 2 台の減速機により駆動される機械である 。

スクリューの剥! 芯にはセメントミルクやセメントモルタルを注入す

る孔を設けである 。土留杭の凹状円弧面にケーシング鋼管と 一体に

摺動しながらその地盤に適応するミルク配合の もの を注入しつつ削

孔するから垂直はもちろんのこと、ガイドウオ ールを施し杭列も正

確に施工することが出来る 。 また施工が完了してから直ちに土留杭

列内側の掘方を始められる 。

2.  漏水が殆どない。

土留杭と土留杭との間隔は 1 - 2cmでソイルセメントてフk密に充嘆

き' れるから漏水は殆どない。

3. ー土留杭は均一 で強力である 。

土留杭は S W ( コンクリートパイル ) 、P W( P Cパイル ) S  P W 

(鋼管パイル ) の 3種類あり製造管理! の行届いた工場において製造

されるので、品質は均一 で充分養生を施され運送途中はもちろん現

場吊込作業に当っても充分な強度を有するものである 。特に現場の

地層や建物の規棋に応じて 曲げ応力の構造計算による設計指示によ

り製造するものである 。

4  敷地は最大限に利用できる 。

杭壁の厚さは僅か30cm- 40cmでどの土留壁よりi i 1 J . いもので隣接障害

物壁より杭芯まで約55cmである 。 この土留杭は水密で且つ強力であ

るから内側に後から築造する地下壁は非常に薄いも のでよ く建物を

その土地に対して最大限に活用することが出来る 。

5. 施工費が経済的である 。

土留杭列は水密性で漏水がないので杭列の外側に防水のため薬液注

入等の第二次施工費が不要で、他の工法に比較して 1，止も経済的であ

る。

6.  隣接地盤の沈下は絶無で補償がいらない。

土留杭列は 1 本宛入念に掘削 して建込まれるから隣接地盤に影響を

与えない ので、隣接建物に対して補償は全〈要らない。

. 施 工 法

先ず直径 420mmの鋼管ケーシングとその中にオーガースクリューを

組合せた特殊設計によるドーナツオーガー削孔機により、ベントナ

イトを配令したセメントベントナイトミルクをスクリュー の紬芯の

孔を通し注入しながら削孔し、ケーシングの中 の侃削土壌を撹排し

てソイルセメント状となし、次にケーシングとオーガースクリュー

を引妨げた後に土留杭を的かに挿入埋設する 。挿入埋設は殆ど土留

杭 の 自重で足りる 。 次に先に施工した杭の凹円弧聞にケーシングと

オーガースクリ ューとを組令せたドーナツオーガーを添わせながら

掘削を行ない順次この作業を繰返して連続した佐列山留め壁を築造

する。土留杭と土留杭と の問|療は 1 - 2cmが理想的てF その間隙には

ソイルセメントが充填され漏水を防<-。

- 主要機械

r.， 材: 型 式 虫 沿 い ) I13 さ ( m) 動 力 ( k IY )  

7 ロー ラ - 7 レー ン 移 動 式 35- 40 15- 25  デ ィ ー ゼ ル

二 if( ア ー スオ ー ガ ー J自 動 式 8  - 10  3 - 4  ｾｉｉ＠ ｾｉｽｽ＠ 75 

モ ル タ ル ミ キ サ ー 移 動 式 3  

"  
15  

モ ル タ ル ポ ン プ
細 3  

"  
7  

L - - - i - 一一下一- 1- - ， - - ，-一一 1 - - '
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本 社 郵 便 番 号542 大阪市南区三津寺町20番地 電話 (06)213- 0091 ( 代)

支 l苫 郵便番号 103 東京都中央区日本橋馬喰町2丁目 3-5 電鼠 (03)662- 2871 ( 代)

営業所 郵便番号810 f富岡市博多区博多駅東 3丁目 13 電話 (092)45 - 0355 - 6  

工 場 郵 便 番 号693- 11 奈良県大和郡山市額田部北町 電話(07435)6- 0401 - 2  

郵便番号278 千葉県野図市目吹字北沖砂 電話(0471 )22- 3943- 4  

日 東 工 業 株 式 会 社

. 性能

J屈自1) 深 さ 好a 向1) 径 隣地から杭芯迄の

( m)  (cm)  必要距離 ( m)  

h止 大 30 50 

通
吊山

20 40- 50 70 

設 40 55 

玉石層、l i W岩以外の地質.i 直' 性地層



| 無音無振動基礎工法 I  

O，J p 工 法

株 式 会 社 大 林 組

. 用途

ピア( とくに超高層建築や稲絢! などの大支持力を必要とするもの ) ・

地下逆打ち工事用の仮支柱ぐいなど 。

. 特長

1  ベノト杭( l ，500mm妙、 2，OOOmmφ) の底面松を 4 倍まで拡大でき

るので 、1，OOO- 2，500t の長期支持力が得られ、 1 pi er :  1  col umn 

の合理的 ・経済的かつ信頼性の高い基礎椛造設計が可能て、ある 。

2 . ピア筒身部をオールケーシグンで掘削し、拡底部はベントナイ

ト泥水で・孔壁面を保謎 ・安定させながら侃削するので、軟弱地繋や

地下水 ・被圧水のある : 場所で も安全に作業できる 。

3. 機械化施工で堅硬な地盤でも容易に拡底でき、大 'pJ i l な省力化と

工期の短縮がはかれる 。

4. 拡底掘削した土砂はエアリフトによ って 排出される ので 、スラ

イムの沈澱は起らない。

5. 拡底掘向 IJ に使用するべントナイ「泥水は、確立された独特の化

学的手法によって官= 迎されるので壁而の崩壊は起らず、拡底部の形

状も専用に Ｑｾ ｦＮｊ 発された超音波乱 ｉｉｊ 定機て世 ｾｩ Ａｬｩ ｊ Ｇ 碍認するので 雌実な

地工管理ができる 。

6. すべて地上からの機械化作業なので、以近問題になっている駿

索欠乏などによる・J>; 放も完全に防止できる 。

. 施 工 法

(1)オールケーシング工法によって、所定の支持地盤まで緬i削を行な

う。( ヶ- ; / ングの直径は 1，500mmおよび2，OOOmm)

(2)孔中にベントナイト 1尼水を尚してから、ケーシングを 5 - 6 m引

き抜き、ついでベノ卜掘削機を拡底掘削機に取りかえる 。

Ｈ Ｓ Ｉ ベントナイト泥水て子 ｌｾ ［￮の崩壊を防止しつつ、 ｦｬ よ底ビ ｹ 卜で先端 ｩ

音11の土を切削 . +広底する 。.cJ J 削された土砂はベントナイト泥水とと

もに、エアリフト工法によって駆動制l を通して地上に排山し、土砂

は沈砂糟に沈澱させ、泥水は招削孔に還元する。

4・性能試験のため掘り出された鉱底抗

ι ビットの刃型がはっきりとみえ、

スライムのない拡底抗の底面地主主

( 円周と直角の溝は水切りのため

掘ったもの)

(4)拡底1f : l ¥削が完了したのち、趨ffi皮ifliJ 定機て寸広 Jl1昔11の壁而形状の i!!l J

定 ・確認を行な ったのち、孔 '-1'に鉄筋篭を挿入し、 トレミー管を使

用して水仁l' コンクリートを打設しながら、ケーシングを順次引き抜

き、ピアの築造を完了する 。

ロータリー躯動装置

エアリ 7 ト排土管

ベノ ト掘削機

ケーシング

① 

② ③ ④ 

図ー 1 O J P工法施工順序
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- 主要機械

(1)ベノト掘削機

本工法のオールケーシング掘削を行なうために、従来から使用され

ている大口径ベノト掘削機を使用する 。

(2)拡底偲削機

拡底掘削専用の機械で、拡底ビ y トとそれを回転させるロータリー

駆動装置とこれらを支持 - 移動および運転傑作する拡底専用機 ( ベ

ースマシン ) からなっている 。

(a)拡 底 ビ ッ ト 写 真 に 示 す よ う な 形 状 の も の で 、 回 転 し な が ら か さ

のように徐々に開閉するような構造になっている。開閉は、ロータ

リー駆動装置に取り 付 けられているトレーサーとそれと述動した油

圧ジャッキにより、ビットの昇降に応じてすべて自動的に行なわれ

る ( 手動装置に切換えも可能一一前掲 u J P写真のうち上部凸凹は

手動による再切削により真IJ まれたもの )。 切削した土砂排出用の l吸込

み口はピットの般に突出して院l ロしており、補助 l吸込み口がビット

中心下部にもあって、能率よく排出できるように工夫してある 。 ま

た粘性土. ! * の破仰やピットへの付新防止のため、れピットウイング

にはウォータージェットが装着されており、 2 ifdj: 式の駆動軸を過

して適 ｊｉｾｦ に使間できる椛造になっている。さらにビットが偏負荷な

とにともなうすりこぎ運動を起さぬように、ビ y ト上部の駆動軸に

ケ- : / ング内而をローラーするスタビライザーが装着されている 。

智

宅

A

P

、
‘V

旬、、

、、、

1

・、
‘

‘
、
、
、
、

吾
、

、

ロータリー駆動装置と

拡底ビット

(b)ロータリー駆動装置 . 拡底ビ y トを回転させる装置で、附属して

ビット自動開 閉用のトレーサ ー と油圧ジャッキも取り付けられてい

る。装置はすべてベース マ シンからの油圧で駆動し、あらゆる孔径

の掘 削 に共通に使用でき 、最大直 径 4 ，200mmまでの拡底調削が可能

拡底ビット

である 。

ロータ リー駆動装置の性能

駆 動 トルク max 8ton- m 

回 転 速 度

泥 水排 土管径

max 7r. p. m 

200mm 

(c)拡底専用機 : 拡底ビットと ロー タリ ー駆動装置を支持 ・移動し 、

動 力を 供 給して運転操作 す るた めのベースマシンで、キャタピラー

官超音波測定機と自動記録音十

・・路底据肖IJ 機と 着脱式ケーシングプラー

により走行する。 ロータリー駆動装置の運転はすべてこのベースマ

シン」二からのレバー操作によりリモートコントロールされる。さら

にお JJ見式のケーンングプラーを装備しているので、ケ- : / ングの予

備さえあれば、拡底掘削以降のすべての作業を能率的に処理でき、

さらに工期の短絡がはかれる 。

Ｈ ､ Ｉ 超干 ｔ￬ 皮測定機 Ｚ 泥水 ｉ ｾｉ の孔壁を測定するために 、 超音波の反 射 を

利用したものである 。 これによって孔壁の掘削状 況 や崩壊状 況を測

定して、地上の自動記録装置で読みとるものである 。

. 性 能

ケーシングの直径により下表のような組み合せが選べる。

ケ- ; ，- ング直径

3，OOOmmまで1.500mm 

2，OOOmm 

- 実績

拡底部ＷＮＧｾ flt 底 直 径

4，200mmまで

工 'J>:r，材‘ 設 計 者 所 在 地 エ JUJ {士 t華 本数 制ii ｾＮ＠

主対的 fi. ( 株) 疋悶設J十(' J q

1，500世→

20 本設ぐい

東京

45.12 - 2. 600O  

!i¥2 ピル
u再造〕 46.1  1，500O→ 15  長期許容I也福島I

平沢建築設計( 事) 3，000世 カl!r 250t/m'  

サ ン ワ

逆打ち mfJj支

( 株) 日 程 設 計 東京

46. 9- 1，500世→

44 

H' <・ぃ

点京ピ J レ

46.10 3，000世
長 JUlil 午谷地耐

1JJ 主 2S0t /m'

- 特記事項

￼ｊｐ 工法によって築造されるピアは、 ｕｾ 和 ＴＶ 年 Ｘ 月 ＲＸ 日 付 でＨ 財 Ｉ

日本建築センターの評定を受けており 、 くい耐力算定方法その他本

工法使用についてのくわしい基準が、基礎評定委員会評定許に記 ;1主

されている 。

株 式 会 社 大 林 *Jl. 

東京本社 ⑤ 101 東京都千代田区神田司町 2 丁目 3 の 1 電 話 ( 03) 292 ー 1111

本 庖 W 540 大阪市東区京橋 3 丁目 37 11話 (06) 943ー 1131

支 底札幌・仙台・機浜・名古屋・神戸・岡山・広島・高松・福岡

73 



無音無振動基礎工法 l  

K C C工 法

鹿 島 建設 株 式 会 社

- 用途

ｾ絞土留 壁、ピア

・特長

1.  i必循環方式( リパースサーキュレーション方式) のため、 11:1! ド11)

能韓三が良い

2 .  1日削控厚( 又は径) は 0.4- 2. 0m迄自由に選択て‘ きる 。

3. 工引先J : l J具、土質により数 卜同 類 の ビ ソ ト か ら 松 過 の も の を 選 べ

る。又ロータリ一式とパーカ γ ション式を常時併用可能。

4. 垂直性が完全に保持できる 。

5 . タイヤ万式による足回りで、機動性がある 。

6 . 地 工 条 件 、 工Wl A 見肢により、大型機、小型機の使い分けがで

る。

7  .  40年 9 月、イタリア C C C F 社 よ り 投 術 導 入 を 行 な い 、 国 内 独

占失地権を有す。

. 施 工 法

K C C工法は K C  C11:1! 削機のロータリ一式及びロートパーカ y ショ

ン式ビットにより帰削 された土砂 を 逆 循 環 方 式 でベン トナイト泥水

と共に 級 協 官 を通して l汲妨 げ 、 土 砂 は沈澱倒に沈澱させ、泥水は 11:t!

j'j i J 孔へ i泣流して再使用し、細削を illi める工法である 。 従って、ケー

シングは不安である 。

又ベントナイト j存液と 一 緒に l汲揚げた土砂は: i U i 'ij¥' サイクロン、スク

リーン、又は沈澱将li にて分縦し、 トラック又はコンテナーで場外に

ｪｾ Ｚｊ｜ し処分する 。 ｊ 日 ＡｪＧ ｪｬＩ 後、鉄筋の佳込みを行ない、コンクリート打

設を行ない、地 rj " j主続格、ピア、基礎杭を築造する迄の胞工法を私;

して K C C工法と 11千んでいる 。

施 工 )1慎序

(1)術築する憎の位置へ鉄筋コンク リートでガイドウオールを作る 。

これは位置を決めると同Hキに、地表の土砂の崩壊を )!)j ぐ役目をする 。

(2)ガイドウオールに沿って 1!ii !j 'jl) 機を配置し 、 ガイドウオール |人j にベ

ントナイト溶液を' : J Iき入れる 。

(3)K C  C ドリルで1@j'j l) する 。

(4)七IJ j'jl) 、破砕 された土砂 はl汲錫 管からベントナイト溶液と共に l汲妨

げ 、 サ イ ク ロ ン や 沈 澱FJ1i で分出If. 後ベントナイト裕被はガイドウオー

ルへ j辺流し、土砂は J易外へ搬出 し、処分する 。

(5)  1 エレメント分の 11I T l 削が所定深さ迄完了したら孔の間1H1 ) にインタ

ーロッキングパ イプを伸入する 。 これは、型枠の役目をすると共に

述統i置の‘ ・かみ合せ" を作る 。

(6)次に組立てた鉄筋篭をクレーン等により、孔内に吊込む。 配筋は

i主体の目的に応じて設計される 。

(7)鉄筋を挿入後、トレミー管を通じてコンクリートを打設する 。 コ

ンクリートは 孔底 よ り逐次ベン トナイト溶液と置換 されながら 打 設

されるので 、良質なコ ンクリートができる。

(8)コンクリート打設後、 2 - 411寺間経過してから、インターロソキ

ングパイプを t友取る 。

(9) 1 つのエレメントが完了したらそれに隣桜した次のエ レメ ン トを

地工し、順次これを繰返えしつつ鉄筋コンクリート遣の連続壁を築

造して行〈 。 必礎杭、ピアもこれに準じて施工。

掘 削 方 法

74 

(l )l j lHl 杭 1): 1! 削杭侃削 はトレンチ服削 作業の ー単位と与えればよい。

地質によりロータリー }'j 式とロートパーカ y ション }j 式を使い分け

る 。 ロートパーカ ｹ ション郷削は玉石 ｩｬｾ り層、土Ｉ， Ｉ・ Ｑ 杯、秋岩 、 ｬ￭ ＡｬＡ 岩

等比 較的硬質地盤に適し、パーカ y ションビ y トをワイヤーで吊り、

ストローク 故大 1 mの範阿 l人l て、ハン 7 リングを行なうと共に、約90"

の正巡 回転 を1mえなが ら帰 削す る万法である 。

(2) トレンチ 11iil ドjlJ トレンチ侃削はわ ｴＱＱＺｾｪＧｪｬ Ｉ の操 作 を ｩ ＱｦＪえＨｪ Ｈｊ Ｇ こ行なって

エレメントを椛成する方法と特殊クラム y エルパケットを併用する

jあ令とがある 。 1 エレメント は一般に 1. 5- 10mとしている 。

1) ロータ リー 及 び ロートパーカッション 11:i !j'jl) ロータリー掘削の場

介にはドリリングパイプ長さだけ帰削してからドリリンク" パイプを

継足し 、 順次 ＱｊＺｾ 下げて所定の深さ迄 Ｑ ｭＺ 削 する 。 パーカッション Ｑｊｩｩｬ￬ Ｇｪ ｬ Ｉ

ではドリリンク' パイプ全長を や1I 段階かに分けて 1J:I! j'j l) すると孔壁の崩

壊がなく仕とり精度も良い。

G豆重重D a三三= n

ー ー で竺 竺 竺士 = τ  

イ) インターロ ッキングロ ) 最高かご挿入 ハ) コンクリート打註ニ) インF ーロ y キ;0'1

パイプ挿入 パイプ引挫き

図- I  K C C工法コンクリート打設順序

図 '-- 2 ロータリー掘さ く 図 - 3 ロー トパー カッ

ション J屈さく

図 - 4 トレンチ掘さく }I頂序

図 - 5 ミーリングカッタ

による f屈さく

図 - 6 パケ y ト掘さ〈



憐I也から制l心(Il，N ，、)

i主的必lltlm雌 ( m )  

揃 j' jiJf平さ (径 )( m)

2. 0( ピヤ)

Jf. li I'jll 深 さ ( m)

ＷＰ ｃ Ｂｲ ￍ￮ｾ深さ Ｉ大

. 性能

h主

2) ミーリングカッタ付ビットによる掘削 当 り 取 り 及 び 仕 上 能 率 を

上 げ る た め に ビ ッ ト に ミ ー リ ン グ カ ッ タ ー を つ け た 掘 削 方 式 で あ る 。

3) クラムシェルパケットによる仰向IJ エレメントの両端部を削干しし

特 殊 7 ラムシェルパケットによってイLI i ¥J の伐った部分を i1il !j'JIJ する 。 0. 4 - 0. 6 0. 4 - 2. 0 20- 30 
，ム'!.

m 』凶

0. 4 0. 4 ｾＮＺＺ＠

. 適性地層

キ11; 土 、 シ ル ト 、 砂 ーロータリ一式がI ! 皇する 。

五 灯 、 土 川 、 秋B ・0 ・0 ・・ ロートパーカ- ; / ヨン式が過する 。

・主な実績

最 初 の 施 工 例 : ＱＧ， 市毘 ､ｊ 水道局犬山導水 ｗＱＱ￯ 設工・ ｊＧ［ の ＱＱ 日 ｪＧｊ リ土留 ｬＺｾ 築

造 S 4 0 . 3 - 4 3 2 0 m

2

、厚6 0 c m

実 施 例 名 古 屋 市 水 道 付 水 jff 導水竹シールド発進笠枕、 rlJ 問 駿 杭 の

築造、小l l J :{'，.fI汁N湯 本 駅J副長工‘ Ji . 、辿産省千葉県小 航 川 モ デ ル 河 Il

iMJ 試験工判些ノ'](1柁試験工・J'; 、大阪 rl1新 1. ｾ大統取 付歩道締法礎杭、

浜松市役所下水ポンプ場新: 没工 'J'; 土 WI 外 1: 足、大阪r 11地 下 鉄 今 虫 シ ー

ルド工品J';同欽稲子i ｊ ，ｾ礎防護コニー ｪｫｴ 者団地下鉄炉 Ｑ Ｑ 川 川 工区シールド発

進 竪 杭 築 造 、 他
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- 主要機械

K C C掘 削 機 は 施 工 性 を 重 点 と し た 機 動 性 の あ る 椛 造 で 写 真 に 示 す

通 り で あ る 。 本 機 は タ イ ヤ 走 行 ト レ ー ラ 一 式 の シ ャ ー シ riij 部に 2 ＭＱｾ＠

椛型のデリ ックブーム( ? i l J EE シリンダーによる自動折たたみ式) そ

の下部前而iに油圧モ ー タ ー 駆 動 の ロ ー タ リ ー テ ー ブ ル 、 又 ブ ー ム 背

面下部に '1]央 操 作 総 逆 転 席 が あ り 、 そ の 後 )J に71hEE ウインチ、主ホ

ンプ、バキュームポンプ及び配 Ｑ ｉｉＺ ｩｬ￬ｬ ｊ￭前 ｉｾｾ が設けられている 。 なお機

械の諸元は下記に示す. i I f i りである 。

K C C掘 削 機 諸 元

名古屋市水道局大治導水管シールド

発進塁坑，中間竪坑

図 - 7

本

電話 ( 06) 203 - 3381

75 

電話 (03) 404 - 331 ｾ＠

鹿 島 建 設 株 式 会 社

東京都港区元赤坂 1 - 2 - 7

大阪市東区瓦町 5 - 71 ( 瓦町ピル)

札幌・仙台・横浜・名古屋・広島・四国・九州

キ土

大阪支底

庖支

婆 11 1立 輸 入 | 幾 [F. I  ，!Ii 機

会 ｌｾ＠ mm 7，950 7，000 

全
申'"

H  

2，950 3，000 

全 ，'，・r1  
M 

10. 680  8，000 

主 ポ ノ 7  mJj mi n 4. 5 6  

主 n  径 mm 200 200 

ウ イ ン チ 符 -:11 kg 3，000(  Iji j) 4，000(i 11i 圧モーター)

5，900(1長) 8，200(i UI圧シリンダー)

王 ポ ン プ K W  

モ

阪 I同 ウ イ ン チ

"  

ロ- Y ' } ーテープル

"  
96. 7 89. 7 

タ

油 圧 ポ ン プ

"  

n 空 ポ ン プ

"  

全 備l ill ii J: kg 17，000 19，200 



! 無音無振動基礎工法 I  

エ ル ゼ 工 法

株 式 会 社 熊 谷 組

. 概 要 と 適 用 範 囲

地中連続壁工法は今日では位類も非常に多〈、大規模地下工' j ' ; の主

流たる傾向にあるが、これら工法の- tn具はとりも直さず抑削方法の

相違に帰趨する 。 エルセ' 工法の主役をなすエルセ'掘削機は、写真に

見るようにきわめてユニークであり、本機の剛な移動7 ストを侃削

構底まで到達させ、 7 ストに沿って上下動する掘削パケットで、パ

ワーショベルに似た動作で切削するため、安定液をいためず、平洋j

で垂直な壁を高能率に構築できる点に特色がある 。

エルセ' 工法をイタリアから導入して以米、すでに約10年の歳月が経

つが、この問、脳工管理 ・ 品質包Ｚｾ の デ ー タを法に、エルゼ機をは

じめ付属設備、施工方式を改良 ・改普ーし、また土儲壁 ・止水J ! . i .椛

造壁の各壁用途に令 ったジョイント方法な らびに安定液管理方法を

1] 1/笑して、高精度の墜を高能Z字に構築するよう努めている 。 エルゼ

Eまの用途も、建築物の地下外壁、土留壁、ダムの止水壁、地下鉄の

1M 1 / 壁、下水管渠壁、高速道路のカルパート壁、宅地造成の振動防止

壁等と多彩な用途に適用されている 。

. 特長

(1)掘削作業がきわめてはやい。 したが って、経済的な地工が可能で

ある 。

(2)施工精度が良〈、平滑で垂直な壁を柿築できる 。

(3)作業に公害をともなわない。 騒音振動が小さく、周辺地強を沈下 ・

移動させることがない 。

(4)非常に広範囲な土質に適用できる 0

. 旋工

掘削および排土方式

エルセe 深構掘削に先だち、 J屈削予定位置をはさみ鉄筋コンクリート

製のガイドウオールを築造する 。 エルセ'機は本体フレーム ・掘削装

置 ・走行装置および旋回装置の 4 つの部分から成り、旋回、鋸イ寸調

整ならびに掘削という 一 連の操作が掘削機の運転室 で一括して行な

える 。 エルゼ機の機種は F 型と H 型があり、前者は屯動駆動方式、

後者は油圧駆動方式である 。

掘削方式には、エルゼ機を ｴ ｊｦｦｩ ｾ￭ ｩｊ 方向と同 Ｍ Ｑｱｬｬ にＱＱＧ ｩ えカイドウオール

をまたいだ状態でf原削するまたぎ掘削と、 1m: 削方向に直角に招えマ

ストを 90・回転させて概る 1ft l/ 1 J 掘削のふたとおりがあり、掘削ノ〈ケ

ットは剛性のある移動マストに沿って、徽振れのない安定した状態

で掘削を行なう 。

排土方法としては、掘削パケ ッ トから直接ダンプトラックに積むか、

またはドーザショベル、ベッセル、ベルトコンベヤ等を介してダン

プに積み込む等枝々の方法がある 。

2  安定液管理 '

安定液は水にべントナイ トを少量加え、これに C MC やニトロフミ

ン酸塩等の添加斉1/ を微量加えて調合する 。 被圧水や伏流水がある場

合は、安定液の濃度を高めたり、パライトを混入し、また逸水現象

のある地盤には数種の適当なストップ斉1/ を浪人して対処する 。
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写真 1 エルゼ掘削機

安定液は地盤調34f 報管告訴: を J容に適切な調介を決定するが、掘削期

間中繰り返し使用するため、劣化| 幼止 の処理が必要である 。新 調 合

安定液、使用中安定液および回収安定液は絶えず比重 ・ファンネル

粘性 ・透水係数 ( i地過試験におけるフィルタ ー ケ ー キ の 厚 さ 、 脱 水

量、 1111圧力、 110庄 11奇IH/ 等の相| 刻性から導いた新しい判定値) をそれ

ぞれ測定し管理する 。

3  底ざらい掘削

スライムは、ストークの式に見るように粒径の大きいものから時間

経過につれて順次講底に沈相する 。 エルゼ工法の安定液調合での最

終スライム量は僅量であるが、所定の掘削完了後掘削機を 30分間以

上放置してから底ざらい掘削を行なう 。 場今によっては、特殊クラ

ムシェルパケットとかトレミー管を介してのエアーリフト等でスラ

イムを除去する 。

4  コンクリートの打設

鉄筋カゴは tfti 削に並行して地上で組み立てておくが、ポンド低下を

考慮して主筋はすべて異形鉄筋とし、 ;償筋にはドーナツ形( 軟弱地

盤ではソリ形 ) スペーサーを取り付けて鉄筋のかぶり厚を確保し、

またかご吊込みを容易ならしめる 。 かごの吊込み完了後、 トレミー

管を吊り込み、コンクリートを構底より順次安定液と置換するよう



GL- 7 mまでの中位の砂層

(胃= 7.5 m' I h. σ = 3.0 m' l h) 

GL- 7 m以 下 回 密 な 砂膚

(胃= 6 5 m2 J h，σ = 2.6m' / h)  
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に打設する。掘削ーコンクリート打設の単位地工長さは、建築工事

では例えば柱間隔を 1 単位とするように緋進上から決定することが

多い。

I 匂 れ 子
。

実掘削能率頻度曲線図 2

江 北 板 絵 手 「生主主L

/  Y / A"Y. ノノ

地理 ←可

/ ノ入、Y 吋¥、

フジポイド

チ ュ ー ブ 肝 / 一一二二ご山

モ〉
4〆' / ¥Vノ/、、

V 型 鉄 板

・7ζ 平 乙

ジョイント部の処理

壁と壁、壁と柱 ・はり ・スラプ等の躯休の各継手書1¥、壁も山留め腹

起しの有効成として考える場合の継手苦11等の処理は、良好な施工管

理から不備は生じない。近年、地中連続壁の単なる仮設土留壁とし

ての使用は不経済という到J きにあり、これら応力伝達とか止水等の

目的に 7 ツチした縄々の継手法を tilJ 笑し、実大試験でそのま1 ) 用を確

かめ実用としている 。

図 1 に壁と 壁のジョイント例を示す。

k  透氷性係数 ( l O-
s

c m‘ / 介 ・kg)

F V  フ ァ ン 亭 ル 粘 性5 0 0 c c / 5 0 0 c c ( 砂 )

日 1- 0日 加 圧3k g/ c m
2

で2時 時 脱 水量( 叫

柱 継 手 そ の 1

- 性能

適応土質

粘土 ・シルト - 砂 のほか 、玉石 ・土丹 ・風化岩等の地層に適用でき、

前者では特に高能率施工が可能である 。実品fi では、径50 - 90c mの玉

石が多量存在する地盤にて施工している 。

H  ｬｊ，ｾ機で ＵＰｭ 。

最大施工深度

F 型 機 で2 0 m，

壁 厚

1)( 

o  

H 型機て' 50 - 100cm。F 型機で45 - 100c m，

最近接施工距離4  

転
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10  

継手例図 1

ただし、

隣接鱗造物がない場令、すなわち隣接境界線、道路境界線等までの

近接距離は 55c mまで可能である 。

エルゼ構芯から隣接椛造物まて
a

の最近接施工距離は 75c m。

各状態の安定液図 3
施工能率

施工能率 l立、立地 ・敷地状況、土質条件、壁厚、深度等によって杯l

具するが、概略、壁面積20 - 4 0 mヤ日 ・台である 。

転用への処置

回収安定の k

(  10寸

K く 2

2 豆
k く2.5

施工精度6  

要不
完成壁の垂直精度は、エルセ' 工法の場合、構底まで到達する移動 7

ニトロフミン厳1.!I. 0. l %

添加

ニトロフミン政担0. 1 %

C MC  0.05%添加

ニトロフミン厳塩

αVl C 各0.1 %添加

2.5 ｾ三 ｫ く Ｓ

ストの垂直性に依存する 。移動マストの妥直性は捌削中を過してト

ランシ ットで計測するほか、垂直性計 iJIIJ 器が取り付け られている。

夜間掘削作業を行なうような場合には、照明や疲労から垂直精度が

多少落ちる場合も稀にあるが通常、平均1/200- 1/ 300の精度である 。

3  ｾ三 ｫ

安定液の処理表 1また所要の構幅は超音波 ifll l定器によって管理Rすることで保たれる 。

- 実 施 例

大阪法務合同庁舎新築工事の例を、 図 2 、

組

'一、

I コ
貫長株式会社

3 および表 1 とともに簡

単に紹介する 。

エルゼ壁の概要は、壁厚50cm、深ち 14m、壁面積 3，185m2 であり、

前掲の柱継手を採用してエルセe壁に地長時せん断力を分担させ、土

電 話03( 260) 2111東京都新宿区筑土八幡町22社本

電話06( 352) 1151 
大阪市都島区片町 2 ー 10- 5  

詳細のお閉会せは下記へ

大阪支庖

留め兼用の地下構造墜とした 。新安定液の調合は、ベントナイト 5

東京都新宿区宮比町 1 ( 東海ビル内) 技術研究所5部 電 話03( 260) 3111

77 

% 、 C M C およびニトロフミン酸窓各0. 1% で、掘削作業、安定液

管理等順調であった 。



無音無振動基礎工法 |  

5 5 5工法( 清水式場所打地下構築工法)

③コンタリート 打

/ 砂 利 ・側

トレミ- i 1

'  

①エレ ノ〆ト時 6 らえ

ベ

ン

ト

ナ

イ

ト

液

: _ ; J イシト. f ，' ，タス

図 - 2

断面図

Jレー プ筋ベラ

垂直ジョイント施工部材

ベラ ジョイン トボックス
ジョイン卜パイプ

ほぞ付仕切板 図ー4

垂直ジョイント標準図

清 水 建 設 株 式 会 社

東京都中央区宝町 2 - 1 ー 1 T E L  535 - 4111 

大阪市西区土佐堀通 2 - 2 T E し 443 - 5431 

本 社

大阪支庖

桁

行

梁

筋

S hi mi z u c a s t  i n s i t uat i on S ubs t r uc t ur e  S y s t e m 

s  s  s工法は、従来の地中連続壁工法の域を j悦し、地上から地下| 併を f，Yi

築する工法で、我国で初めて、村長i剖本として日本建築センターの全体認

定を受けました。 この結果、 s s  s桃遺体を建物の椛泣休として使用す

る為の lド515は必要なく、いつでも桃造体として設計使用 11¥;1ミます。

・特長

1  Ｎ 従来の仮設山留対象の地 ｲ ｬ Ｇ 述続笠控体を椛造』巨体として設 ｾｉ できる

ように、垂直精度確保のシステムを完成し、ｲＮｾ休キ ｒｉｌ を ｴ Ｇ ， ｙｩ 造体に 一 体化

した。

2  壁 rl' に、基礎杭 ・位 ・桁行梁 ・地中梁を内蔵し、か つ、r: ，，! : に直JfJ Ji 

向の構造部材を接続させる嫁令部をイTする 。

3  掘削は、無音無振動 ・無公:! i : で、地銀の性状にかかわ らず、周! 羽地

盤をゆるめることなく安全に施工できる 。

4 .  S  S  S 工法の杭工法完成により、がしとして確実な耐力がj切符でき、

地下工法が大巾に単純化される 。

. 施 工 概 要

1  ガイドウ方ールを設置し、ベントナイト泥水を満たす。

2  掘削 ・ウオールドリル (h'i7)U¥; }J IIlJ1li l ] 御装置付利似iJili 削機) を使用

して、 Ｑ エレメント分の機を所定の深さまで ｩ ｊＺｪ ｩｾｪｬＩ する 。 ｴＺ，Ａ厚より大きな

柱を組み込む場合には、大 ｵ 径孔抑 ｊｾｪ リ 機を併用してれ位置に円イしを姉ｩｊ Ｇ ｪｬＩ

する 。

3. 侃削終了後、エアリフト装置でスライム の底後えを し、 ジ ョイント

パイプ ・ジョイントポソクスを挫て込み、鉄筋かごを押入する 。 鉄筋か

ごは、壁休中EI 互の水平継手材・ H. 筋 ・梁筋を内蔵しておくとともに、大

梁床版ジョイント書 Ｑ Ｑ を設担しておき、変形防止のｾ の 宇 ｉ ｉ￬ Ｇ ｊＱＱ を地しておく 。

4  トレミー管を用いてコンクリ ー トを打設し、 1 エレメン卜 (A ，) が、

完成する 。

5.  1 エレメント分だけ離れたイ立置に、次のエレメント (A ，) を問機の

順序で完成する 。

6. エレメン卜 (A ，) と (A ，) 1mの ジ ョイントパイ プ を引き抜き、エレ

メント ( B ，) をJ版印l し、ジョイ ン トボ ックスを引き抜き、鉄筋かごを姉

入してコンクリートを打設する 。

7  以上の地工を繰り返す・) ，; により、 S S  S  椛i立体を完成し、その後 の

似-tJ J工事を行ない、大梁 ・床版等を 一体に施工して、地下椛ii !i 物を完成

する 。

. 5 5 5 工 法 用 掘 削機

1 .  S  S  S 工法にはウオールドリルを使用し垂直結皮 1/ 300 を椛保しま

す。地盤によってはクラムンエルパケット、チセソレ等を使用します。

2  杭 柱 ・壁の一体施工の 11寺は大孔径J開削機を併用する 'J i . も可能です。

3.  tliii 自IJ は泥水工法て' 行ないます。

4.  1 回の掘削断聞は、巾400 - 1， 200怖、長サ2，500- 4，000の範闘で、

これを組み合わせる事により、必要な長さの溝 - 丁・ コ ・口 ・O などの

形状の講を掘削できます。最高深きでは46mの施工実紋があります。

図 - 1

ｾプイヤ ヘ I ｾＮプリ
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口

図 - 3

側面図 A 型鉄筋かご

1; 1: ぞ付イ士七刀板

い飾品

エレメ〆ト ￟ ｬ ｴ｜ｬＡ ｮｾ ｊｴＺＺＮ ｦ

コν ベ ア ーE

提削プラント

78 



無音無振動基礎工法 I  

プレパクト PI P杭工法 ( Packed in Pl ace Pi le) 

清 水 建 設 株 式 会 社

- 用途

P I P杭は、浸透性が強〈、水との. i 'J H日.rl: がなく、又、従結収縮の fff ん

どないプレパクトモノレタルを使用した、 ＱＡｾ ｆＮ il_:l !1.F;仮到J の.rJa戸fr -tTわt であり、

山側 l: j: ・基礎支持杭として用いられる 。

・特長

l  無! ! i 量i T .  ｾＡｉＮ ｆ，娠 ｩｬｬ Ａｊ地工てＧある 。

2  オーガ- - tliii 進であるため、硬質地量産 15cmf'，Uえの燦地盤て' も施工可

能である 。

3. プレパクトモルタルを使用するため、凝結収 tlii が少なく、地下水の

;i 診科もなく、又、川l圧 注 入 す る た め 、 法j盃1J が大きく、干し墜に完全に待f

ｾｖｩ する 。 ｪ 主絞して泊工すれば、土留唯 Ｎ jMf水 Gj: . ち，: s!T. I¥JJl l::壁 土 砂 流 :H

ｼり ｊ 止 ｬＺＮＡＺ＿Ａ［ｾ に利用できる 。

4  きわめて惑い地盤でもその部分の土と世き換えにモルタルを注入す

ることにｻ衣り、 ｦ 言車ｩｒ ｊ ＡＮｴのあるが ｌ を ｊ ｦ ｾ｝ 衣［できる 。

5  支持層の深さに応じて、くいの長さの調節が 1'1白 であり絡所 (I(J であ

る。 又 、 長 尺 物 ・屯 i，1物の搬入不安である 。

6 .  fi ' [ 芯に正しく入り、孔慢の iiljr)j は全くみられない。

7 .  . t 1年に多fEのf i ' [ を使用する場介でも、工場生il I T; j ' i ' ( の燥に養生 jlJlI iil を

婆しない。

8. 泥水液を使用しない。

. 工 法 概 要

1 .  f'il J孔 述 統 し た フ ラ イ ト を も っ ，" 座のオーガーシャフト頭部に駆動

装也を l取り 付 け、装置全体をやぐらの |二に吊下げ、所定の深さに達する

まで｛ｪ｝ ｝，， ｾ柿入する 。

2  モ l レタ J レ注入 : 所定の深さに i主すると、オーガー先端よりプレパ 7

トモルタ J レを圧入しながら、オーガーを引き上げる 。

3  オーガー引上げ後 : 篭 状 鉄 筋 、成いは 711鋼をモ j レタ l レ中に押入して

P I P くいを完成す る。

P  I  P  < い施工順序

J
i
す

1  
① 削孔 @ モルタルf主人 ③ モルタル珪入完了 @ 鉄蹄縄入

上弁草配水池の基礎くい

. 施工能力

ｾＺｬＺ＠ IOOm/day 

施 工 能 率

η1 

i比 大

※ 』血工最大長さでは6 0 mの実績有り

- 主 要機 械

・ K D  F I日( レール走行 ) ・ クローラー型( キャタピラー走行)

P I P機はオーガーの頭部に駆動装置を 有するもので、 シャフトを駆動

する原動機としてはi I 自治' ; ! i ! l ijJ モーターが使用され、既型のモーターて' 減

iili 機を介してシャフトを回転させる。 減速機の容量は 11 - 60KW であり、

テソレ 7 γ ク用十13に機械を J記付ける。

直手IJ 土留壁

千鳥土留笠

Yノノノ/ / / / / / / ノノノ/ / / / ノ77777/ 77T/ 77777777ヌ2 7T，i

橋建吻 万必俗語乞μ 幼 μ 必必乞μ タ勾必必必手伝. : ! ' . t

側 壁 τ 必先必づ形必勿必づ影必影必勿必作ラタ形必升

涯、水笠

PIP くい配置例( 土留蜜)

PIP くい土留壁

清 水 建 設 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 2 一1 - 1  

名古屋支唐 名古屋市中区丸の内 1 丁目 16番22号

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 2 丁目 2 番地

広 島 支 庖 広 島 市 上 八 丁 堀 8 番 2 号

四 国 支 庖 高松市寿町 2 丁目 4 番地 5 号

九 州 支 底 福 岡 市 赤 坂 1丁目 1番29号

北 陸 支 唐 金 沢 市 玉 川 町 5 番 15号

仙 台 支 底 仙 台 市 木 町 通 1丁目 4 番 7号

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 1 条西 2 丁目 1 番地

T E L  (03) 535 - 4111 

T  E  L  (052) 201 - 7611 

T  E  L  (06) 443 - 5431 

T  E  L (0822) 21 - 2441 

T  E  L (0878) 51 - 0511 

T  E  L  (092)77 - 9151 

T  E  L  (0762) 21 - 3241 

T  E  L ( 0222) 22 - 4171 

T  E  L (011 )241- 3171 
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! 無音無振動参礎工法 l  

T B W工法 ( 竹中式連続地下壁構築工法)

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

. 概 要

竹中工務屈では、直接に地下構造壁体を構築できるスラリートレン

チ工法の ｉｾ 日発に Ｕ 年の歳月をかけ、 ｈ 召和 ＴＵ 年に完成させました。こ

の工法を竹中式連続地下壁構築工法 ( Takenaka Basement  Wall 

Process. 略称 T B W工法) と 称しています。

直接に地下構造壁休を精築するため、次のような施工上の問題点を

解決すべ〈開発を行なってきました 。

(1) 1 屈削機の鉛直 ・平面粘! 立が一定水準以上にあること

(2)構壁中の安定液材料の適正な配令選択と管理II 方式

(3)コンクリート打設H寺までの掘削機壁の管理技術

(4)コンクリート強度と鉄筋の付着力など の低下防止

(5)単位壁休相互の構造的一体化

(6)建物の主要構造部材と連続地下段との構造的一体 化

T B W工法は上記問題点を認識し、繍削精度の高い機械装置を用い

たJ府向IJ システム、泥水 中での鉄筋コンクリート壁の施工技術、連続

地下壁のきffi 直ジョイント、および地下位の住 ・梁との一体化など、

独自に開発した各種の技術が統介されています。

・施工

1. t屈向Ij

(1対照削講の精度政保

本設中荷造壁として用いる場令、地下壁休の精度は建入で 1 /250以上

の粕皮碓{ 呆が要求されま す。この要求を満足させるため、掘削機の

機械的問題および掘削施工技術に |刻する認問題について、その対策

を考えて施工します。

(2片原肉I j 溝壁の管理

超音波を利用した溝壁測定器て' たえず計 iWI し、掘削管理! を行なうと

ともに、計 iWIU寺に表われた波形によって、掘削地盤の土質の般類、

安定状態を常に管理します。

(3)安定液の管理

安定液には 、地盤や地下水の化学的な性質を考応、した造膜性、逸水、

粘 性 ・比重などに対する適正な性質が必要です。これらは、掘削11寺

やコンクリー卜打設時に化学的な変化をうけやすいので、常に制ｾｾ

管理を行ないます。安定液には、べントナイトを主剤とした泥水が

使用されます。しかし 、通常用いられるべントナイト泥水では逸水

を防ぎきれないようなもろい砂レキ地盤の場合、独自開発の特殊安

定液を用い施工しております。

(4)スライム処理

掘削后の溝底音11には、土砂および安定液中に浮遊している土が堆積

しています。これらのスライムが堆積したま、でコンクリートの打

設を行なうと、底部または壁キ11互の按統音11にスライムを巻き込み、

コンクリートの欠陥部分ができ、止水性、支持力性を悪くします。

地下壁を構造壁体として用いる場合、特に単体部のジョイント音11の

スライム除去に最も重要です。

T B W工法では、このジョイント音11の剛性を確保するため、この筒
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所を入念に除去します。このため、特殊な帰除用工具、旧時l底のスラ

イムを完全に除去できる特殊ポンプなどを開発しております。

2.  コンクリート打設

泥水中で、設計一通り の充分な強度と付着力を持ったコンクリートを

確実に高粘j支の施工をするには、安定液の構と隔離するロ ッキング

ボ y クス 、お よびトレミー管によるコンク リートの打設方法が重要

になります。

(1)ロッキングボックス

コンクリート打設時、設計上から決められた単位長さを守り、将lift

的なつながりをもたせることと、向性j立の鉛直性が要求され、コン

クリートのもれや、回りこみなどが起らないようにします。

この作業を維実に行なうため、図 - 1 に示すようなロッキングボ y

クスと呼ぶ仕切装置を JIい、ています。ロッキングボックスは、鉛直

精度を保持して、コンクリート の流動圧に耐え、セメントペースト

が背面に回りこまないように作用します。図 - 1 に示すものは 3分

訓方式のもので、車ね桜手の金物を中11互にはさみ込み、墜に面した

ものには、 2 組のエアチーブが内蔵され、コンクリート打設前に圧

縮宅気を入れて、段而に密着させる構造です。 この密ずf性は侃削講

の鉛直 および平面粕J主に彩響します。 J属削精度の良好なも のほど完

全に密芳し、コンクリー卜の回り込みは全〈起りません。

ジョlイント鉄板( 打抜平鋼 4. 5)

図 - 1 ロッキングボックスのセット

(2) トレミー管

コンクリートの打設時、ベントナイト泥水とコンクリートの円汁j な

置換が必要です。そのため 打設盆や施工難度を考慮して、図 - 1 に

示すようなトレミー管 2 本を用いています。 このトレミー管によっ

て、泥水中で打設されたコンクリートは、、基底音11/.1'ら 均等に押し上

げられます。 トレミー管とコンクリートの流動状態の関係は、 トレ

ミー管からの距自 ｉｾ が大きくなるにつれ、流動性が悪くなる傾向を示

します。そのため、打設されるコンクリートの吐出圧が必要とされ

ます。

これまでの多くの施工実験と実績から、コンクリー卜打設を考えて

みると、適当な 打設速度、コンクリート の被り厚き、ワーカピリテ

ィの選択などが重要です。

3. 壁と主要構造体の結合

図 - 2 は墜と壁、壁と柱、梁の結合の状態を示す概念図例です。連



続地下壁は、地盤の条件や施工条件を々慮して、ある単位長さごと

に壁体を精築しますが、これを構造的に一体のものとして取扱うに

は、第 1 に単位長きごとの壁体111互の結合、第 2 に連続地下日? と内

部 の 柱 ・梁との結合が必要です。

正彰

図- 2 連続壁、主要精進体シャーコネクタ一概念図

その 一例として単位長さの盟休111互の結合には、 梢 造 的 には虫ね継

手による方法を用いています。 これは 打 ち継ぎ百11の鉄筋コンクリ ー

トが一 時に 一体化する方が充分な耐力を符られることが判明してい

るため、材料については、断面秘に比べ表面航の大きい平鋼や、問IJ

性を与えた H形鋼に対する実験と検討を重ね、その伝達が効果的で

剛性の高いものを使用しています。 壁体同士を結合するコネクタと

して打抜き平鋼、 コの字形アンカ一筋十j' H 形鋼を使用しています。

(図 - 3参照)

構造的に 一体化された連続礎体と、主要f1Yf造体との紡介については、

数磁のシャーコネクタを使用しています。シャーコネクタは、脇工

H寺、特にコンクリートの流動性を妨げないように、流動方 向 に対し

てコネクタの投影面干j'tが少なくなるような形が採られています。

。口

口口

口口

口口

口口

口口

図- 3 打抜き平錦、 H形鋼シャ コーネクター

- 施 工 機 械 お よ び 施 工 実 績 例

1. T B W掘 削機

新たに独自開発した掘削機 で、ロ ータ リーカッタ ・スライドカッタ

によるスムース カ ッテ ング、特殊ゃくJ らによる建入精度の確保、ホ

ースリールによる G L  - 35mまて酬の連続掘削方式、および泥水処理

装置による掘削土砂泥水の強制分離など多くの特色をもち、径 10cm

以下のレキ層から硬質粘土層までの 巾広い適用性を持っています。

(図 - 4参照)

シリング | 臨 ¥ 曲面 十 一 …f' Mrtnlll J.. C)tI 耐 l吐 出 倒 }

出 ｾ Ｎ岨 Ｈ ｄＡｬ ￱｡ｹＩ

説草置i
支 柱

員"岡同町' "

走行事桔

."姻
l i lJl .. '"視t : 三聖宮、・・_1; l叫

斗司.

反 1J ジ. ，. ッキ

S 晴 樹1t.c OIl..lld.

集闘支持枠

婦別検

u  
T・・""島

""岡附

民，。

支柱断面

治』"，回岡a崎t vhpah・4， 

図- 4 T B W一日型掘削機架装図

2. エルセオ屈削機

イタリアのエルゼ社と従燃した( 株) 熊谷組より導入した仮削機で、

H型は GL  - 40mまで掘削でき 、 '1次質シルト、砂レキ層 ( 玉石 を 含

め) 、粘性土など広範囲の土質に適しています。

3. 1屈削性能および主な実施例

掘自IJ 性能については表ー し 主な実施例については表一 2に示します。

表 一 1 偏向IJ 性能

耳i 日

J屈 向。 機

T B W一日制 E L S E  H 明

適 応 地 盤 軟似シルト 'rU 'H1!師、 l二丹! 師、 軟弱 ' / J レト府、砂1'0付、砂レキ 1M

砂レキ府om壬10cm以下) ( 玉石む含む)

地 1て深 J!l' ( m) G  L  - 3 5  G  L - 40  

Il ，t: J1l-{ mm)  600 500、550、600、650、750、800

JIii 11リ 柏 llE 4ll A  1  / 300以 t 他人 1 /250  

JIi i 削能率 (m'/h) 15  10 

隣 接 往 物 と の 300 300 

* 近 距 離 ( mm)

表 - 2 主な施工実績

工'11名 連続地下' ¥! 的関要 地工年月

NO 周民 訴さ 厚さ ＧＮｾ函摘

l 竹 '1' 技術研究所増改聾工'11<主験工 '11) 車Ji . 26. 40m 9 ∞m 60cm ＲＳＷＮ Ｗ 曲 ｾ 43. 2 - 43. 3  

2 軒日本製鉄君in製鉄所ピ ット斬設工事・千葉 60. ∞ 12 ∞ 50 720 ∞ 43. 7- 43. 9  

3. 錦町共同ビル新事工.' 11 ・東京 106 閃 7 却 50 795 ∞ 43. 10- 43. 10 

ＴＮ 軍 一 生命住宅小 ｉｾ ピル罰事工 ＧＱＱＮ 川崎 70. 28 14.80  60 1，041.14  44.  2 - 44.  3  

5 怯塩屋静岡前I判事工.' 11 静岡 104.00  8.50  50  884.00  44.  2- 44.  4  

6 般坂屋静岡! 百榊築工111 静岡 87.50  9 印 50 840.00 44.  6- 44.  8  

7 .北九州市庁舎新畢工'11 北九州 176.80  14.30  50  1.961.45  45. 2 - 45.  7  

8 罰2三円富ピル続聾工事 神戸 88.90  18.50  60  2.768.00  45 . 2 - 45. 7  

9. 高i車J! r 鉄道，t : 賀泊駅工区新設工 '11 . 1. 占属 87. 00  20 ∞ 50  1，700.00  45. 5 - 45. 6  

Ｑ Ｐ 蝿浜天理教鮪ビル新築工 ， ｽ ｉ ｾ 横浜 153.60 28 ∞ 60 3. 380 ∞ 45. 9- 46.  1  

11 . アポロピル続聾工11 . .k阪 200 ∞ 22.60  60 4，400 ∞ 45. 10- 45. 12  

12.  . k 同生命本社ピル輯築工事 。吹田 200 ω 13.70 55 2. 740.00 45. 11 - 45.12 

13. 車高生命堺支社新聾工事 ・騨 85. 10  17 刻 印 1.490ω 45. 11 - 46. 1  

14.'1、名浜製鎌鮒電解工i 6ピット軒設工事 福島 37. 10  17 ∞ 55 630 ∞ 45. 11 - 45. 12  

Ｑ ＵＮ エンゼルビル斬聾工 Ｇ ｉｾ ・名占昆 260. 00  21∞ 50  5，300 閃 45. 12 - 46. 3  

16. 車'I { t 健保五反田精健セノタ 一軒襲工'II. JI(京 97. 10 15 ∞ 50  1，5ω ω 46. 2 - 46.  4  

17. }f 筒民本庖噌改築工事・北九州 224.70 13 却 50 3. 030.∞ 46. 2 - 46. 4  

18. コープビル新聾工'11 東京 242. 20 16. 10  60  3，9∞ω 46. 6- 46. 8  

19. .k阪データ通信局者・大阪 532. 00 38 ∞ 80  20，200 ω 46. 9 - 47. 4  

20.兵崎県庁周辺盤備別館改築工事 神戸 83.50  8. 印 45 709.00 47.  Ｓ ｾ Ｔ ＷＮ＠ 4  

21 明治生命小古ビル新築工恥 ・北九州 128.64 
11 ∞ 50  1.418. 00  47. 4- 47. 5  

22. 県立西宮病院西宮 142.00 13 ∞ 45  1. 847. 30  47. 6- 47. 7  

23. 軒名古屋ピル車館・名古島 166.ω 18.50  50  2，8∞00 47. 7 - 47. 9  

24. 占祥寺東京近鉄百貨庖商事工事東京 245. 00 24.20 60 5. 937. 6 48. 1- 48. 4  

25 東洋平動産江草ビル蹄聾工事吹田 207.30  17. 50 60 3.336.6 48. 3 - 48. 6  

26.福岡銀行事宿新築工事・博多 258. 鈴 26 ω 6 0 5，873. 0 48. 3- 48. 6  

27 梅悶阪急ビル郵 9期』明聾工事 . j.;阪 57. 60 28. 5 0 ω 1，670.4  48. 5 - 48.  7  

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

本 后 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 27 電話 06 ( 252 )  1201 番( 大代表)

支 庖 札幌 ・仙台・東京・ 検浜 ・千葉・ 静岡 ・名古屋・ 富山

81 



| 無音無振動基礎工法 I  

ジェットリフターパイリング工法

株 式 会 社 森 組

. 用途

鉄筋コンクリート造建物基礎。橋梁橋台、怖脚基礎 。努1! 壁基礎。高

速高架僑基礎。重要構造物基礎。

. 特長

1. 1 ' 浄荷重で圧入するため、無騒音無振動である

2. くいの垂直圧入ができ 、圧入中くいの破損が絶対にない

3. 周囲め既存地童話や、隣接の既設くいに対して iM響がない

4. 砂 l深層への百人でも容易であり、地盤より 50m以上でも圧入がで

きる

5. くいの継手は溶桜継手で、垂直荷重、 曲げ荷重に対して雌j立は安

全である

6. 先端地層の硲認ができ、支持力も i訓測l!山則!I川lリ定できる

7. 特言許午判|以関具刻i係 笑用新笑 第5幻78回24ω9号

・機械

下図参照

. 施 工 法

本工法はくい端を I;; f . j 放型とし、くいと同容和の土砂を排除すること

によって、くいの圧入抵抗をなくして、 Ifff 荷量をもって安全屑まで

圧入するもので、無騒音無振動であるとともに、周回既設隣接ぐい

その他公共埋設物等に、絶対に悪影響を及はさない。

a .椴①を杭芯に設置し、杭を建込み

b. 杭の内部に l照射用圧力管⑤と、吸揚管⑥を set します

C. 先ず、杭を減速装置③により杭を先行圧入しながら、ジェット水

をl噴射し、 f加さくします

d.掘さく土の取除きは、ジェット水と共に、バキュームチャンパー

⑫により I汲揚する

機 材 説 明

① 格

②アンカーウエイト (水)

③減速装置( 圧入チェン操作用 )

④ 杭

⑤ l汲 J品 管

⑤ 噴 射 管

⑦圧入チェン

③庄入キャップ

⑨ウインチ

(杭吊上げ、噴射級協包- 吊上げ用 )

⑪ ポ ン プ(4' x  4段 ・40伊)

⑪ポンプ( 6 ' x 単段・ 30f-P)  

⑬バキューム・チャンパー

⑬スノレイスバルブ

⑬ l敗 似 ホ ー ス

⑬ 噴 射 ホ ー ス

⑬ 沈 澱 槽

⑪ j筆t察. cIJ 沓
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e.1汲ωした土砂は沈澱機⑬に送り込み、表而7)( のみ瓶さく用ジェ y

卜用水として使用する

・性能

悼ー さ ( m) 径 ( cm)

隣地から紬心迄の

必要距離 ( m)  

最 大 60 p  ctt 40. 50. 60 

通 '.t白"  20 - 40 pc中止 40. 50.60 

五k

鋼 管 25

2  

pc中1i. 35 

施 工 能 率 杭 長 20m ヤットコ打 3 m ( 1 日8 時11¥J 作業)

o  40cm 2. 5本/ 日 o50cm 2本/ 日 o60cm 1. 5本/ 日

. 適 性 地 層

粘土、シルト、砂、 I政 ( 硬質粘土は時間を要す )

・主な実績

昭和29年以米

国鉄、首都市速道路公団、新幹線、建設省、大阪府、大阪市、兵庫県、

京都府、関西屯力、中古 ｉ ｉｾ ｕＺ力、東京電力、名古屋市、其Ｚ他民 ｉｦ ｛ｊ建築

基礎杭

昭和47年迄の施工実総延 100，000m

・特記事項

本工法と打撃工法との比較すれば

森 式 打 撃 式

騒 音 50ホーン

振 動 8 ガル

120ホーン

80ガ/ レ

本工法による屯カおよひF 使用水量

屯 力 100KW/ 1セット

使用水量 180- 200m
3

/11寺( 自然水利用)

15- 20m
3

/11寺( 循環水利用)

q.jl l &W"  "-' :f. ζ 土工とこニ主主戸

底庄ポソプー-

9  

‘ 2  



[ 全音無振動基礎工法 |  

森式N' -' L 工法

株 式 会 社 森 組

- 用途

既製パ イルまたは鋼管くいの内部土砂を排除しつつ Ir{1荷重をかけ圧

入するため、騒音振動公害が全くなく、市街地 でのビル基礎、情台 、

僑閥l基礎等、各種構造物の基礎に最適である

回特長

1. 絡荷重で圧入するため無娠動、無騒音である 。

2. 夜間作業でも、人家密集例所でも、公害問題の起こる懸念はまっ

たくない

3 格足廻 りはク ローラ一式で移動が容易であり、固定式に比し特に

機動性に富むものである

4. 掘削音11は三翼拡底ピ ッ トを取付けた廻転式掘削機でくい の外周ま

で掘削できくいの外周摩燃を軽減して庄入が容易である

5. < いは油圧々入装置でt1f' 込むもので、くいの中心線横} ' j 向にパラ

ンスウェイトを載荷し、その荷重の加減により 抑込力の明強が容

易にできる

6 隣接壁に接近し 1. 5mの点でくい 打 ができる

7. くいの外径は 60cm- 120cmまでの範囲で 、通常施工進度30m、最大

深! 支は60mまで可能である

8. リパース、サーキュレーション方式で現場打くいも地工可能であ

る

9. I吸揚物がポンプ内を通過しないので、砂時等の図形物の l汲協が答

易である

- 施工法

森式ジエ y ト方式を主体とした無騒音無振動工法で、径600mm-

1，200mmの大口径既製〈い ( コンクリート中空くいまたは鏑甘くい )

の打込を行なうくい 打工法である 。

軟弱地盤から土丹層、砂、目楽層の硬質地主主まで 、特有のピ ッ トを装置

した掘 削機により大深度の掘 削 とくい圧入が可能である 。

a . 杭 打機を杭芯位置に設置し、杭を建込み

b . 杭の内部にド リルパ イフ・⑪拡底ピ ッ ト⑫を S et します

c  . 油圧圧入装置⑧により杭の圧入を行いつつ、扱さくを行う

d. 掘さくは 、ロ ータリーテーフツレ④の駆動 により回転カが、拡底

ピット⑫に伝わ り、こ れの 回転 によ り行う

e . 掘 さく土は 、ジェ y トリ フター 用チ ャンパー⑮によ りl汲揚し 、

沈澱槽⑨に送 ります

f  沈澱槽の水 は循環使用とします

- 性能

通常施工深度 : 30m。最大深度 : 60m。 通常施工外径 : 1，000mm。

最大施工外径 : 1， 200mm。最小施工外径 : 600mm。施工能率外径 ・

1，000mm， 30m， 1 本/ 8 1待問。 適応地層 . 粘土，シル ト，砂 ，砂礁 ，土丹。

- 主 要 機 械

格 台車( ブーム 15m，本体重量23屯 )。くい吊込用 クレーン ( クロー

ラーまたはトラッククレーン )。 ロータリイテイプル、 油圧ポンプパ

ワーユニット 。 スイベル。 ジェットリフタ ー用 8 吋水 中ポンプ。給

水用 6 吋水 中ポンプ。

. 実績

阪神高速道路

パイル径 1200mm 

長さ

本数

7.0+ 7. 0 + 8. 0m= 22 .0m 

109本

株 式 会 社 森 組

、宅、

本 社干 541 大阪市軍区横堀 2 丁目 14番地 ( 目的 20 ト 2761側

東 京 支 唐 干 101 東京都千代田区神田佐久間町 3 T 目38 (軍 5 車ピル ) ( 03 ) 861- 8901 - 2  

名 古 屋 支 底 干 460 名古屋市中区東田町 2 丁目 43 (近江置 ピル ) ( 052) 24 ト3322 ・251- 3026

棄 良 主 庖 干 630 棄良市 油阪 14番地 ( 住友生 命 ピル ) (0742) 22- 6548 

神 戸 官 事 所干 650 神戸市生田区元町通リ 6 丁目 35 (元町 秋毎ピル ) (0175) 2ト 0434

過 賀 骨 量 所干 520 大量市中央 1 丁目 1 - 36 ( 田中ピル ) ( 078) 34ト 1893

京 都 世 曜 所干 604 京都市中京区寺町通リ押小路角 (075 ) 21ト 5224

和敵山首県所 干 640 和軍山市田中町 3 T 目25 (0734) 22- 2554 

仙 台 世 揖 所干 9! 0 仙台市固舟町 3 丁目 5 書30号 ( 0222) 22- 2441 

岡 山 出 張 所干 700 岡 山市京町 10番目号 (0862) 23- 2586 

広島世量所干" 。 広島市松 川町 1 の26 (岡野ピル ) (0822) 61-6522 

福 岡 宮 揖 所干 810 福岡 市中央区西中州 g 書 4 号 (092  ) 77- 33 凹

宮 崎 宮 量 所干 180 宮崎市神宮町 64 1 (0985) 22- 6608 
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無音無振動基礎工法 l  

アースドリル式ピヤ基礎工法

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

. 用途

建造物基礎くい( ピヤ) 、位列土偶くい、ジーメンスウェ l レ。

・特長

Ｈ Ｑ Ｉ 無騒 一 計、ｾｾＮｲ［振動で施工てＢきる 。

(2)機動性に詰む。

(3)土質に対して適応性がある 。

(4)大口径、長い支持ピヤが地工できる 。

(5)機械その他の操作が簡単である 。

(6) ピヤ径、長さの変更が作易である 。

(7)工期の旬結。

(8)経済的である 。

(9)支持病の線認は、あらかじめ調在した土' t 1 れ状図とパケ ッ トによ

って排土された土砂の深! 主を !! ii 介しながら行う 。

。。 ジェット式! 氏さらい ( 特 許 巾('，'1 '1' )

. 施工法

アースドリル式ピヤ基礎工法は加藤製作所裂、目、主製作所 i裂の加さ

く機( アースドリル機) を川いて侃さくし、現場打鉄筋コンクリー

トくいを無騒計、ｾＡ担保ＡｉｩＩ［にて築造する工法である 。 このｔＮ法Ｉｬ｛ｪＧｪｊＨを

大別すると、

(1)アースドリル機による姻さ ら

(2}干在状鉄筋の吊込み。

(3)コンクリート打設。

掘さく. あらかじめ小くいき? で明示した f，) : 置にパケットの rl '心を正

鮒ーに令せ、アウトリーガ一等によりケリーパーが市二直になるように

調慾する 。 掘さくはドリリングパケ ソトを使用し、これを同転させ

ることによって府zさく土はパケ ッ ト内部に入 1) 、一林にな った場介

は引揚げて、直接ダンプ. 111等に排土する 。 パケ ッ トで 2 - 3  filH却さ

く( 話程度1- 1. 5 m)後ベントナイト溶液を流入し孔唱の似設を行う 。

4 - 7 m掘さく後、表用ヶーシングを押入し、表j荷古11のJ W袈及び動

荷重による崩壊を| りJ 止する 。 ベントナイト液の水位が下らないょっ

に注意しながら、搬さく、排土を繰返し概 i!f ; し、支持! 刊に達した場

合はこれを雌認し、更に 1 m以上支持府に般入れするのが望ましい。

掘さくが終れば、 ドリリンクパケソトの爪によっで荒された部分及

び栂りくず、沈澱物を除去するためにほさらい，.Innパケットに取符

え底さらいを 1: Yって f原さくを終る 。

鉄筋の吊込み ・あらかじめ、仕織にもとずき篭状に組立てた鉄筋を

クレーン車等により、正しく所定の付 i置に吊込み、番線等によりケ

ーシング頭部その他 の場所に同定する 。

トレミー管の吊込み : 掘さく干し内にベントナイト泥水が満たしてあ

るために、 71 < 秘性トレミ一式コンクリート打設を行う 。先端に円形

鉄板を取付け、先端部及び継手苦11には| 坊水テープを巻き、泥水が管

内に流入しないようにする 。 このようにして継足し孔成まで吊り降

す。

ジェット式底さらい・ 鉄筋、 トレミー管の吊込みの:1] に沈澱したス

ライムを除去し、先端を支持地盤に定宗させるために行うもので、

コンクリート打設直前にスライムを除去するようにトレミー管の先

端部にジェット I照射装置を内蔵させ、清水を噴射することによって

先端のスライムを泥水中に浮遊させ、以後沈澱物はコンクリートの
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1. 鋪削後トレ

ミー管挿入

施工要領図

ラ

イ

ム

2 トレミー菅 3. コンクリート 4 ジエ y ト停止 5 トレミー管引

セット完了 投入 コ/ 7' } - ト 打 設 上 げ ピ ヤ コ

ジ五 y ト喰射 Jこ7
'
} ート打

7 C J  

ジェット式底さらい

ｉ Ｍ ｾｾＺｍ に載せ ｴｬ ｊｬし上げさせる 。

コンクリート打設 ・これは lニ記トレミー管を通じて孔成より行う 。

コンクリートと泥水の比￮ｬＡＺＮ＿ｾを利用し泥水を押し上げる 。 この場合

コンクリー卜の硬化を考えて述統的に行うのが望ましし、。 コンクリ

ート rl -' に卜レミー管が 1. 5m以上あるように制強しながら打設し、

所定の日さまで述した場令は沈澱物又はレイタンスを考慮して更に

1 m程予感を行い、後にこの部分は訴り取る 。 コンクリート打設に

ともなって置換されたベントナイト泥水は水中 ポンプによってタン

クに回収し、沈澱させた後、 上 水 は再使用し、沈澱物及び廃液はノ〈

キューム車等により場外に搬出処分する 。

コンクリート打設が完了した場令は、表府ケーシングを引抜き地下

宅等によりくい上に宅扱書11のある場合は埋戻しをする 。

ケーシング: 鋼製ヶーシングを使用するが、長さは地表而附近の土

質の状態により兵り、粘土質の場令は短〈、 砂府 の場合は長〈、又

地下水位の高さにより考慮する必婆がある 。

泥 水 : 通常べントナイト液を使用し、濃度は粘土、シルト、 砂 屑

の順におくし、通常 7 - 12%  ( 重量比) 程度のよのを使用する。こ

のベントナイト液に添jJfl 斉1) ときて C . M. C 、ハイベントを混入し使

用する 。



無音無振動基礎工法 I  

P S ア ン カ ー 工 法

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

. 用途

(1)山留工のアンカー。

(2)建築物の風圧、地謀、浮力等に対するアンカ一。

(3油需脚 、擁壁等の地銀反力調務。

(4)崖錐又は地とりの防止。

(5)吊橋のアンカー。

(6)載荷試験のアンカー。

用 途 図

- 特長

(l )P  S アンカー杭周辺地盤は加圧の結果締め固められ明断強度を閉

す。

(2)P  S アンカーと地盤との聞に放射状先行応力により、両J守の接触

面では圧縮応力が作用し、アンカーと地盤との附新カ( 野断抵抗)

がWI 力11する。

(3)アンカ一幹体モルタルは 1J 日圧により、地盤に押しつけられた状態

で硬化する。この結果モルタルは地盤に密着し、1 ' 11互の附新力が大

となる。

(4)アンカ一幹体モルタルは力f I 圧により脱水硬化するので、強度及び

水密性を W:す。

- 利点

(1)上記の特長により、引張り抵抗力が大きい。

(2)地下侃削に切梁が不安である。

(3)工期の短縮、経済的である。

- 施 工 法

掘削 : ポーリング機を用いて削干しする。削孔方法は 2種類あり、 1  

工法はケーシングをジョイントしながら送水ポンプにて水を送り先

端のメタルクラウンにて削孔 する。この削孔を予定長まで行う。削

孔 が完了するとケーシングを口許から少しづつ引抜く、このケーシ

ング引抜きが終ると削孔 を終る。 2 工法は削孔を前記の問機でモル

タルを注入しながら、ケーシングを引抜しこの工法は地下水多〈

地盤崩壊する場所に於て行なわれる。

削孔にはベントナイトは使用しない。

加圧チューブ : グラウトホース挿入、削孔内に加圧チュープ、モル

タル注入用パ イプを 挿 入設置する。 モルタル注入はグラウトホース

を孔底まで挿入し 孔底よりモルタルを注入充墳する。

モルタル注入: セメント、砂、ポゾリス、フライアッシュ、アルミ

粉を配合したモルタルをグラウトポンプによって注入する。

加圧: tJ 日圧チュープを水圧で膨張させる 。加圧によってモルタルは

周辺地盤に押しつけられた状態で硬化させ、引抜抵抗力を W: 大させ

る。加圧力は地盤の降状圧力以内とし、持続時間は 20- 2411寺!日l を原

則とする。

加圧チューブの引抜き. 所定の加圧時 11¥1 を経過後減圧しチューブを

収縮させ回収する 。

ケーブル挿入 . モルタル位の内殻音11に、 P C銅線、 P C鋼体、 S E

E E ケーブルを押ー入 する。この場合クラウトホースを同時挿入し、

モルタルを注入する 。 このモルタルは外殺モルタルと同配合である。

定 着 : 銅線等の先端をつかみ、センターホイルジャッキにより緊張

し定着させる 2

凪証王チュープ

ｾ＠
昨孔チュープ神入

- 性 能 そ の 他

調 融持入 ｬｾ 恥
チューブ引証 |モルタル小結j 拙

h  
gi:|: 為l止必

施 工 順 序

孔 径 I100mm 120mm 140mm 160mm 200mm 

削 孔 長 I 5  - 39m 通常 15- 2 0 m

削孔速度| 岩層 3- 4m/ 日 砂 層 15- 2 0 m/ 日 粘 性 土 20- 2 2 m/ 日

引 抜 カ I 35t  - l OOt 通常40- 70t

. 施 工 実 績

金井7 ンション 兵庫県 S  .44.  2  

北千里中央センタービル 大阪府 S  .44.  4  

天理教おやさとやかた 奈良県 S  . 44.  9  

入 江 ビ ル 神戸市 S  .44 . 11 

岸 田 ビ ル 兵庫県 S  . 45.  2  

東洋基礎工業株式会社

実 京 営 業 話 東 京 都 渋 谷 区 属 片 12(大成鋼機ビル ) 電話 ( 州 ) 2 1  4  1  - 6  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 猪 1 ー 156(中谷ビル) 電話 (441 )6678- 9・1013

名古屋営業所 名古屋市中区錦 3 - 15(ホワイトピル ) 電話 (962) 1  0  8  6  - 7  

広 島 営 業 所 広 島 市 大 須 賀 町 14(第一ピル ) 電話 (62) 5  2  0  1  - 2  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 中 央 区 今 泉 町 会 13(第一高尾ピル ) 電話 (73) 1  2  2  7  - 8  
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o c w工法

株 式 会 社 奥 村 組

. 用途

O C W工法 (Okumura Cont inuous Wal l ) は、騒音や振動や地盤沈

下などの公害をおこさない地下工法として、奥村組が独自に開発し

た連続地中壁構築工法である 。

この工法で築造した地中壁は剛性 ・強度 ・止水性にすぐれ、しかも

精度の高いものであるから、工事用の仮土留壁以外に構造体として、

地下壁や杭やょう壁に利用される 。

・特長

(1)水 平 2軸式のロータリーカッターをもっ O C W掘削機と安定液環

流用のポンプによって、掘削と排土が同H寺に連続して行なわれるの

で、掘向IJ 能率は非常によい。

(2) t 屈削機を包んでいるケーシングの恨IJ 板によって、正械な壁厚と平

滑できれいな壁画を作ることができる 。

(3沖守殊なガイドパイルを、前に掘削した構に建てこんで、これをガ

イドとして次の講を掘削するので、掘削構同志のくいちがいがなし、。

したがって築造される壁{ 本の各エレメントに屈 Itll や凸凹がなく、ま

た、エレメント聞のたてジョイント苦11の連続性と止水性が十分確保

される。

(4)>屈削機の支持は専用抑台車にかぎらず、クレーンやその他の方法

でも可能であり、せまい場所や作業高さに制限がある場所での施工

も容易である 。

Ｈ Ｕ ＩＡｴ ｾｦ 許第 ＶＰＱＱＹＲ 号 。 その他に 出 願中 Ｗ 件 。

・ 施 工 法

(1)施工順序

a  .t屈削 ガイドパイルを、前に掘削した講の所定の位置に建込んで

固定し、掘削機をそのガイドパイルにセットする 。- I 1i l l 進は、標準長

さ 3 mのステムパイプを継ぎ足しながら掘削機を降下させて行なう 。

所定の深さまで掘進したら、掘削機を吊り上げて、ガイドパイルを

次の掘削構iWJ へ移設する 。

以上のようにして、掘削とガイドパイルの移設を繰り返して、所定

の長さ ( 1 エレメント分、 2. 0- 1 0 . 0 m) の深講を掘削する 。

b. スライムの除去 : 1エレメント分の掘削が完了したら、構底のス

ライムを除去する 。

c 鉄筋のつり込み あらかじめ組立てておいたかご状の鉄筋をつり

a.掘削 b スライム除去 c. 鉄筋つり込 d コンクリート打設

施 工 順 序
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込む。

d. コンクリートの打設 : トレミー管を使って、コンクリートを打設

する 。

以上の作業を繰り返して連続した地中壁を築造する 。

(2)排土とそ の処 理

掘削作業と並行して、招削土砂は安定液とともにポンプで持ｼ土処ｊＡ ｉｾ

設備に送り、スクリーンとサイクロンで安定液と分離してトラ ック

で初出する 。 また、土砂を取り除いた安定液は再使用する 。

(3対応削深さ

通常 10- 2 0 m、4a mぐらいまでは可能。

(4)' 笠厚

段小 45c m、最大 150c m、通常 50c m。

(5)施工能率

20- 50m
2

j 台目 。

(6)段接近施工距離

20c m。

・主要機械

ｏｃｗ 婦削機 Ｈ ，ｾ動式、水中モ ー ター Ｒ 台内蔵 Ｉ

専用tfi 台車( 自走式、捲上機、 Iljl J1ill 豊富等搭載)

環流ポンプ( または水 中 ポンプ)

安定 ｩｬｾ プラント Ｈ べントナイトミキサーなど Ｉ

排土処疋II 設備 ( マッドスクリーン、サイクロンなど )

その他、クレーン車なと 0

・ 適 性 地 層

粘土、シルト、砂、際 (径 100mm以下)

・主な実績

工 Ｇｊｾ t ， 場 所 用 途

"主 Ji!

(cm)  

下水道幹線 名 古 ｾ
ンー ルド たて

50  

坑 接 続室

N 銀行本的

奈 良 仮土f 1 { l: l  50  
ビル

下水道 rj' 継

西 宮

仮 土 留 l在

50 
ポ ンプ.t&i 支 持 杭

M 地 下 街 大 阪 仮 土 留 ! 笠 50  

E ピ J レ 大 阪 地 下 榊 jil ＨＺ ｾ＠ 50  

地下駐 ｬ ｬ ｉＮｴ ｾｪ f1ff. };.) 地下構造 ｾ ｉ ｾ 50 

K ビ J レ 広 品 ｊ 也下 ｴ ，ｾ泣Ａ笠 50 

D ピ J レ 稲 岡 地下構造 ｉＺｴ ｾ 50 

地 下 立 体

東 京 よ ヲ 堕

50、60

交 差 道 路 80、100

深 さ

( m)  

12.0- 14. 0 

9.0- 13.5  

16. 0 

22.0  

16.5 

15. 0、

10. 5- 16.0  

13.0  

11. 0- 31. 0  

株 式 会 社 奥 村 組

i性 I而fl ' t

町"

1，660  

1. 880  

1. 570 

4.390  

2. 442  

4. 830 

1. 776 

1. 880  

5. 110 

本 社大阪市阿倍野区松崎町1 の2 の3 電話 (06)621 ー 1101 (大代表)

東京本社東京都港区元赤坂 1 の 3 の10 電話 ( 03)404- 8111 (大代表)

支 后札幌・仙台・東京・名古屋・大阪・広島・高松・北九州・福岡
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F E W工 法( フジタアースウオール工法 )

フ ジ タ 工 業 株 式 会 社

. 工法の概要

フジタアースウオール工法とは、地中に所定の l早さ、深さのトレンチ

を掘削し、この孔内に鉄筋カゴを挿入してコンクリートを打設、述統

した鉄筋コンクリート壁を造成する工法である 。

この工法によって構築した鉄筋コンクリート壁は、地下畑削 11寺にお

ける山留め壁はもちろん、構造物の {"Yt 造』巨体すなわち土圧 ・水圧を

受ける地下壁、地震時の水平; / ) を受ける耐長壁およびクイとして用

いることができる 。これらの機能に対しては、 48年 7月、日本建築セン

タ一基礎構造部門の審査をうけ、術造躯体として十分安全であると

いう評定を得ている 。 この 結 来 、 従 来 仮 設 的 な 述 統 地 下 壁 工 法 が他

の山留壁工法に比してコスト刊であったという欠点をカバーするの

みならず、建設工 'J_;: におけるトータルコストの大幅なコストダウン

が可能になった 。

なお本工法は、特殊クラムシェルパケ y 卜等による掘削や11: 1: 削安 定

液 の 調 合 再 生 か ら コ ン ク リ ー ト 打 設 ま で 、 総 介[j(J にシステム化され

た施工方法および施工管理手法によ って施工されるものである。

・特長

①無騒音 ・ ｾ里振動で地工できる

② 地 下 壁 の 長 さ 、 深 さ 、 厚 さ と 平 面 的 な 形 ( 入問、出問、十午、円

等) が自由に施工できる

③ 壁の岡I j 性と止水性が高 〈、地 下tlfii 削 H寺の周辺地盤沈下を Il)j 止する 。

④あらゆる地盤で施工可能である

⑤敷地を最大に利用できる

@ 構造』巨体として用いることで工賀は安価となる

. 施 工 法

施 工 は 図 1 に示した手順で行うものであるが、自主相互の核統( エレ

メント聞の鉄筋の接続) や壁と後て'''f，Yi 築する地下構造材との按討しを

完全に行うよう工夫している 。

① ② 

① ガ イ ド ウ オ ー ル 築 造 、 先 行 ボ ー リ ン グ 、特妹 クラムシェルパケッ

トて。11ui ｪｾｪｊ＠

② イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ パ イ プ 、 ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス 符z入

③スライム処理後、鉄筋カコe 設 澄 、 再 度 ス ラ イ ム 処 理

④ ト レ ミ ー コ ン ク リ ー ト 打 設 、 フ ョ イ ン ト ボ y クス、インターロ y

キングパイプワ| 抜き

⑤ 以 上 の 手11阪をくり返し行なうことてd 述統したコンクリート壁を構築する

・ 施 工 管 理 と 管 理 機 器

本工法の地工管理! の主なものは

①安定液の調子半 . f写生 ・廃棄の法準による安定液管理( 高速ベント

ナイトミキサーおよび再生装置、安定液試験器具使用)

② J侃』凪山1山刊j'円削'jl判jl川lリl孔の中品粁村|J行'iI皮主を i洲11山川lド川|リ定する t払揃掘l踊服w削官管.翠迎型rr( 村粕fI度支{郡抑測!lI則11同1リl定機ノマスマス夕一f使安用)

③ ス ラ イ ム の 有 無 の il訓測lIi則!ドI'Jリ定( スライム il洲lIi川11川IJ定総{ 使史用 ) 等であ }り1)，人、こ の他

』地血工の 4弁千苦部11については』胞血工仕係として市JII かく仕様誌に定めている

. 施 工 深 度 ・ 厚 さ ・ 施 工 能 率

施工深 j立は、通常 10 - 3 0 mまでが故適であるが、深さ 5 0 mまで施工

可能である 。 壁厚は、特殊クラムシェルパケットの幅を変えること

により、自由な値をとることができ、通常30 - 100c m問 10 - 20c mピッ

チで砲工できる 。 地工 ｴ￬ｾ 率は、地盤および敷地状況によってやや異

なるが、おおむね表 1 に示したごとくである 。

・ 主 な 施 工 実 績

アースウオール工法の実績は既に 15万m

2

にも達しているが、最近の

主 な 地 工 例 を 表 2 に示す。

土 'i'I 名 N  {直 ｬｾｩ 自 ｉｊ 能率 ｭ Ｇｦ 日

ロ ム 10以下 100- 150 

li :T 20 - 40 15- 30 

砂 レ キ 40以」 10- 20 

表 1 掘削能率表

③ @  ⑤ 

r f スライム処理事置 Ｏｾトレミー菅

ｾ＠ 豆 璽 ｾ 璽 亘

図 1 施 工 手 順

工 事 名 称 ｾ厚 ｭ 深さ m 施工iliill'i m'

国鉄武野酋線 0. 6 15- 23 20，000 

五軒町地下鉄 0.6 18. 5 4，380 

11 [ 公々社大森タンデム 0.45 12 500 

茨回ポンプ場 0.6  16- 19  7，900 

崎共述ピ J レ 0. 45 21 3，750 

甲品川ポンプ場 0.8  36 5，900 

表 2 施工実績表

ロ
【ｽ一ｾｻｽ【】Ｈ， 四 回 ， .:c旭 町 制 【】

亘 t oグ ｩ￘ＢＧ ｾ彰忽勿勿勿忽＼＼￸ＯＮ勿 忽コ ､ 子 '. ; 1ロ】

f品 考一

一部情造躯体不IJHJ

"  

構造躯体平IJJH

榊i立躯体利用

フ ジ タ 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6 ー 15 T  E  L  ( 03) 402 - 1911 

大阪支l吉 大阪市北区堂島中 2 - 38 T  E し ( 06) 345 ー 7671

なお本工法に関するお問合せは本社・技術開発センターまで
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T AI P工法

株 式 会 社 武 智 工 務 所

. 用途

ａｈｓＮｐｃ 鋼管杭など ｉｾ Ｚｊｾ既製 ［ｦ ｪＧ｛を完全然音 ｾＡｉ ，ｾ振動で支持層まで

挿入する工法であり、 一般建築物、土木村i 造物基礎に故適て、ある。

・特長

Ｈ Ｑ Ｉ 完全無音 ｾ Ａ｜ｆ，振動である 。Ｈ ハンマーは使用しるいＩ

(2)支持力が大きい。( 拡大刃根で拡孔し 。 モルタルを圧入することに

よって 杭先端に球械をつくる )

(3)大口径の杭の施工が可能である 。

( P  C  .  400- 800俳句'/'、鋼管、 400- 1500ゆmん)

(4)ヤッ トコによる杭の打ち下げが容易であり、杭の先端が随意に選

択でき、特に地下室のある建物基礎に最適である 。

(5)杭本体がケーシングの役目をなすので、地盤の崩壊がない。

(6)N値 > 50の中間層の打ち抜きが可能である。

・ 施 工 法

T A I P工 法 A H S . P C鋼管杭など中空円筒杭を使用し、特殊

ヘッドとオーガー ・ジェット水流のイit 用により挿入の杭を支持地盤

に11入させた後、ジェット水流を、あらかじめ混線されたモルタル

と即時切り換え。さらに回転したままでモルタルを圧入し、地盤の

改良をおこなうと同時に杭を支持地盤に密着させ、オーガー のみを

抜 去 って安全強固な支持杭を築造するものである 。

ジェット水流と特殊へ y ドの作用で中t : 11層の貫通には j威力を発揮し、

ハンマーの打設工法以上の貫入力をもっている 。ま た、従来のプレ

ポー リング工法、あるいはベントナイト工法のごとく、支持地銀へ

の最終打ち止めを全〈必要としむい完全な無音無振動工法である 。

(1)施工順序 別 紙

(2州民削方 法 円筒 中空杭のr . IJ 掘りオ ー ガ- 1服削、ジェッ卜水および

反力 油圧ジャッキを 併 用。

(3)ケーシング 必要なし

(4)政 接 近 距 雌 1. 0 m 

(5)施工深度 47. 0m迄の施工笑航あり

(6)施 工 径 400世引 - 1500 rt mlm 

(7)施 工 能 率 1 日延80m- 120m

(8)支 持 層 の 確 認 掘 削 fI寺の抵抗 ( A T O M装置により確認、記録 )

をボーリング表と対比させて判定。および掘削時の搬出土砂にて判

定可能。

(9)排水土の処理 沈澱液により、泥分を強制沈澱させた後、上澄み

水は再使用。 沈澱土のみ場外搬出し、他工法に比べ残土は極めて些

少である。

・ 主 要 機 械

杭 打 重 機 日本車納製 D207L 0  

オーガー減速機 三 和 機 械 製 D60H (45KW)  

グ ラ ウ ト ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製 B  G30( 15KW)  

グラウトミキサ一 束手11地下工機製 0. 75m
2

X  2 連 (7. 5KW)

水槽 1. 5 m X 2. 0m X 3. Om 1 基

・適性地盤

オーガー掘削 が可能なあらゆる地盤に適する 中間層 ( N > 50)の打ち

抜きも 可能。
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- 主 な 実 績

(1)';訟 初 の 施 工 例 広 島 原 爆 病 院 広 島 市 昭 和44年 4 月

A H S パイルf史用 ゆ450
1

仇 L = 26. 0m 

(2)代表的な施工例 太間住宅新築工事 事11戸 市 H召利45年 9 月

J也盤状況男Ij 紙

杭 長 L = 19 .0 m A H S パイル rt 500吻H 設計支持力 110 t  

l l i ! t 荷試験により 120 t 以上の支持カ確認

10 20 ，30 40 50 

5  

手

r

AW
磯

一
粘

土

|日

151 I  I  
l 砂

磯

20  

- 実 施 例

工 事 名 称 ;ftc:f:oTi. 杭 径 杭 長 胞 工 場 所 正l三月

松 阪 市 庁 舎 別 館 鋼 管 400 16 松阪T I i 44. 6 

堺 市 営 住 宅 P C  450 28 堺 市 44. 12 

ｻｾリ予防災ビル A H S  450 6  伊 丹 市 45. 5 

大阪市北公営所 P C  400 26 大 阪 ili 45. 11 

鳥取大学医学部 O N A  500 42 米 子i li 46. 6 

阪神 高 速 ラ ン プ P C  500 23 堺 市 46. 8 

丹那職員住宅 A H S  400 47 広 };.!j rli 46. 10 

関西電力神田変' 屯所 P C  450 26 寝屋 川i li 47. 2 

江波ポンプ場 P C  600 32 広 島 市 47 .12 

新大阪地下道 P C  450 24 大 阪 市 48. 5 

宮崎交通センター P C  500 32 宮崎市 48. 5 

徳島公害センター P C  500 34 徳 島 市 48. 5 

紙園町市街地住宅 P C  福 岡 市 48 .  6  

上越市大手町小学校 P C  400 32 上 越 市 48. 7 

株 式 会 社 武 智 工 務 所

本 社 大 阪 市 東 区 高 薦 橋 2 - 20(高麗新ビル ) T E L  60(202)3233 

東 京 支 底 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 10(静山ビ J レ) T E L  03(501 )2408 

名古屋支唐 名古屋市中区錦 1- 3  - 2  (殖産住宅ピル ) T E L  052(21 1) 3086 

九 州 支 底 福 岡 市 大 名 2- 1  - 11 T E L  092(77) 3950 
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B W工 法

株 式 会 社 利 根 ボ ー リ ン グ

- 用途

地下連続壁 、 くい ｊ ，ｾ礎、ピア基礎

・特長

(1)粕 度 の高い完全な地下壁が胞工でき、 壁而 の仕 上 が り が きれい

( 屯気式偏位報知計. ドリル傾斜修正装置、 位百ti 仕上げサイドカ ッ

ター を装置 )

(2)砂際! 習 や 、駄目ヨ層でも安全確 実 に施工 でき る。

(3)完 全無音 、?!¥F. 振動 で 地 工 で きる。

Ｈ Ｔ Ｉ 椛 築 物近接、狭い場所、低 ｾ ｎｊ ｩ で の 施工が可能 。

(5)ロー タリービ ッ トとサイドカ ッターによる掘削にリパ ー スサ ー キ

ュ レー シ ョン排土を組介せた 毛R忽的な掘削機により日能率 の地工 が

できる 。

(6)安 全 路実 に粕j交の高 い 地 下 壁 が高能率で地工で き、下II i 充工 'J'; の必

要がなく、工 'J'; コストが低減される 。

(7)地工深度は 5  m以上、付: 準タイ プ で 50111 まで、特殊で 5 0 m 

以上可能。

(8)工 法 特 許 は一般 に公 |非l し誰れでも地工で きる。機 械 特許は 日、仏、

米、英、独、伊におい て取得 。

. B Wロングウオールドリル仕様

形 J¥ 

可l 11 

B  W- 4055 B W- 5580 BW- 80120 

11，1す
fll. 

(cm)  40- 55 55- 80 80- 120 

モ ー タ ー ド リ J レ中両 ( m) 2.50- 2.65  2.47- 2.72 3. 16- 4.00 

j位 大 J臨 時IJ 深 度 ( m) 50 50 50 

リ パ ー ス ロ I圭 (cm) 15  15  20 

モ ー タ ド リ J レifi ilJ : (kg)  7，500 10，000 18，000 

ロ ー タ リ ー ピ γ トの 例 数 7  5  5  

水 中 モ ー タ ( kw) 11 X  2  f ;  15X  2  f ;  18.5X 2f i  

ヒ y ト回 転 童文(rpm/50HZ) 50 35 25 

I  l::i i¥U  ( m)  6.91  6.91  7.22 

持: イサ ZA  

I  J位 低 ( m) 4.50 4.50 5.5 

jQ， 付 ffi i W ( m) X( m)  3.78X 4.15 3.78X 4. 15  5.35X 5.05 

[u( ;fr j在 脇 工 距 離 (cm) i世外而 より20 戸l 20 同 20  

- 孔 壁 保 護 ・地盤安定液 ( ベントナイト、 C MC= トロフミン駿ソ

ー ダの似合水溶液 ) による 。

. 支 持 層 の 確 認 排土観察により確笑。

・ 据 削 底 の ス ラ イ ム 除 去 : サクションポンプによるリパ ー ス方式

のため完全除去できる 。

. 排 土 処 理 法 : 掘削土砂は、 地盤安定液とともに地上へ l吸いあげ、

マ ッ ドスクリーンおよびサイクロンにより分間 ｪｾ 除去する 。 マッドス

クリーンにより除去したものはダンプトラックで 、サ イクロンによ

るものはノ〈キ ューム車または密閉 コンテナーにより搬出する 。

聞 適 性 地 層 : 粘土、シルト、砂、土丹、砂1後、風化岩 ( 200kg/ cm2  

以下 )

・施工例・

工 事 名 Wa t e h T o we r  Pl ace( ヴ・ォータータワープレイス )

ｴｾ＠ ii斤 N.Mi chi gan A vnue，chi cago，I lli noi s， U . S. A  

( アメリカ合衆国イリノア 州 シカゴ市北ミンガン通り )

施工年月日 1972年 11 月、 地 質 状 況 砂 および固結粘土。

仕 様 壁 r1J 76. 2cm、深さ 19. 8 m 、延長472111 、パネノレ長 9. 55m

精 度 400分 の l

・ 特 記 事 項 木工法 の B Wロン グウオールドリルは、重要産業合理

化機械として机税特別処置法第 11 条特別償却適用対象に認められて

いる 。 また第 4 回機械J辰興協会貨を受賞ーした 。

1  マ ッ ド ス ク リ ー ン

2  安 定 液 ミ キ ψ ー

3  サ イ ク ロ y

‘  デ リ パ リ旗 ー ス

S  リ パ ー ス ホ ー ス

S  スラ y シ ュ ポ ン プ

3  や ぐ ら

- サ タ シ 冨 ン ポ ン プ

'  安 定 液 稽 ，0 "削の遇血行にと も紅 令 て B W ドリル ( 図 7) 及 "

i O ・ サ クγ./ ポ ン プ { 図 18) t - 移動 L ' す .

。 マ y ドスクリ ν ( 図 1 ) お よ び 処 硬 蚊0・ ( 図 3

日 ， 及 U 図 9 - 12) 1: 穆 働の 必要 ""η 理せん.

13 ロ ノグＧｾＮールドリル O 安 定柵 鎗 館ハ イ プ ( 国1吋 " . . 附 の 温 行 に ど もえな

1・ 安定調度補館ハイプ っ て 泊五昼 u す .

図 - 1 一般的機械配置図
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図 - 2 一般的施工要領図

偏 位 修 正 装 置

〔各部の名称及び作動〕

ドリル" . カ に より震直方向 じ雌 遣

する特惟 H ? て弱り a す が ・.  

..，. . より嵐〈するためドリルの . .  

位" i Eω"'... え て H' J ;l可r.

0 ドリ ル に " 問 後 左 右 の 傾 鍋 . 機知

する傾斜ピッ クアップが取付 17 て

.， η H.  

備 制 ピ y クア ッ プ が ド '1 ル の 傾 斜

ｬＢ ｉ ｕｑＧ ｲ ｾ ｴＺ＠ 才 ベ レ ー タ前 面 の

舗 叙 ゲ ー ジ tニ示 ' n' す .

ドリルの傾斜がゲ y に示会れる

C. 地よで，、ルプポ y クス . 検 作

L . リモー トコ r トロ ールによ q

F りんよ舗のアジャス タ プ ル ガイ

ド. 傾斜 L " 側' " 虫歯に絡しつ 17

ドリ ル 金鍾 直盗併にf J . i E L J "" .

この . 'も にして正僚に磁削し S す

の で 盟 の僧 位 H f 容 肉 に 完 全 に 納

M ニとがで § 霊 の 過大 傭位に ーー

よる息 山 手 山 内 ニ る ニと e 凶 Ｍ ｾ

未 然 に防，. " ;l T ‘

株 式 会 社 利 根 ボ ー リ ン グ

本社特殊地下技術部 ⑤ 152 東京都目黒区目黒 1 - 6  - 17 電話 (03)493 - 0111 

大 阪 出 張 所 ⑤541 大阪市東区南久太郎町 1- 29 電話 (06)261 - 0541

技術管理室大阪分室 ⑤ 569 大阪府高槻市芝生町会987- 8 電話(0726) 71 - 5837

札 幌 出 張 所 ⑤ 063 札幌市北 11条西20丁目 1- 4 電話 (011 )631 - 3326 

福 岡 出 張 所 ⑤ 810 福岡市今泉 2 - 4  - 31 電話 (092) 77 - 2561 

大 館 出 張 所 ⑤017 秋田県大館市字桂減 7 ー 1 電話 (01864)2- 2285

89 



無音無振動基礎工法 l  

P W工法

日 開 技 研 株 式 会 社 パ イ ル ウ オ ー ル 工 業 株 式 会 社

. 用途

P W工法とは、特殊形状の P C ノマイルの柱列土留め工法であって 、

主として建築の地下工事の土留めに使用されるが、その他、地下鉄、

護岸等の土木工 'J'; にも使用される 。

・特長

(l )P  ｃ パイルの利用のため、 ｴ￬Ｚ タ ｉ ｊｉｾ 主体の曲げ強 ｪ 立は信頼できる 。

(2)溶接によりパイル接合が可能であるので、 20mＮｦｾ， ｕ 主の幼ｬｩ￬Ｇ ｪｬ ｊ 上留め

も可能である 。

(3") パイル| 首! に、 卜分、 11 : . 水溶液が充噴できるので、 11: .水公)J . ): j主が大

し、。

(4)無711ニ無振動工法で、かつ脳工スビートは 70- 100nf /  1: 1に及ぶ。

Ｈ特許 、 ｾｾｉ 丘 ｦ 付金 ｅ� a，'i  9' )  

園施工法

図 - 1 に示す姿頒により地工する 。 完 全111RTT者' . F ，振動工法であって、

隣家壁T I l i よりパイ l レ芯まで50cmの間制で施工できる 。

(1)  (2)  (4)  (5)  

図 - 1

. P Wパ イルの仕様

ト

由

30 
rp w" ，イル断面の例」

図 - 2

表 1

R 。的 P  C  t  イl ωJ プレ

ぷ，!I. ，II Iげモ ー ノント t 一一 町、

磁 波

IIJ 1  ｭ ｾ リ

外径 円IJ 銅 線 l平さ ストレス
υ ぴ わ れ

V l f h t ι ， - m 

35 0  A  7 世- 8 75  46 4. 0 6. 3  12. 0 

"  
B  7 世一 14 75 75  5.1  9.7  15.3  

"  
C  7 世一 18 75 93  5.8  11. 6  17.4  

400 A  7  ;6- 10 85  43  5.7 9. 0 15. 0  

"  
B  7 世ー 18 85 74 7.5 14. 2 19. 7  

H  C  9 世一 14 85  84 8. 2 16. 3  21. 5  

- 主な実積

(1)名古屋ダイヤビル新築工事

土留用 P Wパイル 400ctト15 m ( A  )496本

90 

400φ 15  m ( B)  60 -1三

(2)三木産業側大| 仮ビル新築工 ιJ';

土留用 P Wパイル 400中一15m 347本

400ゅー9m 20本

(3)三井生命和歌山支 j市新築工 'J"

土留用 P Wパイル 400世ー ll m2954:

. 施工状況

- 特記事項

P Wパイルは、 N C S - P C パイルの変形であって、日本コンクリ

ー卜工業株式会社及びその系列社で製作する、パイル! 日l の充填材は、

スパイラルオーガ偏向IJ 干しを安定させるのみでなく、パイル間隙の止

水効果を高めるために使用するが、配令例は表一 2 に示す通りであ

る。

充喚材の強度は 一 般に 5kg/ c.rl .f jl 皮にすることを回収; に設計する 。

表 - 2 充領材の配合の例

キイ

口

一
品

庄
川史

f

 

恥

骨

「

ベントナイト (250メッシュ ) 25kg 

50kg セ メ /  

フ ラ イ ア ツ シ ュ I 40kg 

水 300 t  

( 練り 上り 330 t )  

. 工費

材工共で、出来上り平米当り平均16，000- 18，000円/ .rl となる 。

日 開 技 研 株 式 会 社

大 阪市 西区 京 町場 1 - 155 ( 安 田ピル ) T  E し( 06) 443  - 0695(ft) 

パイルウオール工業株式会社

大 阪市 西 区 京 町岩田 1 ー 125(東洋 ビル) T E し( 06) 448 - 0455附



電 気 設 備 の 頁

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

員寄罰 必 = ..LJI・ ー.. .b.

噌トヌ1 . "ホ Zに

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E  L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 :高 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

G

E

 

陽

ヰ土

本社営業所

朝

本

- 電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

ｾ､ 浅海電気株式会社
F  取締{ 支社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

包 括 大 阪 ( 362)

東 京 ・礼 申昆 ・名 古 屋 ・稲 岡

旭 川 神 戸 ・姫 路 ・高 松 広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

キ土

支社 ・支府

営 業 所

出 張 所

本

ぬ
京都営換所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市* 区t:. lIi1. t!?i 五丁 n二 八番 J也 ｾ ｾ 活大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲＵ - 9  fII: 

本 社 * 京 初 千 代 悶 区 丙 神 国 1 T  n  Ｔ 格 ｊ 也 Ｕ Ｎ Ｑ Ｍ ｾｊ

支 社 札 椛 ・ 仙 台 丸 / 内 名 古 f ; ! _ 福 岡

出張所I t ! ! 川 ・ 内 河 ・ 備 i兵 . ， ｾ� 問 ・ ￍｏￍ 山

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注
社

A

Q

一

A
式株業工原栗

....， .. 

失

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 品 ・九州

原菜取締役社長

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事電 気 工 事 設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市機東区野江東之町 3丁目 11 ｾ電話大阪 Ｈ ＹＳＱ Ｉ ＷＰＰＴ

奈良県御所市御園通 3 6 0 電話御所 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方 (43)8659 ・(44)9232

A

Q

一
品式本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 5  0  ( 堂ピル 7 階)

屯 話 (361 ) 3  6  7  1  (代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 儲 箱 崎 町 3 丁目 2 1!I=.l也

定 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 曲奇 ・ 相 模 原 . 1界 ・ 悩 山

失

血

〈

敏林

株 式 会 社

代 表 取 締 役

ヰ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営巣所

牧方営禦所
出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

包 括 大 阪 ( 472) 代 表 I I  0  1 - 7  

東 京都 品 川 区西 五 反回6丁目 25番 11号( 福 島 ビ ル)

電 話 東 京 (491) 1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 量舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

三 宝 電 機 株 式 会

取締役社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (企 ビ ル三 |滑)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 港 区 新 橋二 一一 六( ニュー新僑ピル七階)

電 話 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ O 帯 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 - 堺 ・千 楽 ・宇 都 宮 ・1m

社

キ上

Iお

&  

本

支

営 業 所

I高支

書芋出 張所

本神営 業 所

電 気 工 事 設 計 施 工

宇 富 士 電 業 株 式 会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

社

実

大 阪 市 西 区 北 柄 江 上 j岳 1 r 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7!48- 9

東 京 ・名 古 hl .  11 ，t; :i ・問 問

中|刊取締役社長

本土本

社本

支 庖

醤業所 営 業 所

杏 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 招 川 町 1 5  I!I= 地

Ｇｾ ｬￎ＠ ，i5 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京mJ 港区新僑 5 - 3 4 - 6 相 。 Ａｾピル Ｕｬ 者

電話 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪市 ・ 札幌 ・ 名 ｾｎ ・ 凶 ｮ 市 ｹ 松 Ｑ Ｑ Ｑ Ｎ Ｑ ＺＵ Ｑ Ｑ Ｑ

A

Q

一

A

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 栂 ケ 伎 町 5 6 番 地

屯 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 - 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 占B . 草 津 ・的| 将 ・水 !ゐ ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社本

社

A

Q

一

A
事 株 式

日目四林

エ

取締役社長

藤エ太 陽

* 京 支 1，Ii

大 阪 市 福 ぬ 区 上 福 仏 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

所
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張出

大 阪 市 此 花 区 恩 ft 南 之 町 7 3  

T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  (代 )

il 1 : カ工事本部



空 調 設 備 の 頁

空気調和設備

設計施工

衛 生 設 備
設 計 ・施 工

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

ト》

三建設備工業株ま奮枇
φ  

25 朝日3 : 業社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1131 ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 婿 毅 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大 阪 支l吉

本 社

支 社

京京都港 区 芝浜Ｎｦｩ ｾ 町 Ｑ Ｍ 2- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪市東淀川区加島町 357 i電話 (302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 広 島 ・ 福 岡

量11 路 ・ 函 館 盛 岡 ・ 横 浜 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

調

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 組 電話 06- 363- 1371

東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番地 電訴 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話 0 9 2ー76- 3795

所 M 山 ・ 徳 井 京 都 ・神 戸 ・ 松 江 ・ 沖 縄

空発
-

-‘ 

司 . . . .  ・b
1式会社。

本 社 ・ 本 庖

支 庖

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 健 児

大阪市西区江戸地 1 - 6 0  包 括 (441 )  8231代 表

点 京 名 古 屋 ー大 阪 悩 開

札 眺 ・ 新 湖 ー 仙 台 ・金 沢 ー岡 山 ー広 助 ・

商 松 ・ 熊 本

盛岡・徽浜 1.I山 ｾ閏 ・ 稲井 ー 京都・神戸 鹿児島

社

底

所業

本

支

営

張出出 張 所

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

所業工
，jくご重E

J 同

株式

会社⑮ 

設 計 施 工

生

気

水 . ｾ街

房 ・換

北

什

A

n

f

J

 

給

峻

株 式

会 社

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

電 話 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代 表)

東京都中央区八丁堀 4 丁目 11帯 7 号

( 神谷ピル )

電 話 東 京 (551) 8 0 4 1 (代表)

鳥 取 群 馬 宇 都 宮 ・ 君 津

島 根 ・稲 岡 ・ 松 山 ・ iui 松

本 社

〒 5 3  1  

束京支庖

干 1 0  4  

口 研 究 所

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

平庸口

大 阪 城

城取 締 役 社 長

出 張 所

. !SI 

墨画区

司& !

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 色 白 浜 iill l - 2  5  ( 新大ビル )

';u:話 ( 06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区日本締本石町4- 2(三井第二別館 )

屯話 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 九 州 | ・ 広 島 札 眺 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

新日本空調株式会社

本社 ・束京支府

水 道 術 生 日 呈 冷房 ・其他管工 事

ｾｳｴ＠ ｾ十並施工

( 旧蔚雌久孝事筋所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1  i在 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番地( 日本ピ J レ)

1[ 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1 番 ( 代 表 )

札悦市南大通西4丁目 l 礼申見逃銀ピル 電 話 札 縦 @5756

金 沢 市 高 岡 町 2 番 1 6 号 電 話 金 沢 @2074

福 井 市 御 幸 2 の 1 電話 福井 @2436

高 松 市 2 番 丁 9 電阪高松 @5195

岡 山 市 大 供 3 8  0 の l 電話 岡山 @5486

所

所

所

所

所

操

業

弧

狼

娘

営

営

出

出

出

酬

明

沢

井

松

山

札

金

偏

向

岡

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備・給排水衛生・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 唐

本 J吉 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1 :l L ビル 6 7  6 号

包 括 212f仰3751

大同ピル 616号

電話 443附 3361

電 話 681<<1:) 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

衛 生 設 備/ 設 計 施 工

業工貝

空 気 調 和

多買

大 阪 市 西 区1 ニ佐堀 i盈l ー 14 T E し 0 6- 441 - 5171

支 l苫 東 京 ・大阪・名古屋・京都・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 市 街 区 西 九 条 春 日 町148

札 峨 ・ 名 古 屋 ・ 箔

宇 都 宮 ー 横 浜

大阪支庖

京都支1苫

支 底

営 業 所

冷 凍 冷 蔵

⑧信研［告鱒繍 ｾｂｉ Ｚｴ

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 了 6 8 番 地

(オ ートセ ンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761(代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東京営業所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

本/  

冷 暖 房 嘗 各 種 サ ッ シ

給排水、衛生水道 ｾ＠ 環 境 衛 生 総 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 Ｗ ・ーｾ化 学鉱 山機械

三 機 工 業 雲 言 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代 産3071

本 庖 東 京 ・ 日 比 谷 ・ 三僧ピル

支 1苫 名古屋、傾向、* U I > 見、広島、仙台、北陸

出 張 所 償 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 位

92 



空 調 設 備 の 頁

給 ・排水・衛生・消火・暖冷房設備

- 空 気 鯛辛口設 備 ・ 給 排 水衛 生 設 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴射 式;令ヨ軍機・ 公害 防 止関 連 機器 / 設 計 ・ 製 作 ・施 工

、F

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

調土文t大

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11 電話大阪 ( 458) 3531 番

出 張 所 = 京 都 ・ 福 岡

( 旧社名 建 材 社 )

本社 4 東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 μ 2 - 22 ⑨(203)3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211)1535 代

出 張 所 = 札 税 仙 台 ・盟 国 金 沢 ・神 戸 ー高 松

広 砧 松 山 福 岡 ・沖 縄 ・パンコ ック

平山互業株式会社@  
......_<， 

-← 

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

釜拘
6歩高回 設計 ・施 王

大阪市北区芝田町 55番地( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神田駿河台 4 丁 目2 番地

大阪支庖

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2T  E  L  ( 441)附 1994 ，( 443) f代治3 31

社本

空気調和・ 恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温湿度調撃装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不ニ熱撃工業績給紅

大 阪 市 南 区 M再 度 町 2 - 5  0  電 話 261 - 2436({り

東 京 都 大 町 区 西 馬 込 1 - 2  - 1  電 話 773 - 1231({t> 

銀 座 ・ 浜 訟 京 都 神 戸 福 岡

本 底

東 京 支 宿

営 業 所

大 阪 市 北 区 日 回 町 3 0  包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1(新 東 京 ピ ル )

1[L 昔話 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  ( 行こ)

仙 台 市 新 伝 馬 町T 6  0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 ' 区 東 門 前 町T 3  - 6  

ill fl 舌 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 1苫

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 「

一望計施工

換気・除塵設備関

く m堕型医コ

社

大 阪 市 西 区 京 町 摺 l 丁目 6 2  111話(443) 8161 ( 大代表)

名古屋市 中村区水主町 1 の 1 2  従話 (541) 0966( 551  )1655  

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2'  

赤 坂 ピ - 7 ピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 l の l 電 結 (341) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業エ田山

本 社

支 庖

出張所

東 洋 烈 工 業 織 式 会 極 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562) 1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京 都中央 区 京 橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気車会ｾｾ水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代表取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5  夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 悶 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 市 栄 町 2 ー 1 1 1 電 話 ③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラン卜設備

会 社⑨ 

各種送風機 ・風力輸送装置

空調機器類・公害防止装置

耕 坦 京 都 支庖

設計製作

⑪ 

大 阪 支 1吉

回 目 前 支 庖

大 津 営 業 所

津 営 業 所

，，:' 9.シ線冨t a社

2舎町震居曽13:C，，，，oT 

関西燥 房工業株式会社

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大代 )

営 業 所 東 京 ・名古 屋 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テレックス田 本社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 N口 538- 58. 98

旧社名

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・Ｎ可 ＺｾＺｕＺＨＺ 置

ー・F電'ー....
東 洋 … 工 業;;;; J rO 日奈??ソ i  正 i  に
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

セトモノのデパート

庖

大 阪 支 庖

大 阪市 東 区 高 麗 析 二丁 目九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

商石理大橋-矢

株 式

会 社

設計施工

( 創業大正 7 年)

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 屯話 (06) 702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4号

ソリジットスタイン

エ J ' ( ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

家具造作・室内装飾

図翻

二葉屋装備工業株式会社

似〉 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

'1 1ムt 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ーー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

-........rレ/ 内 外 装 用 窯 変 美 術 タ イ ル ー 大イムタイル

新発売ー ・・・・ 古代土器調高温〆タイル ・・・ 大 仏 古 代 タ イ ル

各 種 行司I¥

ガラス製品卸問屋 ι ν/

思吉田芳雄商庄多コ

ナニワ媛匂12眉

3 寸緩匂最適軽量7J，止竹( 空葺) 瓦

F 木 浸 入 奪'1 落 防 止

耐震耐} 抵

つ 安 定 経量

瓦

株

式

4 匙

本土

大

阪

市

浪

速

己

冗

町

一
丁

目

者

一

話

山

肌

忍

歪

Board &Sl ate Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手1- - 9ー・ミ)if;-j.レ

⑩ 

フ タ パ 黒 板

庖の謝奉 仕

物 怖いも

三 幸 商 曾

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

"1 淳窯 s 歳 定

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

s s s  

. . 式

会 社⑪ 

本 社 大 阪 市 北 区 食 品 北 町 1 6  T E L  (345)9055(代表)

itfll'i:t 営業. 所大阪市東区本田f4- 27仰 包 ピ ル T E L (252)  3  9  0  6  

ftYt均 ! 常 業 所 大 阪 市 京 区 航 桝 2 - 3  6.  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番I也( 制本町バス停前)

屯話大| 坂 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北粂口 126 倭J也( 伎友生命保険ビル 3 階)

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

94 
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姫路営業所
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

建 材 の 頁

防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ・③シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

' 70年 代 を リー ドす る

庖節目づく りの パ イ オ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース"電飾看板|

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 渡 しで悲仕する

ぐ会種専門r.s)

@史跡司会芸品 τ lj止

聞 大阪な雪竺31ttTTご司;「-4

.  
ぐん£ーマサ y。

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 校町 1ー 12 日 生 ビ ル i i  (943) 6571代 表

束京 ・ 横浜 ・ 盛岡 ・ 郡山 ・ 水戸 ・ 浜松 ・ 岡 Ｑ ＱＱ 奇 ・ 名古屋 ・ Ｗｩｦ 山 ・ 大工 ｉ ｾ ・ 京都 ・ 堺 ・ 神 戸 ・ 広島 ・ 福 岡他 全国主要 都市

盟

事目i

ス チ ー ル
サ

、y
ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

套 喜 三 高 製 作 所

m 路 大 阪 ( 499) 8  1  5  1 代 表F 可
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米 特 許 小 俣 式 防 火 シ ャ ツ タ

防煙・防火はｾで‘ .K. ， 

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖

大 阪 支1吉 大 阪 市 北 区 此 花 町 2 - 51(第 5 新 興 ピ ル ) 11 L 訴大阪 ( 353 ) 7  3  7  7 代

本社工場 東京都北区国立市町 ＱＱＳＸ ｾ ｛ｌ路東京 Ｈ ＸＹＳ Ｉ 5  2  1  1 代

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

' 屋根材・壁材・奇樋練包水切に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 附

年中見ていただ、ける 皆様の見本室 || 

タイル

常設展示場

ｾｮ ｩＺ， ￸ＢＧＸ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

96 

AM.  10. 00- P  . M.  5. 00 

日曜・祝日は休館

- 梅 田新進 O  南森町

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T Eし (06)364 - 2054 

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

. V A F 形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

(午寺 言午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 (931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  



防水剤

コンクリー卜用モルタル・

本 マ ノ ー ノ レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 撹 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

事 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。ま た 特 有 な 粘 箔 性 に よ っ て 材 料 分 離 、

牢セ メ ン 卜 と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 忽 類 、 酸 類

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 温 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z: : 6 - o - ( セメント起泡剤1). : 1& . .  : 11・ & 漂泊抗エ)

セ メ ン ト 混 和 i ! i IJ . 肋 材 綜 合 メ ー カ -

223由脂( t : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 倉 東 京 (774)  4111代 褒

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の l腐蝕・ l腐 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、

( 21 ) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  

浦

品

開

阪

上

福

盛

大

e

・e

・

茨 城 県 上 浦 市 大 田T 1  2 1 3  

福 島 県 福 品 市 下 型f 寺 下 遠 原

岩手県星第1 M! 市南大通 3 ー 12- 50

大 阪 di Jl.! " 足以米 中 本 2 - 17- 26 

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大阪営重量所

ご一 報次第

カタログ進呈 します
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・
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王

座

・

シレ3

ソ:_'Jι

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

大阪市住吉区粉浜本町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大阪 (672)

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

信 岡 市 上 牟 国 八 回 町 2 6 の 1 T E L 偏向 ( 41 )  

…
⑧
発
売
元

q ィ5，z，

コート

塗吹f呆

( 特長)

防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐両す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538)2951 - 5・(541) 5757-

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸温音水火
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建築計画・構造設計

中 習 者および見習

官

界

色
ゆ委主III 面談

事 務 所 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 4 - 1 - 2 T E L  

分 室 大 阪 市 南 区 上 本 町3・21 ( 柴田ビル) T  E し

。 N. G. C. 式

内外: 2 業株式会往

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番 地 電 話 ( 714) 0181 番附

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種
不 燃 ( 個 ) 1068号

オリエンタルスーパーメタル ( S. P. M)
燃 え な い

禽 ら な い

不 燃 ( 個 ) 1 0 4 5号

オリエンタルシリカチール ( 5. T)  

わ れ な い

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S. P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i ，皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

加 工 品 種 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・盛樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

オリ工Uヲルメヲル製造株式会粧

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 l吉 及 エ 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ピノレ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4
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昭

和

刊
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9

月

お

日

発

行

(

毎

月

1

回

お

日

発

行

)

・

昭

和

M

年

3

月

旧

日

第

3

橋

郵

便

物

認

可

定

価

四

百

円

(
送

料

き

ワシ

ンフ

ト

ス

q  

-ド

と

ン

ノ

ト

シ

バ

ナ

仕 l

切高

し¥

た

仕上材の色柄の取替自在

11-1伺を木 11柄、もうー Hの片面を Ijl . 色柄と

いう具合にダイ< ' '/ クボードのl l X り伴えだ

けで部Itl の脱線代、えができます。

汚れに強い

¥Il- JTJ 表面{ 上 J: 材ダイ <' / クボードは面H苛染

性、面 ｦ 光十世にす ぐ れた ｉｾＺｊ 級不燃化粧石こう

ボードで、水ふきはもとより 、汚れを シン

ナーでふ いても退色せず簡単にとれます。

解体再使用も可能

貼 J 二げに釘やネ シ、J妾. tf剤♀ど一切問いな

い工法ですから、ボードに1坊をつけること

なく解体再 {世間がで きます。

注目される経済性

シフトー J レは今までの JiJl(上切にない数々の

特性 をもちながら IllijmJ(r¥J な低価絡で、 r-rf.

1面でもゆとりある ，H尚がJ l I j められます。

法規にマ ッチした防火性能

スタ y ドはスチ ー Jレ材、レ'，- ) レ、 11I 木、 ジ

ョイナ ーはアル ミ押 H'. 形 材 、貼上材はmn

l"uol 上 l二材 ダイ< ' '/ クボード ( 建設¥' i PJ i 火

ill 築材料認定，'II'I}経不燃、認定 自干号2 005 ) で

低府ピ Jレから ρiWi ピルま で 、ill 築基準法の

内禁制限に 卜分合格する不燃材です。 もち

ろん、火災l I ，f にイI15なカ ス、姥は出ません。

熱貫流抵抗値 1，4nf hr .C /Kcal  

グラス ウー ルを充填すれば、ダイマ ック ボ

ードの特性とあいまって ＧＺＢＺｊ い断熱性が ｬｾ ら

れ、経済的な空調と快適環境が得られます。

斬新な壁画デザイ ン

ダイマ ックボードを天井まで中継ぎな しに

l 枚ものでおさめ られ、今までの 間仕切に

ない壁面デザイ ンです。 また、 シフト ジョ

イナ ーはダイ 7 ツタボードの色に合わせて

います 。

画期的なワンタ ッチ工法

シフトスタ ッ ドと シフト ジョ イナーを問い、

ワンデ y チでボードを貼り上げることがで

きるので、今までの工法に 比べ施工時/111が

大rll に短縮されます。

nf 当り 20kgの軽 さ

精!ぷ i刊材 は 11l . 純化されながらも、能;- i 主的に

機 能を ｾ ｾす無駄のない設計です 。 ですから

軽1It化はもとより、 ill 瓶 、作業能率もグー

ンと7 '/ 7 します。

透過婦失 41dBの遮音効果

11' 1; '; 会，] ，f ; の周波数250 - 20∞Hz l : Hし、半均

透過打l失はグラス ウール充填タイ 7 で41. 3  

d B. レギ ュラ ータイフで33，4d Bのテスト結

果から、従来の可 動間 仕切の Ｎ［ ｩ ｾ Ｎ J践を越える

遮音効果です 。

ヨヨ|ト==Ia: ，肉- 岡11の・1 ;.1，I. I IAづくりにアイT '( J ' でとりくむ ーー-

1.-.1 ー，、ι=、』
特許出願ハ件 実用新案・意匠登録出願/ 抑 制 階E午出願済 臥剥株式会社 Ｚ ｾ｟ｔｾ

株式会社マンテン .  本社 干 542 大阪市南区日本僑筋 3- 2 雷 (0 6) 632ー11 51代 ・南分室 〈建 装部 〉干556 大阪市浪速区日本橋東4- 4- 1 密 (侃) 6 43- 2277代

東京支庖 干136 買京都江東区大島5- 10- 11 官 (03)682- 3241代 名古屋出張所 干451 名古屋市中川区百船町 1-3-4 曹 (052) 353・3177代 ー福岡出張所 干812 福岡市博多区博多駅南6- 12- 22 曹 (092) 43 4356代

札幌出彊所 干065 札幌市東区北八条東 19-22 ・(011 ) 74卜8439代 ・広島出彊所 干730 広島市金屋町8-4 骨 (0822) 62ー1765 ・本社工場 〒578 東大阪市本走55 . . ，0729) 63- 1151代

路 大 阪 ( 06) 23 卜9648 '  9649 ・9臼 日 係 替 口座 大 阪39975番大 阪市 東区 北 浜 3- 37日本建築協会 千541. ご入会の お申 込およ び「建築 と社会」のご簡続は 社団法人


